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　とある春の満月の夜。

　人通りのない河か川せんの土手の上で、一人の若い女性が悲鳴を上げた。だが、声は誰だれにも届かない。彼女の口の中には、丸めたハンカチが突つっ込まれているからだ。

　女性の手足を、三人の男が歪ゆがんだ笑いを浮うかべて、地面に押さえつけていた。年の頃ころは皆みな二は十た歳ち前後。女性にとっては初めて見る顔だが、彼らはこの近辺で、すでに婦女暴行を五件起こしている常習者だった。もちろん、いまだに警察の手は届いていない。

　彼らは笑いながら、女性の衣服を破き取っていった。裂さけたストッキングから、まだ寒い春の風が肌はだに絡からみついてくる。女性は涙なみだを流して身を捩よじった。彼女は自宅へ辿たどる近道で、この土手を選んで歩いていただけだった。そして、当人に被ひ害がい者しやになる気などなくても、災わざわいはいくらでも降りかかってくる──それが世の常であった。

　荒あらい息を吐はき、男の一人が彼女の上に覆おおい被かぶさってきた時、土手にこんな声が響ひびいた。

「あーあー、やけに澱よどんでいると思ったら、強ごう姦かん魔まなんかがいたのね。だっさー」

　数メートル先に、一人の少女が立っていた。この近所にある県立高校のセーラー服を着ているが、何な故ぜかその上に黒いマントを羽織っている。外がい套とうのつもりなのかはわからないが──とりあえず、その厳いかつい黒マントと、少女の短いスカートは、あまり似合っていなかった。

「あんたたち、この話、知ってる？」

　可愛かわいらしい顔立ちをしたその少女は、不敵な感じに唇くちびるを曲げ、笑った。両耳の上で結ゆった長い髪かみの毛の束と、足首まであるマントの裾すそが、風に煽あおられて大きく揺ゆれている。

「中国の、どこだったっけなあ……まあいいか。どこかの地域に古くからある、門もん寸すん教きようって宗教の教えではね、強姦した男ってのは死んだ後、先祖中からタコ殴なぐりにされて、地じ獄ごくに落ちて、その後何度生まれ変わっても糞ふん喰くい虫とかいう害虫にしかなれないんだって」

　片手に持った杖つえのような長い棒で、自分の華きや奢しやな肩かたを叩たたきながら、少女は世間話をするかのような口調でそんなことを言った。少女の身の丈たけほどもある、その節くれだった木の棒は、まるで童話に登場する魔法使いが必ひつ需じゆ品ひんのごとく携けい帯たいしている、魔法の杖のようだった。杖といいマントといい、演劇部員が練習から抜ぬけ出てきたような印象である。端たん的てきに言えば、窮きゆう地ちに現れてくれても頼たよりがいがない。女性は鼻から抗こう議ぎじみた息を吐きつつ、何度も首を振ふった。──そんな話はどうでもいいから警察を呼んでと、塞ふさがれた口から声にならない叫さけびが漏もれる。

「何だ、このガキ。妙みような格好しやがって。学芸会の練習なら、家でやりな」

　男の一人が鼻を鳴らして言うと、途と端たんに少女は眉み間けんに不ふ機き嫌げんそうな皺しわを寄せた。

「あんた、この格好を貶けなしたわね。許せない。あたしだって最初はださいと思っていたけど、最近やっと気に入り始めたのに。あんたの今の言葉で、やっぱりださいかもって、一いつ瞬しゆん思っちゃったじゃないのよ。また一からやり直しだわ」

「意味わからねえよ。うるせえガキだな、お前も仲間に入りたいのか」

　男が立ち上がり、少女と対たい峙じした。さっきまで女性を脅おどしていたナイフを、少女へ突きつける。月光を受けて、刃はが冷たい光を放った。

「そのナイフは、何？　親から貰もらったお金で買ったの？」

　嘲ちよう笑しように似た笑え顔がおを浮かべて、少女は長い杖を体の前で構えた。太さは人の腕うで回まわり程度で、およそ武器としての威い力りよくも、相手に与あたえる脅きよう威いも、さほど期待できそうにない。

「それとも、自分でバイトして稼かせいだお金？　じゃあ、そのバイトができたのは、誰のせい？　五体満足に生んでくれた、親のおかげよね？」

　そんな、一見頼たよりなさそうな武器を手にし、少女は堂々と胸を張る。

「こんなにお月様が綺き麗れいな夜には、家で肩叩きでもしてあげりゃいいのよ。それなのに、あんたたちは婦女暴行に励はげんでいるわけ？　最低だわ。そりゃ先祖もタコ殴りするわよ。あたしだったら、目が回るくらい回し蹴げりするわね」

「黙だまれ！」

　ナイフがぎらりと輝かがやき、男が少女に飛びかかった。身軽な動きで攻こう撃げきを躱かわすと、少女は杖を空に掲かかげて叫んだ。

「流れよ、大地を走る輝く女め神がみ。我を支点に四方四尺、大地を震しん動どう、強度は八。巽たつみより出いでて鬼き門もんを破は壊かい、丑うしへ沈しずめ」

　瞬間、土手全体が激しい震動を起こした。少女に襲おそいかかろうとしていた男が転てん倒とうし、女性を押さえつけていた若者たちも、バランスを失って尻しり餅もちをつく。女性は急いで起き上がると、ハンカチを吐き出して逃にげ出そうとした。

「待ちやがれ！」

　足首を摑つかまれ、女性は地面に叩きつけられた。湿しめった土が口の中に入る。彼女が無理矢理仰あお向むけにされ、男に殴られそうになった時、少女の声が再度轟とどろいた。

「流れよ、大地を走る輝く女神。天の赤道に沿いて、雷らい雲うんを起動。対象三体へ落下。我の意志に従え」

　一瞬、女性の上に馬乗りになった男が動きを止めた。呪じゆ文もんのような少女の叫びに、身構えたのだろう。女性も抵てい抗こうを止やめ、少女を凝ぎよう視ししてしまう。

　満月の光を浴び、長い杖を天へ向けた少女の姿は、一種の神こう々ごうしさに彩いろどられていた。その場にいた誰だれもが息を飲み、次に起こる奇き跡せきを思わず待ちかまえた。

　十秒が過ぎ、三十秒が経たった。一分経っても風が土手の上を往復しただけで、何も起こらない。杖を下ろした少女が、頭を搔かきながらぽつりと呟つぶやく。

「……方向が違ちがったかなあ……失敗しちゃった……」

「ふざけやがって！」

　ナイフを持った男ともう一人の仲間が、同時に少女に襲いかかった。杖がまず先に落ち、黒いマントと共に少女の体が地面にねじ伏ふせられる。少女は五キロ先にまで届くような絶ぜつ叫きようを上げた。

「きゃー！　いやー！　触さわるんじゃないわよ変態！　魂たましいが汚けがれる！　細さい胞ぼうが腐くさる！」

「黙らせろ！」

　頰ほおを打つ音が響ひびいた。少女の悲鳴は更さらに大きくなる。女性の位置からは、宙に舞まったセーラー服の黄色いリボンだけが見えた。

「次、交代させろよ」

　女性を押さえつけている男が、口くちの端はしを歪ゆがめて笑った。女性は眉まゆを顰ひそめる。あの少女までも被ひ害がい者しやにしてしまうことに、責任を感じているようだった。再度彼女の瞳ひとみから、涙なみだが流れる。

「いやー！　スカート捲めくらないでよ寒いでしょうが！　あんた今何月だと思ってるのよ！　四月よ、桜が咲さいたからって浮うかれて花見の時に裸はだかで踊おどってたりすると、風か邪ぜ引いて馬ば鹿かを見るのよ！　ちなみにそれはあたしの父親よ！　四月を舐なめるんじゃないわよ！」

「うるせえなあ。おい、こいつの口塞ふさげ！」

「仕方ねえな……痛ええええ！　嚙かんだこいつ！　あああ、指があああ！」

　何やらとてつもない騒そう々ぞうしさに、女性も、彼女の上に乗った男も、つい呆ぼう然ぜんと後方の一団を見守ってしまった。と、そのほんの一瞬後、女性の上から男が悲鳴を上げて吹ふっ飛んだ。

「え……」

　何が起こったのかわからないまま、目を瞬しばたたかせる女性の体を、人ひと影かげが跨またいで行った。細い背中が見え──数メートル先に飛んだ男へ歩み寄って行く。人影が立ち止まり、どがばきどすぼが、という耳に苦しい破壊音が響いた。

「京きよう介すけ!?　助けに来てくれたのね!?　助けて！　助けなさいよ！」

　少女が叫さけぶと、人影はゆっくりと振ふり返った。月光に照らされ、少女に良く似た顔立ちが浮かぶ。少女の髪かみの毛をそのまま短くしたような感じだが、こちらは詰つめ襟えり姿の少年である。そして彼もやはり、右手に長い杖を携たずさえている。足あし下もとには、白目を剝むいて気絶している男の姿があった。

「お前……」

　二人の男によって地面に組み敷しかれた少女の姿を見て、少年は端たん正せいな顔を一いつ瞬しゆん歪めた。

「うるさい」

「うるさいとは何よ！　乱暴されかかってる女の子に向かって！　京介は男だからこの恐きよう怖ふがわからないのよ！」

「だから、やかましい。お前が喚わめくとそれだけで一帯が澱よどむ」

「何ですってえええ！　ちょっとあんたたち、あいつにもこの恐怖を味わわせてやってよ！　あいつ、あたしと同じ顔だから、女みたいなもんでしょ！　ちなみにあいつは強いわよ。覚かく悟ごしてかかりなさいよ！」

　とんでもないことを言う少女の命令に従ったわけではないだろうが、ナイフを持った男の方が、怒ど声せいを上げて少年へ飛びかかっていった。

　少年の長い脚あしが空を斬きり、つま先が男の腹部に叩たたき込まれた。胃液を吐はいた男はその場で数歩よろめいたが、少年が顔面を殴なぐりつけて転てん倒とうさせてやった。

　倒たおれた男の鼻を踏ふんで乗り越こえると、少年は少女を押さえつけた残りの男へ歩み寄って行った。男は幼児のような悲鳴を上げて逃にげようとしたが、少年に襟元をしっかりと摑つかまれてしまう。
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　サンドバッグを滅めつ多た打うちにするような、重苦しい音が土手の上に流れる。数分後、少年はゴミのように男の体を地面に投げ捨て、荷物のように少女の体を引っ張り起こした。

「ありがとう京介！　双ふた子ごじゃなかったら結けつ婚こんしてあげてもいいくらい感謝してるわ！」

　少女がかん高い歓かん声せいを発し、少年の体に抱だきついた。少年は鬱うつ陶とうしそうに彼女の体を引き剝はがし、手にした杖つえを地面に突つき立て、言った。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。黄土を支点に三里まで浄じよう化か。次いで、意識なき汚れし者、八度目の夏まで部分退化」

　土手が黄金色の光に包まれた。呆然としていた女性は、その眩まぶしさに思わず目を閉じる。柔やわらかい風が目ま蓋ぶたを撫なでた。

　何分か経ったろうか──恐おそる恐る目を開けると、立ち去って行く少年と少女の後ろ姿が見えた。女性は慌あわてて立ち上がる。二つの華きや奢しやな人影は、何事もなかったかのように、土手を下って行くところだった。

「ねえねえ、最後の部分退化って何よ」

「あの男たちを、しばらく使い物にならないようにした」

「使い物って？……えっ、ひょっとして、あれを？」

「これで当分、婦女暴行もできなくなる」

「ひゃあああ、京介ってば鬼おにー。えー、八度目の夏って、そんなに先まで？　いやー残ざん酷こくぅぅぅ！　でも一生じゃないのよね。あんたにしては慈じ悲ひ深ぶかいんじゃない？」

「八年先までしか、時間指定ができなかっただけだ」

「ふうん。どうでもいいけど、あんた、仕事する時はマント着けなさいよ。未着がバレたら、あたしまで減げん俸ぽうされるんだからね」

「いやだ。あんなださい物」

「あんたまで、ださいとか言うんじゃないわよ！」

「……あ、あの……！」

　女性は声を振り絞しぼって呼びかけた。少年と少女が同時に振り返る。少女が白い歯を見せて笑った。

「ごめんね、お姉さん。あたし一回ドジっちゃって」

「あ、あなたたちは……」

「こういう、見るからに陰いん気きな場所には、もう来ない方がいい」

　一方、にこりともせず、少年が静かに言った。

「この土手は清めたから、もう問題ないけれど。澱んだ土地には、ろくなことがない」

「あ、あの……」

「帰って暖かくして寝ねたほうがいいわよ。そんな格好じゃ風か邪ぜ引くわ」

　最後に少女がピースサインを突き出し、二人は背を向けて行ってしまった。

　破れた衣服を纏まとい、月光の下で立ち尽つくしたまま、女性は呆あつ気けに取られていた。四方に転がった男たちは死んだように動かず、遠くなってゆく二つの影かげは、何やら賑にぎやかな口論を始めている。

　どこか遠くから、花の香かおりが漂ただよってきて、女性は大きなくしゃみをした。




　県立虹にじ原はら高校の教室では、放課後を利用して、風紀委員会の定例会議が行なわれていた。

　議長を務めるのは、委員長の長は谷せ常つね彦ひこ、三年。窓から射し込む夕暮れの光で、分厚い眼め鏡がねの縁ふちを鋭するどく輝かせ、長谷は黒板を叩いた。

「そう言ったわけで、今月は『校則違い反はん者しや取り締しまり強化月間』でいこうと思う！」

　長谷の言葉に、一番前の席に座っている、一年の塩しお原ばら友とも子こだけが何度も強く頷うなずいていた。他の委員は、面めん倒どう臭くさそうに欠伸あくびをしたり、時計を眺ながめたりしている。

「違反者には重い罰ばつを！　例えばだな、遅ち刻こくした生徒には、一回につき五ポイントを与あたえてしまう。そんでもって、ポイントが三十集まったら、保護者を呼び出しちゃうのだ！」

「素す敵てきです、委員長！」

　塩原友子が、三つ編みにしたお下げ髪を揺ゆらし、盛せい大だいな拍はく手しゆをした。

「ポイント制って、乙おと女め心ごころを揺さぶります。きっと女子生徒には人気出ます！」

「そうかねそうかね、塩原君。他ほかにはだね、下校時刻過ぎまで残っていた生徒には、二十ポイントで反省文レポート用紙十枚を書かせてしまうのだ」

「素敵です、委員長！　反省文の総数が百枚を超こえた生徒には、もれなく文集にしてあげるというのはどうでしょうか？」

「おお、ナイスアイディアだよ、塩原君！　倉くら田た君、今の、ちゃんとメモっておいてくれたまえね」

　指を差して塩原友子を誉ほめ称たたえた後、長谷は黒板の横の書記席に座った女子生徒へ、声をかけた。そこでは、副委員長で三年の倉田君きみ香かが、黙もく々もくと議事録の作成をしている。

　細ほそ面おもての、整った顔立ちの女子生徒だった。今も、夕焼け色に染まった倉田君香の頰ほおの輪りん郭かくと、つややかな長い髪かみに、男子委員の何人かがうっとりと見み惚とれているほどである。

　長谷は猫ねこ背ぜの背中をびしっと伸のばすと、黒板に流れるような草書で、次々に案を記していった。

「まだまだあるぞ！　週に一度の持ち物検査を実じつ施し、違反所有物は没ぼつ収しゆうして裏の森に埋うめてしまう！」

「素敵です、委員長！　烏からすみたいです！　でも十年後に掘ほり起こして返してあげるというのはいかがでしょう？」

「おお、塩原君、それはなかなか良いい案だな。タイムカプセルのようで浪ろう漫まん溢あふれるね。倉田君、今のもメモよろしく。次は無断欠席者の処罰だ！　新学期が始まったというのに、未まだ春休み気分が抜ぬけ切らない者が多いのなんの。ここに、生活指導部から拝借してきた各学級の出しゆつ席せき簿ぼがあるので、これから統計を取る」

　委員の間から、あからさまな不満の声が上がった。もう委員会終しゆう了りよう予定時刻の四時を、三十分も過ぎているのだ。それぞれに部活動へ戻もどったり、下校したりしたいはずである。

　しかし長谷は黒板を叩たたいて、そのブーイングを静まらせた。

「ええい、君たちは風紀委員の誇ほこりがないのか！　委員たるもの、生徒の風紀取り締まりに命をかけなくてどうする！」

「そうです！　皆みなさん、頑がん張ばりましょう！」

　賛同の声を上げたのは、塩原友子だけだった。元々、各学級から最低一人を選出して参加させなければならない委員会活動のこと、じゃんけんやらくじ引きやらの安直な手段によって、悲ひ惨さんな結果と共に風紀委員へ送り込まれた生徒がほとんどである。委員長以外では、塩原友子だけが自主的に立候補したようである。

　長谷は出席簿をばらばらと捲めくりながら、声こわ高だかに命じた。

「ほれ、さっさとやる！　いいかね、始業式の四月八日から現在まで、十日。そのうち五日以上欠席が数えられる生徒は、要注意人物として……」

「芝しば山やま誠せい一いちは、違ちがうわよ」

　その時、それまで黙だまり込んでいた倉田君香が、ゆっくりと口を開いた。

　長い栗くり色の髪を耳の上に搔かき上げて、倉田君香は続ける。

「芝山君は、始業式から一度も登校していないけれど、サボりじゃないの」

「わ……わかっているよ、倉田君……。芝山はもちろん別べつ扱あつかいだよ、うん……」

　壊こわれた機械人形のように、長谷が何度も頷いた。その額には、うっすらと汗あせが浮ういている。塩原友子は長谷と倉田君香を見比べて、首を傾かしげた。

「さ、さあ、始めるぞ塩原君！　リストアップされた要注意人物には、校門掃そう除じご招待券を送るんだからな！」

　長谷が出席簿を突つきつけて宣言すると、塩原友子はぱっと笑え顔がおになって頷いた。

「素敵です、委員長！　券の隅すみっこには、あめ玉を付けてあげましょうね！」




　茜あかね色の空に、無数の桜の花弁が舞まっていく。入学式の日には満開を迎むかえていた校庭の桜も、もうすぐ散り切ってしまう。一いち条じよう京介は校舎の屋上から、その様子を黙って見つめていた。

　詰つめ襟えりの襟章はまだ真新しく、一学年を示すもの。唇くちびるには短くなりかけたラッキーストライク。背後に立っている女子生徒が「呼び出してごめんね」と言った時に火を点つけたのだが、彼女は京介が灰を五度、床ゆかへはたき落とす間、もじもじと身を揺らすだけで、一言も言葉を発しようとしなかった。

「話って、何」

　ゆっくりと煙けむりを吐はき、京介はこちらから声をかけてやった。いい加減待ちくたびれたし、早く帰りたいのもあった。今晩の夕食当番は、京介の担当だった。帰り道のスーパーマーケットで、夕方から始まる卵のタイムサービスに、できれば間に合いたいと彼は思っていた。

　京介が声をかけると、女子生徒は肩かたを痙けい攣れんさせて顔を上げた。頰がものの見事に真っ赤な彼女の名前は、隣となりの一年五組の村むら山やま優ゆう子こ。顔は記き憶おくになかったが、京介は名前だけは何となく覚えていた。同じクラスの男子生徒が「五組の村山は学年で二番目に可愛かわいい」と死ぬほど騒さわいでいたからだ。何を基準で判断しているのかは、京介にはさっぱりわからなかった。

「あの、あのね、私……その、入学した時から、一条君のこと、気になってて」

　もう一度、京介は煙を吐いた。一筋の煙が、霞かすみのように空へ昇のぼってゆく。

「それで、あの……私と、その、つき合ってくれないかな」

「悪いけど、誰だれともつき合う気がないんだ」

　京介はそう答えた。落とした吸すい殻がらを粉々になるまで踏ふみ潰つぶしている間、村山優子はずっと身を揺ゆすっていたが、京介が顔を上げた時、視線から逃のがれるように走り去って行った。京介は赤い空に向かってため息をつく。息で前まえ髪がみが、疲つかれたように揺れた。

「振ふったわね。可哀かわい相そう」

　屋上の出入り口から、村山優子とすれ違いに一人の女子生徒が現れた。腰こしまで届く長い黒髪を、両耳の上で結ゆった少女だ。長い耳を垂らした野の兎うさぎのようではあるが、気の強そうな瞳ひとみの輝かがやきは、どちらかというと肉にく食しよく獣じゆうに近い。彼女を見る度たびに、京介はいつも思う。

　先ほどの村山優子を、学年二位と評価する連中からは、この女子生徒が「学年で一番可愛い」と賞賛されているらしい。だが、京介は別に彼女を見ても何とも思わない。彼女の名前は一条豊ゆた花か──同じ屋根の下で生活する双ふた子ごの妹である。

　妹である上に、豊花の顔は京介とほとんど同じである。二卵性双そう生せい児じでありながら、共に母親の遺伝子を強く受け継ついだ二人は、外見的には非常に良く似ていた。自分の顔を見ても何とも思わないのに、豊花を見て何か思えるはずもない。

「京介って、断る言葉が冷たいのよね」

　ずかずかと歩み寄ってきて、豊花が言った。フェンスまで行き着くと、勢い良く華きや奢しやな体を預ける。右の耳みみ朶たぶにだけつけた、水色の小さなピアスが、夕日を撥はね返し強ごう情じようそうに輝いた。

「つき合っている子がいるとか、他ほかに好きな子がいるとか、適当な理由がないと、相手は諦あきらめ切れなくて可哀相よ」

「つき合っている奴やつも、好きな奴もいない」

「そんなことは、あたしは百も承知だけど、他人にはわからないでしょう。あんたはね、制服の背中にでっかく『男にも女にも何にも興味がありません』って書いておけばいいのよ。そうすれば誰も言い寄って来ないわよ」

「下らなすぎて貶けなす気もおきない」

　新しい煙草たばこに火を点けながら京介が言うと、豊花は頰ほおを膨ふくらませた。それだけで、背後のフェンスが音を立てて震ふるえ上がる。

「京介って何でそう、つまらない反応しかできないの？　さっきの女の子、一体あんたのどこを好きになったのかしら。京介なんかと一日デートしたら、退たい屈くつすぎて耳から脳のう味み噌そが出て死ぬわね」

「おれもそう思う。だから、断ったんだ。他人が死ぬのは問題だろう。おれが死ぬのは構わないけど」

「ちょっとお、冗じよう談だんでもそういうこと言わないでよ」

　形の良い眉まゆをつり上げて豊花が唇を尖とがらせるが、京介は静かな表情を湛たたえたまま、煙草を吹ふかしていた。

　容姿の酷こく似じした兄きよう妹だいであるが、感情表現は全く正反対である。常に喜き怒ど哀あい楽らくが激しく、それを惜おしみもなく表に出す豊花に対し、京介はほとんど感情を出さない。母親の子宮の中で、豊花が京介から感情という全すべてのものを吸い取ってしまったのではないか、と彼らの父親は推量していた。

「何か用なのか」

　豊花に並んでフェンスに寄りかかり、京介は尋たずねる。帰る家は同じであるが、クラスも交遊関係も異なる二人は、別段共に登下校をしているわけではない。

「あ、そうそう。あのね、憲けん也やちゃんがあたしの教室まで呼びに来たの」

　二つに結った髪の束を揺らしながら、豊花が言う。髪を短くすると京介に間ま違ちがわれるため、豊花は幼い頃ころから髪を長く伸のばしていた。

「で、京介はまだ残ってるかなあと思って、六組の人に聞いたら、屋上に呼び出されてるって聞いて。不良と喧けん嘩かしてるのかと思って見物に来たんだけど」

「ああ、そう」

「あたし、京介のミラクルシューティングスターが好き」

「何だそれ」

「京介がよくやる、右パンチと左の膝ひざ蹴げりの連続技わざよ。残像と流血が流星みたく見えて、あんたにしては、なかなか華か麗れいな技だわ」

「勝手に人の技に名前をつけるな」

　短く煙けむりを吐はき、面おも白しろくもなさそうに京介は言う。

「で、憲也が何の用だって？」

　同じ高校の三年である従い兄と弟この名前を言った時、偶ぐう然ぜんにも屋上にその本人が現れた。

「よう、双子」

　百九十センチの巨きよ体たいの上に乗った、四角い顔を綻ほころばせて、福ふく原はら憲也は笑った。彼はラグビー部に所属し、スポーツ推すい薦せんで来年は関西の大学に進学することがほぼ確定していると言う。

「憲也ちゃん聞いてよ。京介ってば、また女の子を振ふったのよ」

　豊花が手足をばたばたさせて駆かけ寄って行くと、憲也は大きな手で彼女の頭を撫なでた。

「いいんだよ。万ばん物ぶつにおいて、人は不足した時に初めてその貴重さを痛感するんだからな。その瞬しゆん間かんのために、今は捨て続けるのが段取りと言うもんだ」

「やー、さすが憲也ちゃんは三年生ね。言ってることが小難しくって全然わからないわ」

「ははは。相変わらず豊花は馬ば鹿かだなあ」

「あはは。失礼な奴」

　ひとしきり和なごやかに笑った後、憲也が京介の方を見る。憲也の目が、ほんの一瞬だけ揺ゆれたように見え、京介は首を傾かしげた。だが、それを疑問と感じる前に、憲也の掌てのひらが頭の上に置かれ、脳味噌をかき回されるように揺さぶられる。

「京介は顔色だけ見ても、元気かどうか判断できないから不便だな。まあ、学校と親にはバレないように煙草は吸うこった」

「父さんにはもうバレてるわよ。この間、大変だったんだから。父さん、京介の肺を蹴り潰つぶしてやるって張り切っちゃって」

　腰こしに手を当てて豊花が言う。その一件は結局、頼たのんでもないのに豊花が父親を言いくるめてくれて、京介は喫きつ煙えんを許可されるに至った。豊花は「植物に光と水が必要なように、京介にはタールとニコチンがないと死んじゃうの」と意味不明なことを言ったらしいが、そのせいで京介は妹に借りを一つ作ってしまった。もっともその借りも、先日「巡じゆん回かい中」の豊花の危機を救うという件で、帳消しになったのだが。

「そうかそうか。まあ、元気そうで何よりだけどなあ。で……」

　憲也がフェンスに寄りかかると、金かな網あみがぎしぎしと悲鳴を上げた。

「どうだ、高校生活には慣れたか」

「まだ十日しか経たってないわよ」

「いいよなあ。俺なんか来年の今頃には、もうここにはいないんだもんなあ。青春の一日は貴重だぞ、大事にしろ」

「そんなことをわざわざ教えに来たのか？」

　京介が言うと、憲也は眉まゆ尻じりを下げて渋しぶい顔をした。

「何か、お前ってつまらない子供だよなあ」

「別に人を面白がらせるために、生まれてきたわけじゃない」

「あーあ、潤うるおいのない言葉。十六歳とは思えないね。そんなのが後任かと思うと、俺はちょっと不安……」

　そう言って、憲也は制服のポケットから掌サイズの四角い板を取り出した。フロッピーディスクに似たそれは、羅ら光こう図ずと呼ばれる物だ。

　憲也は京介の手に羅光図を押しつけ、ついでにぽんと肩かたも叩たたいてくれた。

「渡わたそう渡そうと思って、忘れてたんだけどな。これで市内の担当は、お前らへ引き継つぎ完かん了りようってことで、いいな？『本ほん家け』へは俺から報告書を出しておくからさ」

「オッケーよ。あたしたちにばっちり任せて、憲也ちゃんは推薦入学に向けて、部活に励はげんでちょうだい」

　平たい胸をばしんと叩いて豊花が言った。景気の良いい音に、憲也は満足そうに頷うなずくと、フェンスから体を起こした。

「わからないことがあったら、何でも聞いてくれ。じゃあな」

　分厚い掌を振り、憲也は去って行った。京介は何となく釈しやく然ぜんとしなかったので、呟つぶやいた。

「何か、おかしいな。羅光図一枚渡すのに、何でこんなに時間がかかるんだ？」

　そもそも、この羅光図は、今月の初めには憲也から受け取っていなければならないものだった。それが彼の都合で延び延びになり、もう四月も半ばである。憲也と双ふた子ごの家は、同じ市内にある。学校で渡しそびれたとしても、放課後にいくらでも持ってくる機会は作れただろう、と京介は思った。

　豊花は髪かみの毛の先をいじりつつ、あまりわかってはいないのだろうが、訳知り顔で深々と頷いて言う。

「そうねえ。まあ、受験生だから、色々忙いそがしいんでしょうね。大変よねえ」

「そうだな。まあ、おれには関係ないけど」

「京介って、本当に冷たい奴やつ。頭の中にツンドラが広がってるのよ」

　豊花とそれ以上議論はしたくなかったので、煙草たばこを吸い終えてから、羅光図を彼女に渡し、京介は出口に向かって歩き出した。

「先に帰る。卵が売り切れたら困るから」

「そっか。今夜はオムレツにしなかったら命はないと思えって、お姉ちゃん言ってたもんね。それはそれで見ものなんだけど、あたしもオムレツが食べたいわ。何が何でも卵を買うのよ。買えなかったら、自分で生むくらいの根こん性じようは見せてもらうからね」

　羅光図の角で自分の頰ほおを突つきながら、豊花が笑え顔がおを浮うかべて恐おそろしいことを言う。京介は答えず、彼女に背中を向けた。出口に差しかかった時、もう一度豊花が呼ぶ。

「京介。誰だれともつき合わないのは、礼れい子このせい？」

　立ち止まったものの、京介は振り返りも、答えもしなかった。

「もう二年も経つんだし、いいんじゃないの？　礼子だって、許してくれるわよ」

「関係ない」

　一言言い置いて、京介は歩き出した。頭の中に、一人の少女の顔が思い浮かんでいた。──京介君ってさ、名前も仕事も、何だか和風じゃない？　だから、どうせ吸うなら、煙草はこれが似合うわよ。だってほら、箱の絵が日の丸みたいでしょう──アメリカ産のラッキーストライクの箱を指して、無む邪じや気きに笑っていたあの少女は、もういない。




　正式な記録では、始まりは紀元後二百年頃ごろであったと言う。

　日本のとある地方──現在の虹原市のある一帯に小さな集落があり、一人の巫み女こによって治められていた。巫女は優すぐれた精神感応力の持ち主であり、祈き禱とうによって、ある強大な精せい霊れいの加護を受けていた。光り輝かがやくその姿から、精霊は光こう儀ぎ大たい神しんと呼ばれていたと言う。精霊の助力の下もと、巫女が治める里は実り豊かに栄えた。

　だが平へい穏おんは長続きせず、光儀大神の力を妬ねたんだ近きん隣りん集落の民たみが、戦いくさを仕し掛かけてきた。敵も、ある神的存在を従えていたと伝承には残されているが、定さだかではない。長い争いの末、光儀大神は体を粉ふん砕さいされ、集落は滅ほろぼされた。生き残った巫女が懸けん命めいに試みても、精霊の体を修復することはできなかった。粉砕された六つの欠片かけらはもはや意志を持たず、それは人間でいえば、生命の尽つきた亡なき骸がらの状態を示していた。

　巫女が光儀大神の欠片を埋まい葬そうすると、不思議なことに、その地表だけが自然に清められていった。焼き尽くされた焦しよう土どが癒いえ、植物が芽を出す。埋うめられた精霊の欠片には、光儀大神としての力が残っていたのだ。更さらには、その地表で巫女が祈いのりを捧ささげれば、欠片は精霊として生命のあった頃と同様に、望んだ現象を地上に返してくれた。死して尚なお、人の心に応こたえる精霊の遺志を、世に生かせないものかと巫女は考えた。

　欠片が力を発動できる場所は、それを埋めた位置という、狭せまい範はん囲いに限定される。だが、複数箇か所しよに分けて埋めると、地中で欠片同士が根のようなものを伸のばし、互たがいに繫つながり合って範囲を広げるという特とく徴ちようもあった。加えて、埋められてからある程度の時が経たつと、地中で欠片が分ぶん裂れつを起こし、数自体を増やすこともあった。

　ある者はその現象を、光儀大神が復活する前兆だと言い、ある者は精霊の欠片は地中で別の生命に生まれ変わったのだと言った。詳しよう細さいは未まだ研究中であるが、この仕組みを利用し、より広い地域へ効力圏けんを拡大することは可能だった。巫女は半生をかけ、日本全土に適用範囲を広げていった。

　同時に巫女は、光儀大神への祈禱の言葉を、特定言語の羅ら列れつ──定型呪じゆ文もんに置き換かえ、力の発動へ至る過程を簡略化させた。これにより、巫女ほどの精神力を持たない者でも、呪文を唱えれば精霊の力を引き出せるようになった。彼女の死後は、その子孫たちが呪文の研究・改良を重ねつつ、より広い地域へ精霊の欠片を埋め、光儀大神の加護を広めることを目指した。目的は巫女の遺ゆい言ごんにもあるように──ひとえに、世の平和を築くことだった。

　現在では、海域や一部「根」の繫がりにくい地域を除き、世界の陸地の八割が効力圏内に納まったと言われている。「根」で結ばれた精霊の欠片は、総そう称しようして「光こう流りゆう脈みやく」と呼ばれ、扱あつかう能力は血統遺伝により、巫女の子孫に伝わっている。

　そして、一条京介と双ふた子ごの妹、豊花もまた、巫女の血筋を組む一族の出身であった。




「でね、京介。あたしは常つね日ひ頃ごろ思っているわけよ」

　ベッドの上に仰あお向むけに寝ね転ころがりながら、豊花が言った。持ち込んだスナック菓が子しの袋ふくろを豪ごう快かいに開けて続ける。

「遊園地に、ゴミ集めの係の人がいるでしょう？　ああいう人たちって、言ってみれば裏方よね。メインのパレードとかには出られないじゃない。でもね、ゴミ係の人がいないと、遊園地は駄だ目めなのよ。ゴミが散らかっていたら、お客は不快だし、パレードだってうまくいかないわ。つまり、ゴミ係は偉えらいのよ。ねえ、あたしの言いたいこと、わかる？」

「遊園地には行かないから、わからない」

　机に肘ひじをついて煙草たばこを吹ふかし、京介は静かに答えた。この部屋は京介の部屋、机もベッドも京介の物だ。豊花は他人が自分の部屋に入るのを嫌いやがるくせに、他人の部屋には平気で居座る癖くせがある。今夜も、十時を過ぎていきなり乱入して来たと思えば、勝手にベッドに引っ繰くり返って、べらべらと語り始めた。

　シーツの上から不服そうな視線を京介へ飛ばし、豊花は唇くちびるを尖とがらせる。

「勘かんが悪いわねえ。これは例え話よ。遊園地のパレードに出るのが上級術者だとしたら、あたしたちはゴミ係だと言いたいの」

「そうかな」

「そうよ。絶対そう。人目につかないところで地味に働いて、遊園地を支えてるの。でも目立たないから評価されないし、お給料だって高くないのよ。矯きよう正せい術者の報ほう酬しゆうが、上級術者の五分の一以下だなんて、絶対間ま違ちがってるわ。一番偉いのはゴミ係なのよ」

　スナック菓子を一気に口の中に流し込むと、豊花は空いた袋を何の躊躇ためらいもなくカーペットの上へ投げ捨てた。彼女の言動に統一性を求めても無駄であることを、京介は生まれた時から知っている。空き袋の件で文句を言おうものならば「ベッドとゴミ箱を遠くに配置する奴やつが悪い」とか、訳の分からない論理で対たい抗こうしてくるだろうことも予想済みだ。煙草の煙けむりとため息を同時に吐はきながら、京介はゴミを拾った。

　巫み女この血を引く人間の九割は、光流脈に関連した組織──光流脈統とう轄かつ管理本局、通称「本家」と呼ばれる団体に属される。本家の下で仕事をし、報酬を得る者を光流脈使いと言い、現在、全世界で二千人前後の光流脈使いが存在すると言う。

　これほど多くの人間が一組織に従事しているのは、光流脈のとある欠点に因よるところが大きい。光流脈の正体は、要は戦いくさに負けて粉ふん砕さいされた精せい霊れいの欠片かけらである。祈りを捧げた人間へ与あたえる力は大きくとも、本体そのものは決して不変不ふ滅めつではない。

　光流脈は、大地の様々な外的影えい響きようを受けやすく、その影響は欠片を繫ぐ「根」に機能低下という症しよう状じようで現れる。全体が網あみの目状で繫がっているために、一部の根が働かなくなれば、周辺一帯、あるいは全体の機能に支障を来きたす。そして当然、その地表に与える恩おん恵けいも激減してしまう。光流脈使いは大きく分けて二種に分類されるが、そのうちの一種が専門に「根」の症状を修復する作業を担当している。彼らを光流脈矯正術者と呼ぶ。

　世界中で、光流脈の通う地域は区分化され、それぞれの地域に担当矯正術者が定められている。虹原市五丁目から七丁目の担当は、福原憲也であったが、この三月に本家の慣例によって人事異動が行なわれ、京介と豊花に代わった。憲也は休きゆう暇かを与えられ、次の異動で再度どこかの担当になる予定である。

　矯正術者として正式に働くには、三年前後の研修期間が必要であり、京介も豊花も今冬に研修が終しゆう了りようしたばかりで、担当区域を持たされるのは初めてだった。それ故ゆえに、正式な矯正術者になってから得た知識も多い。そのうちの一つが報酬制度であり、豊花はどうやらそれが気に食くわないらしい。

「ずるいわよ。どうして同じ術者なのに、上級術者は報酬が高いわけ？　不公平だわ」

「上の級だと明示しているのに、矯正術者と報酬が同じだったら不自然だろう」

　頰ほおを膨ふくらませて言った豊花へ、京介は窓の外に目をやって答える。近所の小学校に咲さいた桜の木が、満月の下で自や棄け気味に花弁を散らしている。

「大体、上級術者の労働量は、おれたちの五倍以上だろうし」

「量の問題じゃないの。自尊心の問題よ。あんた、悔くやしくないの」

「別に」

「京介と話していると疲つかれるわ。あたしと同じ、感情を持った人間と思えない……」

　枕まくらに顔を突つっ伏ぷして、豊花が鼻息を吐く。だったら部屋に来るなと言えば、二百倍くらいの言葉数で反論されるに決まっている。話をして疲れる、というのならば、京介も豊花に対して全く同じ感想を、子供の頃ころから持っていた。

　光流脈使いを二種に分けたうちの、もう一種は上級術者と呼ばれる専門職だ。職務は人工的に光流脈を造り出し、圏けん外がい地域へ広げることである。光流脈の素もととなる光こう儀ぎ大たい神しんの六つの欠片は、百年ほど前までは地中で自然に分ぶん裂れつ増ぞう殖しよくをしたと言うが、現在ではほとんどその機能を停止させている。時の世界大戦が与えた影響により、大地が汚よごれきってしまったことが原因と言う説もある。

　増殖しないことに加え、外的影響を受け、極度の機能低下により廃はい棄き処分になる欠片もある。光流脈の維い持じと拡大には、現在のところ、人の手で精霊の欠片の代わりになるものを造り出すより方法がない。そしてそれには高度な技術を要するために、合格率一割という難問試験を通過した、優ゆう秀しゆうな光流脈使いが採用される。つまるところ、試験合格者を上級術者と呼ぶわけだ。そして上級術者は、基本給からして矯正術者の五倍近い報酬を得られるらしい。

「上級術者かあ……いいなあ、目指しちゃおうかなあ。でも勉強は嫌きらいだしなあ」

　実にわかりやすい理由を述べた豊花が、枕から顔を上げる。豊花はベッドから床ゆかに飛び降りると、何の意味があるのか天てん井じようをびしっと指差した。そして強気な笑え顔がおを浮うかべ、宣言する。

「あたしは矯正術者として、派手に稼かせいでみせるわよ。そうと決まれば、どんな小さな『澱よどみ』も逃のがさず浄じよう化かしないとね」

　言うだけ言うと、豊花は身軽なターンを決め、部屋から飛び出して行った。「澱み」とは矯正術者の専門用語で、土地の影響を受けて機能低下を起こした、光流脈の修復必要箇か所しよを示す。修復作業を行なうことを、澱みを消滅させるという意味で、浄化と呼ぶこともある。

　豊花がいなくなり、急速に静せい寂じやくを取り戻もどした室内に、京介はため息をついた。自分の吐いた煙に鬱うつ陶とうしく眉まゆを寄せる。煙草たばこは別に、美お味いしくて吸っているわけではない。豊花が父親に言ったように、ニコチンを摂せつ取しゆしないと死んでしまうような特異体質でもない。研修の更さらに前段階である、未み認にん可か術者という立場の頃、京介は姉の指導で光流脈使いとしての基き礎そを身に付けていた。その際に姉から「修しゆ業ぎようの後に煙草を吸うと、疲ひ労ろう回復が六倍になる」と教わり、小学生だった京介はものの見事に騙だまされた。それ以降の喫きつ煙えんは嗜し好こうや習慣というよりも、ほぼ中毒で、きっと自分は長生きできないだろうと、京介はいつも思っている。

「何よこの『羅ら光こう図ず』、壊こわれてるわよ」

　三分もかからずに、豊花が手にフロッピーディスク状の薄うすい板と、術に使用する杖つえ──玲れい洗せん樹じゆという樹木の枝から作られた杖を持って、やかましく舞まい戻ってきた。屋外で術を試ためしてきたのだろう、豊花の頰が怒いかりと共に、うっすらと上気している。

　経験豊富な術者や、感知能力の高い者は、感覚的に光流脈の澱みを察知できるが、初心者は「羅光図」という術具に頼たよることが多い。特定の呪じゆ文もんを施ほどこすと、羅光図は周辺の光流脈と反応し合い、澱みのある方向を示すと言う。

　羅光図をベッドの上に放ほうり投げ、玲洗樹の枝も投げ出し、最後に自分もベッドにダイブして豊花が言う。

「何も反応しないのよ。おかしいわよ。憲也ちゃんってば、壊れたものを渡わたしたわね」

「今夜はどこにも澱みがないんだろう。結構なことじゃないか」

　学生鞄かばんを机の上に載のせ、明日の授業の教科書を何となく詰つめながら、京介は適当に返答してやった。ベッドから勢い良く起き上がった豊花が、玲洗樹の枝を振ふり上げて豪ごう語ごする。

「甘いわよ、京介。この荒すさんだ世の中で、光流脈が澱まない日なんかあるわけないでしょうが。この間の強ごう姦かん魔まみたいにね、今夜だってどこかで絶対、悪党が徘はい徊かいしているに違ちがいないんだから」

　光流脈の澱む原因は幾いくつかパターンがあるが、そのうち最も多いのが、土地にいる生物の悪あしき感情である。人間が強い負の感情を抱いだいているだけで、その場の光流脈には影えい響きようが及およぶ。ある程度までは、光流脈自体が持つ自己浄化能力に任せて、浄化を行なわないでも事は足りるが、術者の多くは現場へ駆かけつける。澱みのある場所では犯罪が行なわれている場合が多く、澱みの浄化を含ふくめて、そういった事件を解決した術者は、本家から特別報ほう酬しゆうが受けられるのだ。

　そして、洋服やら菓か子しやら何やら、やたらと無意味に金かね遣づかいの荒あらい豊花は、いつも金を得ることにうるさい。先ほど上級術者の報酬を嫉しつ妬としていたのも、そういった理由があるからだ。

「京介。今夜も元気に『巡じゆん回かい』に向かうわよ」

　机の横にずんずんと歩いてきた豊花が、きっぱりと宣言をした。巡回とは、憲也から羅光図を受け取る前までやっていた、澱みを探して担当区内を歩き回るという、地道な刑けい事じのような作業を示す。京介はため息をついて鞄を閉じる。

「羅光図が何も示さないのなら、行く必要はないだろう」

「なくても行くのよ。いいでしょ、散歩だと思えば」

「お前と散歩に行く趣しゆ味みはない。一人で行け」

「何よ、ひどい奴やつ。何なのよ、鞄なんか整理しちゃってさ。あんたはねえ、普ふ通つうの子なのか不良なのか半はん端ぱなのよ。いっそのこと、思い切ってグレちゃえばいいのに。この根こん性じようなし」

「家族に向かってそういうことを勧すすめるな」

「家族に向かって一人で行けとか、冷たいこと言わないで。ほら、さっさと支し度たくして。五秒でしないと、パーでぶつわよ」

　豊花はそう言うと、出かける準備をしに、さっさと部屋に戻ってしまった。京介は肩かたを落とし、壁かべに立てかけた自分用の玲洗樹の枝を取った。区域の担当は、自分と豊花の二人で一組。豊花の失敗は自分の失敗にもカウントされる。それは何だか不ふ愉ゆ快かいだと思った。




　先日「巡回」に出た時は二手に分かれた。その結果、豊花が危険な目に遭あった（というか、自ら飛び込んだ）ので、今夜京介は、自分と行動を共にすることを強要した。豊花は「京介ってば怖こわがりね」と微ほほ笑えみ、嬉うれしそうに先頭に立って歩いていった。実力不足のくせに強気で恐いもの知らずな豊花は、この間強姦未み遂すいに遭ったというのに、全く懲こりた様子がない。本家の決まりで、十八歳未満の術者は二人一組で行動しなければならないが、再来年以降こいつは一人で大だい丈じよう夫ぶなのだろうか、と京介は時々本気で心配になる。

　駅方面に向かって歩きながら、豊花はぺらぺらと自分のクラスメイトの話をしていた。京介は相あい槌づちを打つだけで、ほとんど黙だまって煙草を吹ふかしていた。豊花は入学してから今日まで、友だちが十人できたらしいが、京介は偶ぐう然ぜんにも、因いん縁ねんをつけてきた上後生を十人倒たおしていた。

「でねでね、友だちの彼氏が浮うわ気きしたんだって。だけど、その子は優やさしいから、肋あばら骨ぼね三本砕くだいて許してあげたんだって」

「ふうん」

「寛かん大だいよねえ。あたしだったらそうはいかないわ。相手を切腹させて、十日くらい西口辺りに吊つるすもの」

「そうか」

「本当、色んな友だちができると、人間性が鍛きたえられていいわ」

「そうだな」

　駅前の繁はん華か街がいをぶらぶらと歩いている最さ中なか、豊花は大きな瞳ひとみを人の流れに注意深く向けていた。普ふ段だん着ぎの上に、裾すその長い漆しつ黒こく色のマントを羽織ったその姿は目立つらしく、逆に通行人からも注目を集めているが、豊花は気にする様子もない。

　このマントは本家からの支給品であり、光流脈使いが実作業を行なう際には、必ず着用することが数年前から義務づけられている。理由は、特とく殊しゆな糸で織られた布地が精神力を強めるだの、現在の本家の長おさ、「家か長ちよう」の趣味だの、説は色々あるものの、面めん倒どう臭くさいので京介は把は握あくもしていないし、マントも滅めつ多たに着用しない。本家にバレたら違い反はんとされ、減げん俸ぽうに処せられるだろうが、その時はその時だ。

　豊花が真ま面じ目めに着用しているのは、規則だからという理由ではない。少し前までは、彼女もマントを嫌きらっていた。色は職種によって異なり、矯きよう正せい術者は黒だ。陰いん気きな雰ふん囲い気きが気に食わなかったらしいが、ある日、テレビの深夜放送で、怪かい人じんなんとかという映画を観みてから、マントが好きになったと言う。双ふた子ごではあるが、豊花の嗜し好こうが京介には全く理解できない。

「人が多いわねえ。怪あやしい奴はいないかなあ……」

　人ひと混ごみを見み据すえたまま、豊花が鼻歌でも歌うような口調で言う。多分、この近辺で一番怪しい格好をしているのは自分であるということを、幸せにも気がついていないようだ。京介は欠伸あくびを嚙かみ殺し、煙草たばこの灰を地面にはたき落とす。

　時間は夜の十一時を過ぎているが、高校生くらいの年ねん齢れいの人間が、まだまだたくさん歩いている。制服姿も多いが、それは近くにある学がく習しゆう塾じゆくからの帰りのようであった。

「あ、見て見て、あれ。カツアゲへご招待って感じじゃない？」

　豊花に肘ひじを摑つかまれて、京介は彼女が顎あごをしゃくった方向へ目をやった。線路沿いの暗い道へ、数人の人ひと影かげが消えていく。五つある影のうち、四つは脱だつ色しよくした髪かみと着き崩くずれした私服、一つだけが学生服、という組み合わせだった。

　豊花は鼻の頭に不ふ機き嫌げんそうな皺しわを寄せた。

「カツアゲなんてする奴、最低よ。人のお金を何だと思っているのかしら」

「お前もよく、おれの財さい布ふから無断で金を抜ぬくよな」

「馬ば鹿かじゃないの、あんた。家族の間でお金が動くことは、生理現象の一つでしょう」

「意味がわからない」

「金は天下の回りものって言葉があるでしょう。あれよ、あれ」

「だったら、カツアゲも同じだ。取られた金も、回り回って自分のもとへ返ってくるさ」

　すると豊花は、露ろ骨こつに眉まゆを顰ひそめ、呻うめくようにして言った。

「はっきり言えばいいでしょう？　面倒臭いから係かかわりたくないって」

「言ったらお前、殴なぐるだろうが」

「当たり前よ。グーで殴るわよ。カツアゲは立派な恐きよう喝かつよ。どっちもカツって言葉がつくでしょう？」

「まあな」

「そうなのよ。あたしたちが、担当区域の民たみを守らないで、誰だれが守るっていうのよ」

　右手に持った玲れい洗せん樹じゆの枝を、布の袋ふくろから勢い良く抜き、豊花は鋭するどく路地を睨にらみ、口走る。

「あたしの担当で悪事は許さない。お上に代わって成敗してくれる」

　それだけ言うと、豊花は玲洗樹の枝を小こ脇わきに抱かかえ、足音も勇ましく道の先へ駆かけていった。夕方、京介が家に戻もどると、豊花は時代劇の再放送を観ていたが、どうやら真ま似ねがしたかったらしい。怪人だったり江え戸ど侍ざむらいだったり忙いそがしい奴やつではあるが、本人はただの気が強いだけの少女だ。京介は吸すい殻がらを地面の上で踏ふみ潰つぶし、揺ゆれる黒マントの後を追った。どうせ成敗するのは、自分なのだから。

　豊花に追いつくと、もう既すでに彼女は騒さわぎを起こしてくれていた。見るからに街の不良といった若者相手に杖つえを振ふり回し、天てん誅ちゆうとか何とか叫さけんでいる。光流脈の澱よどむ兆候である、青白い光が一帯の地面を包んでいた。術者の視覚でしか捉とらえられない光だが、豊花が騒ぐにつれて光は強さを増している。彼女は主に自分が澱みの原因だということを、全く気がついていないようだった。

「お前ら、うるさい」

　京介がうんざりしながら声をかけると、不良の一団が視線を向けた。その目が自分と合う前に、一発ずつ鼻はな柱ばしらにパンチを叩き込んでやった。五秒後には、豊花を除いた全員が地面に倒たおれていた。

「京介、被ひ害がい者しやも殴っちゃってるわよ」

　豊花に言われ、改めて足あし下もとに目をやると、不良に混ざって学生服の小太りな少年が、鼻血を出して昏こん倒とうしているのに気がついた。京介は舌打ちし、少年の横に膝ひざをつく。

　玲洗樹の枝を出し、先せん端たんを少年の丸い頭に突つきつけた。周囲の光流脈の流れを読み取り、呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。戌いぬより出いでて、寅とらへ沈しずめ。通過、損傷人体にて発動、修復」

　足下の地面を黄金色の光が走り、学生服の少年の下で、一いつ瞬しゆんだけ強く輝いた。光は路地の先で消しよう滅めつし、駅を発たったばかりの私鉄電車が、何事もなかったように通り過ぎていった。

　学生服の少年が呻きながら目を覚ました。鼻血は元より、他ほかの傷も綺き麗れいに治っている。光流脈は流れの方向と、定型的な発動力パターンを命じた呪文を唱えてやれば、術者の思うように不可思議な現象を起こしてくれる。

「わ！　わあああ！　不良！　ふりょおおおおおおおおお！」

　少年は目を開けると、京介をしっかり指差して叫んだ。丸い体を転がすように京介の横を摺すり抜けて、逃にげ去って行ってしまう。

「ああ！　何してるのよ、京介の馬鹿たれ！」

　撫ぶ然ぜんとした京介の頭を、豊花が引っぱたいた。

「あれじゃこっちが加害者扱あつかいじゃないの！　減げん俸ぽう対象になったらどうするの!?」

　光流脈使いは、術を使って無害な他者を傷つけることが、強く禁じられている。規則を破った術者は月々の報ほう酬しゆうを引かれるか、程度がひどい場合は、能力そのものを封ふう印いんされてしまうこともある。本家の管理者たちは、各地で起きている現象を全すべて把は握あくし、各術者への報酬を弾はじき出している。光流脈そのものに、その場にいた術者の行動、感情などの諸事情が全て記録され、それを参照されるためにごまかしが利きかないのだ。

「言いがかりだ。おれは助けてやったのに。傷だって治してやった」

　京介が静かに答えると、豊花は眉をつり上げて怒ど鳴なった。

「あんたがつけた傷でしょうが！　もう、あたしはプラスにならない仕事は、したくないのに！」

「だから言っただろうが、今夜は巡じゆん回かいなんかしなくったって、平気だったんだ」

「京介がヘマをしなければ、さっきの学生を助けたって事で、プラスになったのよ！　ああもう、さっさと次に行くわよ！」

　豊花は京介の手を引いて、大おお股またに歩き始めた。彼女が求めているものは、世の平へい穏おんを望む上での澱みの浄じよう化かなのか、それとも報酬を得るための業績なのか──まあ、どちらにしろ、目的があるだけ、ましだ。京介は、自分が何な故ぜ矯きよう正せい術者をやっているのか、いまいち良くわかっていない。好きでやっているのか、仕方なくやっているのか、自分でそれすらもわからない。ついでに言えば、夜の十一時を過ぎているのに、豊花は何故こんなにも元気なのかもわからない。

　京介は深くため息をついた。




「い、委員長、見ました!?　見ました!?」

「見たともよ塩原君、この目でがっちり見てしまったよ！」

　隣りん接せつした雑居ビルから集まったゴミ袋ぶくろの陰かげに、好こう奇き心しんの強すぎる二対ついの瞳ひとみがあった。虹原高校風紀委員、委員長の長谷常彦と、委員の塩原友子──二人もまた、委員の仕事で繁はん華か街がいの「巡回中」であったのだ。

　目標は、夜の繁華街にうろつく虹原高生を取り締しまる、ということだったが、十一時を過ぎた辺りで、長谷が漠ばく然ぜんと気がついた。「制服を着ていない限り、虹原高生かどうか判別がつかないじゃないか」──作戦は失敗とばかりに、撤てつ収しゆうしようとした時、通りかかった路地裏から人の騒ぎ声が聞こえ、偶ぐう然ぜん覗のぞき込んだところ……先ほどの場面に出くわしたのである。

「委員長、あれは我が校一年生の一条京介と、双ふた子ごの妹の豊花です」

　塩原友子は頭を強く振ふって、確信に満ちた表情で言った。

「兄の方は私と同じクラスですし、ちょっと気になっていたんです」

「ほう、塩原君はああいう男子が好きかね」

「ち、違ちがいます！　一条君はいつも、布に包んだ長い棒を持ち歩いているんです。剣けん道どう部や弓きゆう道どう部といった部活動に所属しているようでもないし、おかしいなって思っていたんです。持ち物検査が始まったら、まず最初に調べてやろうと狙ねらっていたんですよ」

「おお、ナイスな熱心さだ、塩原君。しかし、殴なぐった人間を蘇そ生せいさせるとは、一体何者なんだろうね、彼らは。妙みような杖つえに、妹の方は黒マントをしていたな。よもや、映画『怪かい人じん・高橋』のコスプレでもあるまい。と、なれば……」

　腕うで組ぐみをして唸うなっていた長谷だが、不意に水銀灯の光に眼め鏡がねをきらりと輝かせると、塩原友子を見つめて宣言した。

「よし、決定だ、塩原君！　明日から魔ま女じよ狩がりを始めるぞ」

「魔女狩り、ですか？」

「そうだ。一条兄きよう妹だいは、校則違い反はん物ぶつを持って、奇き妙みような行動を行なう危険人物だ。良く分からないものは魔女と称しようし、抹まつ殺さつすることは歴史の先人もやっている」

「素す敵てきです、委員長！　ぜひ前例に則のつとって、火あぶりをしましょう！　そうと決まれば、火器取り扱い許可も取らないといけませんね」

　二人の風紀委員は手を叩たたき合って歓かん声せいを上げた。その顔へ、不意に懐かい中ちゆう電灯の光が照らされる。

「君たち、こんな時間にこんなところで何やってるの」

　路地の先から投げられた、不ふ審しんに満ちた声。それは正しよう真しん正しよう銘めい、巡回中の警官だった。

「おお、これは警察の方。お疲つかれ様さまです。我々は怪あやしいものではありませんぞ」

　長谷は詰つめ襟えりの内ポケットから生徒手帳を取り出すと、警官の鼻先にぴしゃりと突つき出した。

「県立虹原高校風紀委員長、長谷常彦と申します。こちらは同じく委員の塩原君です」

「ああ、そうなの。で、家の住所と電話番号は言えるかな」

　警官は手帳にメモを始めた。長谷は放課後、しかもこれほどの夜よ更ふけまでに働く自分の行動が、県警から賞賛されるに違いないと勘かん違ちがいし、自分の素す性じようをべらべらと話した。

　そしてその後、自宅に警察から連れん絡らくが行き、彼は親にこっぴどく叱しかられることとなる。



















「桜が散ってしまったわ、芝山君」

　虹原高校の裏にある森の中で、三年の倉田君香は佇たたずんでいた。

　頭上を覆おおう梢こずえは深く、春の午後の日差しを強く遮さえぎっている。草と樹木の放つ冴さえた香かおりに包まれた薄うす暗ぐらい空間の中で、倉田君香は足あし下もとに視線を落とす。

「大だい丈じよう夫ぶ、もうすぐよ……必要なものももうすぐ揃そろうって、あの男も言っていたし。春は一いつ緒しよにいられなかったけれど、夏は……夏も秋も冬もこの先、ずっとまた、一緒にいられるから。……いてくれるわよね」

　切れ長の瞳ひとみを一度固く瞑つぶり、倉田は低く呟つぶやく。

「……いてくれないから、こんなことになったのよ……」

　倉田は長い栗くり色の髪かみを翻ひるがえして、ゆっくりと立ち去って行った。森の中には、彼女以外誰だれもいなかった。




「持ち物検査を致いたします！」

　教きよう壇だんの前に立った塩原友子がそう宣言すると、昼休みで賑にぎわっていた一年六組の教室中に、不満の声が沸わき上がった。

「入学して、半月近くが経たとうとしております。そろそろ気の緩ゆるみ始める頃ころですが……」

　昼食を摂とった後で、エネルギーの有り余っている生徒たちを前に、六組の風紀委員である塩原友子は、滔とう々とうと語り続ける。

「ここで初心を思い出し、再び清く正しい秩ちつ序じよの心に一いつ喝かつを入れるべきかと思います。私たちは義務教育たる中学教育課程を修しゆう了りようし、自らの意志を以もつて高校へ進学しました。つまり、ここからは今まで以上に自由意志が尊重されるのです。けれども、自由には常に一定の秩序が必要なのです。誰もが好き勝手に生活しているのは、自由とは言いません。それはただの無法であり、十七世紀のアメリカと……」

「何言ってるのかわかんねーけどさあ」

　一番前の席で、友だちとトランプをしていた男子生徒が、大きな声で塩原友子の言葉を遮った。

「うちの学校って、生徒の自主性を重んじる校風が売りなんだろう？　校則だって、あってないようなものだって聞いたぜ。だから俺は受験したんだけどなー」

　教室のあちこちから、自分もそうだという声が複数上がった。塩原友子はそんな生徒を真まっ直すぐ見み据すえると、二つの拳こぶしを握にぎり締しめて叫さけんだ。

「それは前年度までの話です！　先せん輩ぱい方がたのお話によると、この三月──当時我が校の二年生だった女子生徒が、売春で補導されました」

　それがどうした、という声が上がった。高校生のそのくらいの不ふ祥しよう事じでは、もう誰も驚おどろかなくなっているのだ──嘆なげかわしいと言わんばかりに、塩原友子は眉まゆを顰ひそめて首を振ふった。

「我が風紀委員長、長谷常彦先輩は、この事件で心を深く痛めました。そして先輩は、決意されたのです。誇ほこらしき虹原高生が、誤った道へ踏ふみ出すことを未然に防ごうと……。皆みなさんは長谷委員長に感謝すべきです！　委員長は、本来ならば生活指導部の先生方がされるはずだった風紀取り締まり強化を、生徒の運営する風紀委員が行なうことで、我が校の校風──先ほど皆さんからも意見があったように、生徒の自主性を重んじる趣おもむきが変わってしまうことを、防いだのです！　長谷委員長は偉い大だいな人なんです！」

　天てん井じようを見上げて目を潤うるませた塩原友子へ、再度不平の声が集中した。誰だよ長谷ってと野次る声もある。

「話を戻もどしますと！」

　しばし感傷に浸ひたった後、教きよう卓たくを両手でばしんと叩たたき、塩原は怒ど鳴なった。掌てのひらが痛かったのか、二、三秒間歯を食いしばってから、口を開く。

「高校は、集団生活の場です！　繰くり返しますが、集団の中での自由には、一定の秩序が必要なのです！　その一定のラインが言わば校則であり、それに違い反はんすることは自由の獲かく得とくとは言いません。ただの無法者なのです！」

「その通り！　良く言った、塩原君！」

　その時、教室の扉とびらががらりと開き、猫ねこ背ぜの男子生徒が現れた。分厚い眼め鏡がねがきらりと輝かがやくや否いなや、彼は教壇の上にふわりと飛び乗った。塩原が瞳を光らせて彼の名を呼ぶ。

「長谷委員長！　来て下さったのですね！」

「うむ、たった今、隣となりの一年五組の検査が終わったからね。塩原君見たまえ、この没ぼつ収しゆう物の山を！」

　長谷委員長らしきその男が指を弾はじくと、更さらに二人の男子生徒が教室に入ってきた。彼らは腕うでに「風紀委員」の腕わん章しようを着けており、二人で大きな白い袋ふくろを抱かかえていた。サンタクロースのプレゼント袋のようである。

　塩原はその袋を目にすると、お下げの先を揺ゆらしながら、目を見開いた。

「こ、これが全すべて没収物ですか、委員長……」

「そうだよ、塩原君。化け粧しよう品ひんに競馬新聞、美少女フィギュアに避ひ妊にん具ぐに……君たちは一体ここをどこだと思っているんだあああ！　ここは学舎だぞおおお！」

　摑つかんだ美少女フィギュアを天へ振り上げて、長谷が叫ぶ。何とも芝しば居いがかったその仕し種ぐさに、教室のあちこちから「台本通りって気がしない？」という囁ささやきが漏もれ始めた。

　そんな疑ぎ惑わくを受けているとは露つゆ知しらず、長谷は美少女フィギュアを教卓の上へ丁てい寧ねいに立たせながら、塩原に言った。

「さてと、では塩原君。このクラスも検査を始めるとするか」

「はい、委員長！　では出席番号順に荷物を持って、私の前に来て下さい！」

　長谷と合わせた瞳ひとみを一いつ瞬しゆんだけ光らせると、塩原は勢い良く名めい簿ぼを開き、声こわ高だかに男子一番の生徒の名前を叫んだ。

「一条京介君！　さあ、全ての荷物を持ってここへ……」

「一条なら、昼休みが始まってから、どこか行っちまったぜ」

　窓まど際ぎわにいた男子生徒が、無人の机を指差して言った。塩原は長谷と顔を見合わせ、同時に叫び声を上げた。「魔ま女じよ狩がり」は、いきなり頓とん挫ざした。




　高く澄すんだ青空と、儚はかなく散ってゆく桜の花弁。眠ねむくなるような日の光と、切なくなるほどの優やさしい風。四月中ちゆう旬じゆんのこの街は、自分は結構幸せなんじゃないかと思ってしまうほどの、穏おだやかな気候に包まれている。
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　だが、それも勘かん違ちがいに過ぎないと気がつく。場所は湿しつ気けっぽい体育館裏。目の前にいるのは、むさ苦しい男子生徒が六人。幸せ者は昼休みにこんな奴やつらにこんなところへ呼び出されないよな、と一条京介はため息をつく。かと言って、男子生徒たちが揃そろって身に着けた、やたらと裾すその長い詰つめ襟えりや、異常にだぶついたズボンや、額の両りよう脇わきに鋭するどく入った剃そり込みといった物々が、京介を絶望させたり脅おどかしたりするほど、威い圧あつ感かんがあるとも感じなかったが。

「虹原東中卒の一条って、お前だよなあ」

　六人の中で、一番背の低い男が言った。何のつもりか、前歯が二本とも欠けている。そのせいで、口調にやや締まりがない感じが何とも微ほほ笑えましかった。

　京介は適当に頷うなずきながら、六人の顔ぶれを一度だけ見回した。一番後ろに立った、背が高く頰ほお骨ぼねの出た男が、恐おそらくリーダー格なんだろう、と見当をつける。中学にもこんな感じで徒党を組んだ連中は山ほどいたが、どこへ行ってもこういった人種は、棲せい息そくしているらしい。

「西中の桜さくら井いをしばき倒たおしたってのは、お前か。街一番の、七メートルチェーンの使い手だった」

「ああ、あいつか。誤解だ。夜道で突とつ然ぜん襲おそいかかってきたから、反はん撃げきしただけだ。あれは立派な正当防衛だ」

「去年の冬、虹原線の電車の中で『流血のクリスマス事件』を起こしたのも、一条なんだろう」

「何だ、その気き恥はずかしい名前は。ひょっとして十二月の末に、満員電車で痴ち漢かんを殴なぐったことか」

「駅前のコンビニで、虹原南学園の奴らを土下座させたのも、お前か」

「人が三百円しか持っていないのに、カツアゲしてきたからだ」

「山田組のベンツより、速く自転車漕こいだってのは……」

「ああ、それは妹の方」

「お前、結構見所あるじゃねえかよ」

　それまで黙だまっていたリーダー格の男が、そう言って一歩踏ふみ出してきた。学生服の前ボタンを全て外した下には「地じ獄ごく行き」と書かれたシャツを着ている。こういう服をどこで買ってくるのか、雑学のためにも聞いておくべきか、と京介は思った。まあ、どうでもいいことではあるが。

　リーダー男は頰骨を上下させ、不気味な笑いを作って言った。

「うちのグループに入らねえか。俺と組めば、この高校くらい簡単に仕切れるぜ」

「次元が低い」

「何だと？」

「そういうことに興味がないんだ。他ほかを当たってくれ」

　京介はそう答えると、踵きびすを返して歩き出した。光流脈矯きよう正せい術者としての、自分の担当区域は虹原市五丁目から七丁目。小さな地域とは言え、学校内だけに対象を絞しぼり込んでいられるほど、自分の世界は狭せまくない。

「仲間にならないなら、地獄行きだぜ」

　後ろから肩かたを摑まれて、京介は立ち止まった。見上げた空は悲しいくらいに青い。こんなに良いい天気だってのに──振ふり返りざまに突つき出した拳こぶしの先で、桜よりも色いろ鮮あざやかな花が舞まった。




　校庭の隅すみにある水道で、血の付いた手を洗いながら、京介は息を吐はいた。

　不良グループから「お誘さそい」を受けたのは、入学以来これで三度目。そろそろ起き伏ふくに乏とぼしい自分の心にも、自や棄け糞くそに近い感情が生まれ、いっそのことどこかの集団に属してやろうかと思ったこともあった。そうすれば「お誘い」を受けることもなくなるだろうし、豊花に半はん端ぱ者もの呼ばわりされることもなくなるだろう。将来はどうせ術者の道を進むしかないのだから、内ない申しん書しよなんて怖こわくも何ともないし、喧けん嘩かに巻き込まれて怪け我がをしようが死のうが、悲しむ人間など誰だれも──。

　排はい水すい口こうにひらりと桜の花弁が落ちてきて、京介はふと我に返った。何を考えてるんだろう、と首を振る。水の流れる音を聞きながら、二年も前のことを思い出した。暑い夏の中学校で、やはり水道の近くだった。

　──京介君はさ、自然体だからいいんだよ。真ま面じ目めな子とか普ふ通つうの子とか、不良とか、そういった枠わく組ぐみにはまってなくって。ずっとそのままでいてよね──あの時、自分の隣となりにはそう言って笑った女子生徒がいた。

「喧嘩、強いのね」

　ふと頭の上から声がして、京介は顔を上げた。見るといつのまにか、隣に見知らぬ女子生徒が立っていた。蛇じや口ぐちを捻ひねって水を止め、京介は女子生徒を眺ながめる。色白で、長い栗くり色の髪かみをした、妙みように綺き麗れいな感じの女子だった。セーラー服の胸のリボンが緑色だから、三年生だろう。

　三年女子は髪を搔かき上げて、もう片方の手で体育館の方を示す。

「さっきの、見てたの。中なか島じま康やす男おのグループって、うちの学校では一番強いのよ」

「名前は聞かなかった。どうでもいいし」

「やっぱり。あなた、つまらなそうに戦ってたもの。掃そう除じ当番が、ほうきを動かすような感じで。でも強かったわね」

　京介は、特に武術等の訓練を積んでいる訳ではない。幼い頃ころ、父親が面おも白しろ半分に短期間鍛きたえてくれたせいで、人よりほんの少し喧嘩が強くなってしまっただけだ。師し匠しようであった父は、三ヵ月しか師匠でいてくれなかった。単に飽あきたからだと言う。父の昔からの友人は、彼を「番長」と呼んでいるから、何となく経歴の想像はついていた。

「これであなたが、校内一の地位についたってわけね。すごいじゃない」

「そんなもの、興味もない」

「変わってるわね、あなたは。一条京介君」

「…………」

　京介は少しだけ眉まゆを曇くもらせて、相手を見た。どうして自分の名前を知っているのだろう、まさか彼女も、不良連中から自分の噂うわさを聞いた口か。ということは、まともそうな顔をして、この三年女子も──。

「私、風紀委員だから。今年から委員は、全校生徒の顔を覚えておかなきゃいけないの。最悪でしょう」

　こちらの心情を読み取ったのか、彼女は癒いやすような笑えみを浮うかべた。風に長い髪と制服のリボンが揺ゆれる。

「本当はね、校内での喧嘩とかって、見つけたら止めなきゃいけないの。でもさっきは、怖くて動けなかった」

「それが普通の感覚だ。殺気を感じて怖いと思わなくなったら、もう終わりなんだ。生物としての生存本能が壊こわれてしまったってことだから、長生きできない。人に馴なれてしまった雀すずめなんかと同じ」

「面白いわね、一条京介君。私、面白い人って好きよ。強い男の子も」

「あまり男に向かって、そう言うことを言わない方がいいと思う。勘かん違ちがいする奴やつが山ほどいるだろうし、もめ事が起きて裁判になった時、あんたの発言が問題視される」

　真面目に忠告したつもりだったが、三年女子はおかしそうに声を出して笑った。昨日は憲也に「面白味がない」と言われ、今日は初めて会った女の子に笑われている。おれは一体何者なんだ、と京介は心から思った。

　笑いながら、女子生徒は腕うで時ど計けいを見て「ああもう行かなくちゃ」と言った。目め尻じりに浮いた透とう明めいな涙なみだを拭ふき、その指を京介の方へ伸のばす。細くて白い爪つめが、京介の左胸の上を突ついた。

「良いいこと教えてあげる。煙草たばこはね、一箱分の量を二箱に分けて、箱を潰つぶしてズボンの両ポケットに隠かくすのよ」

「…………」

　左胸の内ポケットには、ラッキーストライクの箱が入っている。それほど目立った厚みでもないと思っていたが、風紀委員の目は誤ご魔ま化かせなかったようだ。

「それとも」

　薄うすい唇くちびるを歪ゆがめ、彼女が不思議な笑みを浮かべる。

「あなたは、内ポケットに入れておいた方がいいのかしら。もっとも煙草の箱くらいじゃ、心臓は守れないかもしれないけれど」

「は？」

「じゃあね、一条京介君」

　女子生徒は小さく手を振ふると、校舎に向かって去って行った。残された京介は、居い心ごこ地ち悪そうに頭を搔く。根こん拠きよはないのだが、何だか嫌いやな予感がした。




「全く、抜ぬき打ちの持ち物検査だなんて、卑ひ劣れつ窮きわまりないわよ。あたしがこの国の女王様だったら、風紀委員なんか皆みな死し刑けいにしちゃうもんね」

　窓から教室を抜け出し、校庭の隅すみにある部室棟とうの裏手まで走ってきたところで、一条豊花は大きく鼻息を吐はいた。風紀委員による持ち物検査の行なわれている、一年三組の教室を抜け出せればとりあえず安全なのだが、豊花は何な故ぜかこんな遠方まで思いっきり避ひ難なんして来てしまった。何事も、度が過ぎるほどにやらなくてはいられない性格なのである。

　昼休み中で、人気のない部室棟と、その後方に広がる森の間には、ここが高校内であるということを、思わず忘れるほどの静せい寂じやくが満ちていた。森も一応学校の敷しき地ち内であり、森林研究部なる部の活動場所でもあるらしいが、豊花にはただの雑木林にしか見えなかった。木々が鬱うつ蒼そうと茂しげっているせいで、妙に薄気味悪く、こんな晴れた空の下にあっても、見る者をピクニック気分にさせることもない。

　森を前にして、豊花はつまらなそうに唇を尖とがらせていたが、胃い袋ぶくろが空腹を訴うつたえて鳴ると、頰ほおを膨ふくらませて不満の唸うなり声を上げた。昼休みが始まると同時に、風紀委員が教室に乗り込んできたので、昼食を食べはぐってしまったのだ。

「京介は大だい丈じよう夫ぶかなあ……委員をぼこぼこにしてなきゃいいけど」

　豊花は逃にげ出す時に持ってきた荷物を、地面の上に放ほうり投げた。鞄かばんと、布の袋に包まれた長い棒──玲れい洗せん樹じゆの枝である。鞄の中には光流脈の澱よどみを発見する羅ら光こう図ずがあり、これらの道具と、片耳にだけつけた小さなピアスがなければ、別段豊花は風紀委員など恐おそれる必要はなかった。まあ、他ほかにもポーチの底には、友だちと交こう換かんしようと思って持ってきた、マニキュアが忍しのんでいるものの。

「あ、そうだ。羅光図、もう一回試ためしてみようっと。本当に壊れてるんだったら、憲也ちゃんに文句言って、ケーキの一つでも奢おごらせてやる」

　鞄からフロッピーディスク状の薄い板、羅光図を取り出し、畳たたんで入れておいた黒マントを引っ張り出し、勢い良く羽織る。──直後、豊花は眉まゆを寄せて深く唸った。陽気の良い日に、どうやらこのマントは不向きらしく、ひどく暑かった。夏はどうしようと思ったが、まあ夏になったら考えようと諦あきらめる。豊花は最後に、玲洗樹の枝を袋から抜いて構えた。

　風紀委員でなくても、この物体は気になるものであるらしく、豊花はクラスの友人たちに、再三「それは何だ」と尋たずねられた。その度たびごとに剣けん道どう部へ入ろうと思うだの、釣つり同好会に興味があるだのと言って誤魔化している。

　光流脈による術の詳しよう細さいを、一いつ般ぱんの人間に漏もらしてはならないという規則がある訳ではない。が、原則的には必要以上に他人へ話さないことが、術者の間では暗あん黙もくのルールとなっている。馴な染じみのない人間には理解しがたい内容でもあるし、事実、七百年ほど昔には、そのことで術者が「悪あく魔ま」扱あつかいされて、迫はく害がいされたという歴史もあるほどだ。

　豊花としても、知識のない者に玲洗樹の枝を見られ、誤解や偏へん見けんや、奇き異いの視線を受けるのが嫌だった。他人には訳のわからない道具であろうと、玲洗樹の枝は術者にとって命の次に大切な物なのである。一族の者は子供が産まれると、まず玲洗樹の苗なえを植える。木が無事に生長し、六尺を超こえた時、子供は一人前の術者になれる、という習わしがあるのだ。豊花は京介と二人で一つの苗を与あたえられ、三年前に術者として正式に本家に登録された。その後研修期間を経て、担当区域を任されるのは今回が初めてである。よって報ほう酬しゆう云うん々ぬんを別にしても、今年度の彼女は、今まで以上に光流脈使いとしての人生に気合いが入っていた。

　羅光図を地面に置き、玲洗樹の先せん端たんをその上に突き立てる。すっと息を吸うと、豊花は澱み探たん索さく用の呪じゆ文もんを唱えた。

「五ご光こう清せい尊そん大だい術じゆつ者しやの名のもとに請こう。統すべる地図に浮うかぶ針を読み込め、澱みを検出、酉とりへ沈しずめ」

　玲洗樹の枝が黄金色の輝かがやきを放ち、一いつ瞬しゆんだけ強く吹ふき荒あれた風が、豊花の長い黒くろ髪かみを揺ゆらした。だがしかし、羅光図には何の反応も表れない。通常であれば、澱みのある方角と濃のう度どを示す光の反応が出るのだが──。

「やっぱり壊こわれてるわね、こりゃ。奢り決定だわ。……さてと、じゃあついでだし、古こ代だい方ほう式しきで探索してみようかな」

　豊花は鞄を漁あさると、ピンク色の表紙のノートを取り出した。自宅にあるものの一部を写したものである。

　ノートを見ながら、豊花は玲洗樹の枝を筆代わりにして、地面へ大きな円を描えがいた。円の中にも三角形や二重円を加えて、複雑な模様に仕上げてゆく。それは一種の魔ま法ほう陣じんじみた図形になっていった。

　術者が光流脈に働きかけ、特定の現象を起こす方法には、二通りのパターンがある。一つは定められた呪文と術具を用いて、光流脈より力を得る方法。もう一つが、先祖である巫み女こが光こう儀ぎ大たい神しんに対して祈き禱とうを行なっていたように、半儀式的に術を発動させ、望む現象を引き起こさせる方法である。後者を古代方式と呼び、この手順を簡易化したものが、現在主に使用されている新しん方ほう式しきだ。

　古代方式の利点は、必要な術具が手元にない場合でも、術の起動が可能なところにある。時間や労力は費ついやされるものの、確実にして完かん璧ぺきな結果がもたらされる。新方式の作業自体は簡略化されて扱いやすいものの、呪文の一句が誤っていたり、道具の一部に破損があるだけで、光流脈は思うように起動してくれない。

　豊花は三十分近くかけて、地面の上に魔法陣に似た図形、基き本ほん円えんを完成させた。巫女が祈禱儀式の際に使用したというこの図形は、やたらめったらと入り組んだ模様で、描くのに一苦労する。新方式であれば、呪文一つ唱えて十秒で終しゆう了りようする作業であるが、羅ら光こう図ずが使えないので仕方がない。豊花は額に滲にじんだ汗あせを拭ぬぐって、大きく息をついた。

　光流脈には基本的に不可能はない。元は万能の精せい霊れいであり、しかも欠片かけらである現在は、精霊の意志はない。倫りん理りに背そむくような奇き跡せきさえも──特定他者を設定した、殺人作用のような効果さえも望める。だが、そういった高等な術を使うには、非常に面めん倒どうな手間をかけなければならない。また、術を誤ると、光流脈に影えい響きようが及および、澱よどみが発生してしまう。術の難易度が上がるにつれて、当然失敗の確立も跳はね上がり、自分で生み出してしまった澱みを直せず、飲み込まれて命を落とした者もいるほどだ。巫女の子孫の一族とは言え、未まだ光流脈の全すべてを把は握あくし、完全に管かん轄かつできているとは言えないのが現状である。

　豊花は玲れい洗せん樹じゆの枝を胸の前で構えると、大きな瞳ひとみを閉じて、精神を最大限まで集中させた。仕上げに発動の呪文を唱える。

「流れよ、大地を走る輝く女め神がみ。黄土より亥いへ二里、未ひつじへ二里、丑うしへ一里、我が示し方角へ巡めぐれ。澱みを探索、辰たつへ沈め」

　瞬間、基本円が薄うすい光を放ち、その円周から二筋の光線が飛び出して宙を駆かけた。非常に薄い光線が真後ろの暗い森、もう一つ、やや濃こい光が校舎の方角を示して消えてしまう。目を開いた豊花は首を傾かしげて唸うなった。つまりは、その両方角に光流脈の澱みが検出されたということだが……。

「豊花か？　何してるんだ？」

　ふと背後から声がかかり、振ふり向くと、従い兄と弟この福原憲也の大おお柄がらな体があった。部室棟とうにはラグビー部の部室もあるはずなので、何か用があって来たのだろう。

「憲也ちゃん、あのね、古代方式で探索やったら、澱みが二つも見つかっちゃったの」

　豊花が焦あせりながら駆け寄って行くと、憲也は四角い顔を苦く笑しようさせた。

「豊花の術はすぐ失敗するからなあ。信用できないよな」

「失礼ね。元はと言えば、憲也ちゃんがくれた羅光図が壊れてるからいけないのよ。迷めい惑わくかけたんだから、ケーキ奢おごってよ」

「壊れてるんじゃなくて、お前の使い方が悪いんじゃないのか？　それに、俺の見たところ……」

　森の方に目を細めて、憲也が言う。能力の高い術者になると、探索術という手段を踏ふまずとも、第六感的感覚で澱みを感じ取れる。憲也にはそれができるだけの能力があった。

「特に何も感じないぜ？　自己浄じよう化か能力で、もう直っちまったんじゃねえのか？」

　光儀大神の欠片が持つ浄化能力は、周辺の土地に対してはもちろんのこと、光流脈自身にも働きかける。だが、その能力にも限度があり、一定以上の澱みを浄化することはできない。もっとも、欠片の持つ力が無限であれば、光儀大神は粉ふん砕さいした自己の体を完全修復できたはずだ。

「そうかなあ。だったらいいんだけど……」

　呟つぶやいた時、豊花の胃い袋ぶくろが再び情けない音を上げた。それを聞いて憲也が微ほほ笑えむ。

「豊花、昼飯も食わないで探たん索さくしてたのか」

「まあね。あたしは品行方正な術者なのよ。ケーキ奢りなさいよ」

「しつこい奴やつだなあ……まあいいか、じゃあ購こう買ばいで何か奢ってやろう。……その前にマントを外した方がいいな。風紀委員が大おお騒さわぎしながら、持ち物検査をしていたぜ」

「ああ、あたしのクラスにも来たわよ。この学校、こんなに校則に厳しいなんて知らなかったわ」

　黒マントを外し、畳たたみながら豊花が唇くちびるを尖とがらす。憲也は肩かたを竦すくめて苦笑した。

「委員長の長谷って奴な、俺と同級なんだけど、一年の頃ころから変だったんだ。毎朝自転車置場の前に立って、無意味な手旗信号してるんだぜ。邪じや魔まで仕方なかったよ。あいつが委員長になった年に入学したなんて、運が悪かったなあ」

「何よもう。楽しい楽しい高校生活を夢見てたのに」

「まあ、気を取り直せよ。ケーキはないけど、うちの高校のクリームあんパン、結構いけるんだぜ」

　頰ほおを膨ふくらませた豊花の背中を押し、憲也が歩き出す。途と端たんに豊花の瞳が、ぴしゃりと目ま映ばゆい光を放った。

「クリームあんパン！　何て悶もん絶ぜつ的に美お味いしそうな響ひびき！　それさえあれば、風紀委員なんかどうでも良いい気がするわ！」

　憲也に連れられ、豊花はスキップをしながら校舎の方へ戻もどって行った。

　再び静せい寂じやくの訪おとずれた森では、梢こずえが深くゆっくりと揺ゆれていた。




　放課後。下校しようとしていた二年七組夏なつ目め一いち郎ろうは、自分の靴くつ箱ばこの中に一通の手紙が入っているのを見つけた。

　その薄い桃もも色の封ふう筒とうには、中身が想像できるようなハートマークのシールで封付けがされていた。夏目は封筒を学生服のポケットへ突つっ込むと、脱だつ兎とのごとく廊ろう下かを走った。

　第二校舎の四階──特別教室が並ぶ階の、人の出入りが少ないトイレに辿たどり着くと、実際に用がある時以上の素す早ばやさで個室へ飛び込んだ。鍵かぎを閉めると同時に、ポケットから手紙を引っ張り出して封を切る。夏目は食い入るようにして文面を読んだ。

　そこには、夏目が数日前に出した手紙に対する礼と、その内容についての感想、そして差出人も夏目と同じ気持ちである、ということが書かれていた。要するに、出したラブレターに芳かんばしい返事が返ってきた、ということだ。

　放課後、五時に第一校舎の屋上で待っている、という文を読んだ後、夏目は個室の中で跳とび上がって、つま先を便器に激しくぶつけた。ペダルが動いてしまって、水が流れてしまったが、彼はこれ幸いと、喜びを声に出した。歓かん声せいは水の音が消してくれた。

　夏目が握にぎり締しめた手紙の差出人は、倉田君香となっていた。




　空が濃こい紺こん色に染まりだし、生暖かい春の空気も少しずつ冷え始めた夕方。

　部活に入っていない生徒のほとんどは下校してしまい、校内は閑かん散さんとしていた。が、一条京介は廊下の角で、やかましい集団にぶつかった。

　十名近い女子生徒の集団が、互たがいの肩を叩たたき合ってげらげら笑いながら、大きな声で話をしている。その中に一ひと際きわ華はなやかでうるさい少女──豊花の姿を見つけ、京介は気がつかなかった振りをして通り過ぎようとしたが、向こうはそれを許さなかった。

「あー、京介！　やーだ、京介！　何で？　何でまだ学校に残ってるの？　ひょっとしてあたしを待っててくれたの？」

　豊花は集団の中で一番高くて大きな声を発して、豪ごう快かいに京介へ抱だきついてきた。次いで、彼女のクラスメイトらしい女子生徒たちが、揃そろって物もの珍めずらしそうな表情で京介を見る。双ふた子ごが珍しいのだろうが、こういった視線を受けるたび、京介は何となく動物園のパンダに深い同情を覚える。

　豊花がぶんぶんと手を振ふって彼女たちに別れを告げ、肌はだ寒ざむい廊下には二人だけが残された。京介はまだ抱きついたままの豊花を、じろりと睨にらんだ。

「離はなれろ。鬱うつ陶とうしい」

「何よー。帰りを待つほど、大好きな妹に対して」

「お前なんか待っていない。生活指導の教師に呼び出されて、今まで話をしてただけだ」

　京介が言うと、豊花は離れながら目を丸めた。

「本当に？　何で何で？　煙草たばこがばれて説教されたとか？」

「違ちがう。誉ほめられた」

「は？」

　生活指導の教師の話によると、京介が昼休みに倒たおした不良たちが、揃って教師に泣きついてきたという。「僕たち、真ま面じ目めになりますから、あの一年から守って下さい」彼らは洟はなをたらして、そう懇こん願がんしたそうだ。

　京介が撫ぶ然ぜんとした顔をして説明を省くと、豊花は唇くちびるを尖とがらせたが、すぐにけろっとした笑え顔がおになって言った。

「あたしはね、友だちと部活見学してたの」

「お前、部活に入るのか」

「入らないわよ。あたしたち、憲也ちゃんほど能力ないから、部活やりつつ担当区域の責任も取るなんて、できっこないって前に決めたでしょう」

「お前のことだから、忘れているのかと思った」

「失礼しちゃうわね。見学はただのつき合いよ。最初から『あたしはどこの部活にも入りません』って壁かべ作ってると、交遊関係も狭せばまるじゃない？」

「意味がわからないけど、お前も脳天気そうな顔して、色々考えているんだな」

　そう言って京介が歩き出すと、背後から豚ぶたの鼻息のような不平の声が上がった。

　友だちを作るのに才能があるのだとしたら、正に豊花はその道の天才だった。人見知りをしない性格と強すぎる好こう奇き心しんで、あっと言う間に他人に近づいてしまう。そして自分自身ですら予想がつかないという言動のペースに、いつのまにか誰だれしもが巻き込まれている、と言った具合だ。基本的には他人に興味のない京介とは、百八十度正反対である。

　スキップしながら京介の隣となりに並んできた豊花は、実に軽い口調で言った。

「じゃ、せっかく一いつ緒しよに帰れるってことだし、今夜の夕食当番は、京介ね」

「ふざけるな。今日は豊花の番だろうが」

　眉まゆを顰ひそめて京介が言うと、豊花の眉み間けんに京介の三倍くらい深い溝みぞが刻まれる。

「だって、今、六時でしょう？　これから買い物して帰って作ったら、ご飯になるのは九時になっちゃうもん」

「根こん性じようで早く作れ」

「ひどい。早くできる人にはね、遅おそい人の気持ちなんかわかんないのよ。人の痛みがわからない人間って、最低」

　道徳の教科書に出てきたようなことを言いながら、豊花が頰ほおを膨ふくらませる。二日連続で食事当番にさせられる人間の痛みを、豊花はわからないのだろうか──京介はため息をついた。

　一条家では、日々の食事が当番制で定められている。この掟おきての起源は、両親が新しん婚こん時代、じゃんけん勝負で食事を作り合っていたという、愛らしい過去まで遡さかのぼる。京介たちも小学校高学年になった辺りから、この制度の支配下に組み込まれるようになった。適当に作るが出で来き栄ばえが良いいのが京介で、材料費やら労力やら時間やらをふんだんに使い込むくせに、必ず失敗をするのが豊花である。ちなみに、長女である彼らの姉は、適当に作って必ず失敗する。遺伝子の組み合わせというのは、同じ素材を使っていても実に多た彩さいだ、と京介は感心した。

「あたし、京介の作るご飯が好きなの。ね？　いいでしょう？　いいって言いなさいよ」

　豊花は胸の前で手を合わせ、瞳ひとみを一等星のごとくきらきらと輝かがやかせて、更さらには上うわ目め遣づかいで京介を見た。この仕し種ぐさで彼女は中学時代、相当な場数を切り抜ぬけてきたらしい。赤点をつけた数学教師に対して、苦手な水泳とマラソンの授業を、完全な健康体であるくせに体調不良で見学を申し立てる時、体育教師に対して。その他諸もろ々もろ。

　京介はため息まじりに渋しぶ々しぶと頷うなずいた。豊花の色気なんかに落ちたのではない。彼女がこの顔をするのは「あたしは主張を死んでも変えません。逆らったらひどいわよ」という表れでもあることを知っているからだ。

「……買い物、つきあえよ」

「やったー！　何作ってもらおうかなあー。今日は色々あったから、お腹なか空すいてるのよね。昼休みなんか古代方式で探たん索さくしちゃったんだから」

「探索って、光流脈の澱よどみをか？」

　京介が問い返すと、豊花は自分の鼻歌に乗って頭を振りながら、ついでといった感じで頷いた。

「そうよ。校舎とね、学校の裏にある森を示してた」

「お前、放ほうっておいたのかよ」

　足を止めて京介が言うと、豊花はあっさりと大きく頷き、答える。

「だって、憲也ちゃんが平気だって言ったんだもん。自己浄じよう化か能力で直っちゃったんじゃないの」

　通常、光流脈の澱みを発見したならば、術者は一定時間内に矯きよう正せい作業の要不要を定める。自己浄化力で済むものならば放置して構わないが、術者の作業が必要ならば、即そく行動しなくてはならない。自己浄化の効かない澱みは、ある一定の時間以上存在し続けると、物質化が始まって手の掛かかる事態を引き起こしてしまうからだ。

　一定の時刻とは、およそ十刻──光流脈の時間は、一刻がおよそ三十分にあたるので、現実世界では五時間ということになる。

　普ふ段だんは、できるだけ必要以上の仕事はしない京介だが、今日は澱みの放置がひどく気になった。理由なんて何もない──ただの直感だが、嫌いやな予感がした。京介は廊ろう下かを走ると、荷物の置いてある教室まで向かった。後ろから豊花が、何なのよおと喚わめきながら追いかけてくる。

　自分の教室に着き、窓まど際ぎわの席へ戻もどると、壁に立てかけておいた玲れい洗せん樹じゆの枝を袋ふくろから出した。クラスの連中には「一条はいつも鉄の竹刀しないを持ち歩いて、実戦に備えている」という訳の分からない噂うわさをされているが、京介は特に気にしていなかった。

　玲洗樹の枝を持って、京介は窓から外に出た。一階の教室のすぐ外は中庭で、土はふんだんにある。京介は玲洗樹の枝の先で、地面に基本円を描えがき始めた。古代方式に用いる基本円は、光流脈にごく近い場所に──要するに、大地そのものに記さなくてはならない。

　複雑な模様ではあるが、研修期間に何度も練習させられたことがあるので、構造は頭に入っている。それだけで、ノートを見ながら描く豊花より作業は早い。十分程度の時間を費ついやし、京介は基本円を完成させた。

「流れよ、大地を走る輝く女め神がみ」

　呪じゆ文もんを唱え始めた頃ころ、ようやく豊花がやってきて、窓から顔を出した。

「黄土より亥いへ二里、未ひつじへ二里、丑うしへ一里、我が示し方角へ巡めぐれ。澱みを探索、卯うへ沈しずめ」

　地面が黄金色の輝きを放ち、濃のう度どの異なる二つの流線となって宙を駆かけた。濃こい方は校舎の屋上を、薄うすい方は校庭の先を示した。豊花の言っていた通りだった。

　しかも、屋上を示した光は、とても自己浄化能力に任せられるような濃さではなかった。消えた光を見送り、京介は舌打ちをする。

「澱みがまだあるじゃないか……。豊花、お前が探索したのは何時だ？」

「んーとね、何時だったかなあ。確か、お腹が鳴ったの」

「腹時計で生活するな」

「失礼ね。あたしの胃い袋ぶくろは正確よ。だから、一時前後のはずよ」

　腕うで時ど計けいに目を落とし、京介は表情を険しくした。時刻は六時。矯正術が間に合う十刻のあいだに、間に合うか間に合わないか、実に厳しい時間だった。

　窓まど枠わくを飛び越こえて校舎内に戻ると、京介はそのまま教室を飛び出して廊下を走った。暗い階段を二段抜かしに駆け上り、冷えた踊おどり場ばの空気を蹴け散ちらして上を目指す。五階分の階段を上りきり、屋上への扉とびらが見えると、京介はほとんど殴なぐりつける勢いで扉を開いた。

　外へ出ると、肌はだを刺さすような冷たい風と、真上から降り注ぐ、満月の静かな光が出で迎むかえてくれた。コンクリートの屋上の敷しき地ち一いつ杯ぱいを、青白い光が満たしているのを、術者の京介には目で確かく認にんできた。どうやらぎりぎり間に合ったらしい。今すぐ矯正術をかければ、大事には至らないだろう。京介は息を小さく吐はいて考える。後は、澱みを刺し激げきするようなことさえ起きなければ──。

「違ちがったか……」

　ふと不ふ機き嫌げんそうな声が耳に届き、京介ははっとなった。金かな網あみのフェンスに、詰つめ襟えり姿の人ひと影かげが寄りかかっていたのだ。

「……ああ！　お前は……！」

　その人影が京介を見るなり、フェンスを軋きしませて後退をした。驚おどろいた顔から強い恐きよう怖ふ心しんを感じて、いつ殴ったどこの誰だれだか知らないが、今はやめてくれ、と京介は心から思った。人の負の感情──憎ぞう悪おや恐おそれを含ふくみ、それらは周囲の光流脈に少なからずの影えい響きようを及およぼす。通常は自己浄化力で消せる些さ細さいな澱よどみだが、今のこの場では大いに問題になる。澱みの限界を超こえる寸前のこの場所は、言わば溢あふれる直前まで水を満たしたコップのようなものだ。一いつ滴てきの雫しずくでさえ、崩ほう壊かいを導き出す。

「昨日の不良……！　ひいいい！」

　背の低い小太りな男子生徒は、更さらに五メートルほど後退した。思い出すのに数秒かかってしまったが、どうやら昨晩「巡じゆん回かい中」に出くわした、カツアゲに遭あっていた少年のようだ。

　京介はとりあえず彼を無視して、澱みの矯正を行なおうとした。玲洗樹の枝を構え、呪文を唱えようとしたが、男子生徒が喚きながら飛びかかってきたので、作業は阻はばまれる。

「き、消えろおおお。不良うううう！　僕の恋こい路じまで邪じや魔まする気かああああ！」

「何のことか知らないが、一分だけおとなしくしてくれないか」

「な、なめるなあああ！　僕だって、僕だって、男なんだぞおおお！」

「見ればわかる。落ち着いてくれ」

「落ち着いてられるかああ！　僕の邪魔をするなあ！」

　男子生徒は良からぬ薬を打ったかのごとく、焦しよう点てんが合わず血走った目で京介に摑つかみかかってきた。彼の体から殺気が生じ始め、床ゆかを染める青色が濃度を増してゆく。

「今日から僕は変わるんだ！　もう昨日までのように、不良に脅おどされても屈くつしないぞ！　愛する人だっているんだ！　カツアゲされても平気なように、武器だって持つことにしたんだからな！」

　彼は制服のポケットから、真新しいカッターナイフを取り出した。護身のために持ち歩くのは結構だが、こういうタイプは使い方を誤る人種に違いない。京介はそう思って警告した。

「凶きよう器きを持つだけでお前は緊きん張ちようしている。それだけで場が澱む。やめてくれ」

「ば、馬ば鹿かにしやがって！　お前なんか怖こわくないんだぞ！　うわあああああ！」

　あきらかな恐怖の悲鳴を上げつつ、男子生徒はナイフを振ふりかざし、京介に襲おそいかかってきた。澱みの色は更に増してゆく。その時、屋上の扉が開いてセーラー服の人影が飛び込んできた。一いつ瞬しゆん男子生徒の動きと殺気が治まるが──。

「もー、京介ってば、待ってって八万回くらい言ったのに」

　二つに結ゆった、長い髪かみの束を風に揺ゆらし、豊花が文句を言う。と同時に、男子生徒はがくっと肩かたを落とした。

「何で……何で来ないんだよ、倉田さんは……！」

　彼の目がぎらりと輝かがやいた瞬間、屋上一帯に異変が訪おとずれた。

　地面が大きく波打ち、青白い輝きが爆ばく発はつしたように周囲へ飛び散った。男子生徒が悲鳴を上げて倒たおれ、豊花がひゃあひゃあ言いながら京介の腕を引っ張る。

「ちょっと京介、何よこれ！　やばいんじゃないの!?」

「やばいさ。非常に」

　静かに舌打ちした彼の目の前に、青い煙けむりを上げて、巨きよ大だいな物体がゆらりと立ち塞ふさがった。体の高さ、幅はば、共に京介の倍ほどもあるそれは、全体が青く発光した長方形の壁かべのように見えた。だが、表面から伸のびた長い二つの突とつ起きは、生あるものの触しよく手しゆのごとく蠢うごめいていた。

「な、何だこの化けものは！　お前か!?　お前が出したのか!?」

　口から泡あわを飛ばし、食ってかかってきた男子を無視して、京介は玲れい洗せん樹じゆの枝を握にぎり直す。出しだのはお前の方だ、と言ってやったところで、この男子生徒に理解できるわけもないだろう。

　壁状の青い化けものは「暗あん鬼き」と呼ばれ、自己浄じよう化か力りよくの効かなかった澱みが、一定時間以上放置された時や、濃のう度どの限界を超えた時に、物質化を起こした現象である。未然に発生を防ぐ方法は、開発されていない。

　暗鬼には成長を求める習性があり、自らの体を大きくするため「餌えさ」を探す。「餌」は要するに暗鬼の体を形作るもの──澱みであるから、暗鬼は澱みを求めて移動をする。あるいは澱みの素もととなる一因が、人間の負の感情だという知識があるために、人間に襲いかかることも多い。

　京介は実際に暗鬼を倒したことはなかった。数年前、姉が目の前で抹まつ殺さつしたのを、一度見たことがあるのみだ。あの時、豊花は一いつ緒しよにいなかったから、恐らく彼女は、今回初めて遭そう遇ぐうしたはずであり──。

「きゃああああああ！　何なのこの化けもの！　京介が出したの!?」

　男子生徒と一緒になって、京介を指差し泣き顔で非難していた。京介はため息をつき、玲洗樹の枝を構えた。

　澱みがあれば、矯きよう正せい術者はそれを浄化する。浄化させる法は、周辺の正常な光流脈を使って矯正術を起動させる。故ゆえに、一帯の光流脈が何らかの事情によって使えない場合には、矯正が不可能となる。何らかの事情とは、正に今のような場合、澱よどみそのものが物質化を起こし、術者側の命令を受け入れない事態を示す。
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「どうしたもんか……」

　豊花と男子生徒の喚わめき声を聴ちよう覚かくから閉め出し、京介は打開策に精神を集中させる。光流脈に直接命令を下せない場合は、特とく殊しゆな大気を介かいして術を使うという手段がある。ごく一部のみだが、上級術者は大地だけでなく、大気にも光流脈を編み込むことに成功している。この方法では、術者のいる上空空間に、術の組み込まれた大気を呼び出して現象を起こさせる。だが、世界のどこかで、同時に同じ起動方式を使用している者がいた場合には、大気を等分することになるので、確実性を失うという欠点がある。その時々によって威い力りよくも異なるため、非常に不安定な術ではあるが、今は緊急事態で我が儘ままも言っていられない。京介は呪じゆ文もんを唱えた。

「五ご光こう清せい尊そん大だい術じゆつ者しやの名のもとに請こう。清めよ、許されざる暗黒の存在を。天の赤道に沿いて光、流れよ」

　空気の中を大量の光線が走り、暗鬼の上へ降り注いだ。男子生徒がひやあああと悲鳴を上げ、豊花に抱だきつく。すると、今度は豊花の方がひやあああと悲鳴を上げた。

「どこ触さわってるのよ、変態男！」

　彼女の細い脚あしが鮮あざやかに振ふり上がり、男子生徒の首筋に踵かかと落おとしが決まった。豊花の必殺技わざは、これまでに痴ち漢かん変態の類たぐいを含ふくめ、五十九名の男を倒してきた。今日はめでたい六十人達成記念日だ。

　光の雨の中で、暗鬼が黒板を引っ搔かくような咆ほう哮こうを上げた。壁のような体の半分が、雨に溶とかされるように消しよう滅めつしたが、半分は無傷のまま残った。溶けた部分から新たに触手が生え始める。

「姉貴は一いち撃げきで消したのにな……」

　不気味に蠢く暗鬼を見上げ、京介は呟つぶやく。攻こう撃げきの威力が弱いのか、対象が強いのか、初めて戦う敵なので判断がし辛づらい。こちらに二打目を考える暇ひまを与あたえず、長い鍵かぎ爪づめに似た触手が、夜空を突つき刺さすようにゆっくりと持ち上がった。

「化けものめ！　お前らのせいで、倉田さんは屋上へ来られなくなったんだ！　絶対そうだ！」

　豊花に伸のされていた男子生徒が、立ち上がってナイフを振り回し、叫さけんだ。彼の憎ぞう悪おに濁にごった瞳ひとみに引かれるように、暗鬼の触手が勢い良く伸びてゆく。男子生徒の前には豊花もいる。京介は床ゆかを蹴けって走った。

　立ち尽つくして動けない豊花と、襲おそいかかる暗鬼の間に飛び込み、京介は自分の武器を突き出した。鞭むちのような触手は一本だけ巻き止めることに成功したが、もう一方に肩かたを打たれる。血が舞まい散り、激痛が走った。背後で豊花が悲鳴を上げる。

「京介……！」

「おれの後ろから動くな。背後にいれば、絶対守る。動いて死んでも知らないからな」

　京介の言葉を遮さえぎるかのように、暗鬼が雄お叫たけびを上げて飛びかかってきた。触しよく手しゆが更さらに三本生えるという反則的な現象を引き起こして、敵は京介を搦からめ捕とろうとする。腕うで回まわりよりも細い枝と、一本が人間の胴どう体たいほどの太さのある触手とでは、明らかに玲れい洗せん樹じゆの枝の方が不利である。京介の体は枝ごと後方に押され、上うわ履ばきの底が悲鳴じみた音を立てた。輪唱するように、背後で豊花と男子生徒も悲鳴を上げてくれた。満月の下、屋上では不協和音の重唱が展開される。

　触手の先が脇わき腹ばら辺りを強く擦こすった。京介は歯を食いしばり、暗鬼を見み据すえた。矯正術も喧けん嘩かも基き礎そは同じだ。対象をしっかり見み極きわめ、正確に打ち込め。体力で敵かなわない相手には、とりあえず怒ど鳴なっておけ。気き迫はくで相手の力を削そげれば、その日は多分ラッキーだ──喧嘩の師し匠しようであった父親の言葉が、ふと脳のう裏りを過よぎる。父が「野の良ら猫ねこ縄なわ張ばり争い的威い嚇かく法」と名付けたその戦術を、京介は使ったことがない。機会がなかったのもあるが、何だか非常に格好悪いと思ったからだ。

「五光清尊大術者の名のもとに請う」

　出血で遠のきかけた意識に鞭を打ち、京介は怒鳴るように呪文を唱えた。

「三尺前方、四方を囲いて槍やりを発動。暗黒の存在は酉とりへ沈しずめ、大破」

　瞬しゆん間かん、空に光り輝かがやく無数の槍が発現し、一いつ斉せいに暗あん鬼きへ襲いかかった。槍が青白い体を穿うがつと、黄金色の閃せん光こうが[image: 迸]ほとばしり宙を染める。網もう膜まくや皮ひ膚ふを突き刺すような光に、京介の視界が一瞬麻ま痺ひする。白一色の世界の向こうで、暗鬼が断だん末まつ魔まのような声を上げていた。固形だった体が青白い霧きりに変わり、それは黄金の渦うずの中に飲み込まれ、消滅してしまう。

　光が止やみ、月光の降る音が聞こえるほどの静せい寂じやくが戻もどった。目の前に何もいなくなったのを確かく認にんし、京介はゆっくりと床に膝ひざをついた。

「きょ、京介、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　豊花が慌あわてて京介の前へ回りこんでくる。彼女のかん高い声が意識を刺し激げきしたおかげで、どうにか失神するのは免まぬかれた。左の脇腹を押さえた指の間から、真っ赤な血が噴ふき出している。それを見た豊花は、瞳をいつもの三倍以上大きくして喚いた。

「た、たた、大変！　父さんに連れん絡らくしなきゃ……！」

「平気だ」

　大おお騒さわぎしている豊花の手を、京介は摑つかんだ。京介たちの父親は、本家で治ち癒ゆ術専門の部署に所属している。光流脈使いの医者であるが、正体は元番長だ。処置が手て荒あらいのは有名で、打だ撲ぼく患かん者じやが現れようものならば「半はん端ぱは好かん」と言って骨を砕くだいてくれるような医者である。京介もこの失態を見られたら、腕の一、二本はへし折られるかもしれない。

「大したことない」

「噓うそつくんじゃないわよ、大したことあるわよ！」

「親おや父じに見せたら、多分、大したことにはなる。放ほうっておけば、血なんか止まる」

　喋しやべっただけで自分の声が傷口に響ひびき、京介は顔を顰しかめた。それを見た豊花の両目から、滝たきのような涙なみだが溢あふれる。ぼろぼろと涙を零こぼしながら、豊花は眉まゆをつり上げて怒鳴った。

「あたし、京介のそういう、辛つらいくせに無理するところ、好きじゃないわ！」

「ああ、そう……」

「痛いなら痛いって言えばいいじゃない。何なのよあんた、いっつもそうやって何も言わないでさ。馬ば鹿かなんじゃないの」

　声を裏返して、豊花はそう罵ば倒とうしてくれた。泣くことと怒おこることを同時進行で行なえるとは器用な奴やつだ、と京介は感心した。

「何であたしなんか庇かばったのよ。あたしは玲洗樹の枝を持っていなかったんだから、怪け我がしても術者保険が下りるから平気なのに……」

　光流脈使いの間には、各種の事故に備え、保険制度が組まれている。基本的には必ひつ須す術具を携けい帯たいしていない時の怪我は、非番手当に該がい当とうし、補ほ償しよう金きんを受け取れるのだ。一方で、術具──玲洗樹の枝を携帯していた場合の怪我は、単なる無能者と謗そしられて、程度のひどい場合には減げん俸ぽうの対象になることさえある。術者の社会はなかなかにしてシビアなのだった。

「おれはいつ死んだって構わないけれど、お前が死んだら悲しむ奴が山ほどいるだろうが」

　脇腹を押さえて京介は立ち上がった。血がぼたぼたと床ゆかに落ちる。

　一瞬体がバランスを失って揺ゆれたが、豊花がすっ飛んできて肩を支えてくれた。と、同時に耳元で思い切り怒鳴られる。感情が怒いかり専用に切り替かわったらしく、瞳ひとみの涙はぴたりと止まっていた。

「冗じよう談だんじゃないわよ！　京介が死んだら、この担当区域はどうなるの！　あたし一人じゃできないわよ！」

「本家が代わりを用意してくれる」

「家はどうなるの！　京介がいなくなったら、食事当番が回ってくるのが早くなるのよ！」

「そんな問題は残った家族で解決してくれ」

　京介が顔を上げると、真っ青な顔をした男子生徒と目が合った。相手は一メートルほど飛び跳はねると、尻しりを引いて早くも逃とう亡ぼう姿勢に徹てつしている。

「ぼ、僕は知らないからな！　何も知らないからな！　僕はただ、五時から女の子を待っていただけなんだから、お前が怪我しようが何しようが、関係ないんだからな！」

「ちょっと何よそれ！　あたしもあんたも、京介に助けられたのよ。お礼の一つも言ったらどうなの」

　豊花が言うと、彼は青い顔をぶんぶん振ふって怒ど鳴なった。

「な、な、何で僕が礼を言わなきゃならないんだよ！　お前が勝手に変なもん呼び出して、勝手に戦って怪我しただけだろうが！　何なんだよお前！　悪の魔法使いみたいなもん持ちやがって！」

　男子生徒は叫さけびながら、屋上の出入り口に向かって走り去ってしまった。捨て置かれたその言葉に、京介は怒りもしなかったし傷つきもしなかった。ただ、悪の魔法使いなんて高校生が大声で言うのは、なかなか気き恥はずかしい言葉だな、と思っただけだ。

　豊花の手から離はなれ、京介は屋上を歩き回った。豊花が昼休みに検出したという、澱よどみの原因がどこかにあるはずなのだ。十刻経たっても光流脈の自己浄じよう化か力りよくが効かなかったということは、何かしらの原因が残っていると思った。

　長方形の屋上の四よ隅すみに、割わり箸ばしのような小さな棒が一本ずつ立てられているのを見つけ、京介は足を止めた。その棒は導どう澱でん端たん末まつと呼ばれ、矯きよう正せい術者が研修の場に用いる術具だった。導澱端末で囲った空間には、故意に澱みを発生させることができ、矯正術の訓練を行なえる。

「豊花……お前、最近屋上で訓練なんかしたか？」

　導澱端末を全すべて回収しながら、京介は背後にくっついている豊花へ尋たずねた。豊花は首を横に振り、きっぱりと否定する。

「まさか。学校以外でも訓練なんかしないのに、何でわざわざ屋上でやるのよ」

「そうだよな。だったら、誰だれが……」

　京介は表情を曇くもらせて、深い息を吐はいた。可能性としては、校内で唯ゆい一いつ同じ術者である憲也がやった、と考えられるが……憲也ほどの術者が、用の済んだ導澱端末を置き忘れて立ち去るなど考えられるだろうか。放置しておけば、その空間内には澱みが永久に湧わき出して来ることは、術者であれば子供でも予想できる。

　そこまで考えた時、出血による貧血か、強い目め眩まいを感じた。京介はその場にしゃがみこんで、煙草たばこに火を点つけた。煙けむりを吸い込んで、強ごう引いんに意識を刺し激げきさせる。浅く息を吐き、豊花を見上げて言った。

「お前、先に帰ってろ。おれは血が止まったら帰るから」

　しかし豊花は頰ほおを膨ふくらませると、京介の腕うでを摑つかんで、強制的に立ち上がらせた。

「駄だ目めよ。京介には一いつ緒しよに帰って、夕飯作って貰もらわなきゃいけないんだから。約束したでしょう」

「お前は鬼おにか……」

　豊花は京介を引き摺ずるようにして、屋上の出口に向かって歩き始めた。動く度たびに血が零こぼれ、意識も霞かすんでいったが、京介はもうどうでもいいや、と諦あきらめた。このまま死んでしまって、死後にどれだけ誰に詰なじられようが、実体のない身であれば今よりも楽に受け流せるだろう。

　月の光を強情に撥はね返す、長い黒くろ髪かみを揺らしながら、豊花は力強く言った。

「もうちょっと我が慢まんしてよね、京介。あたしが『丘おか』へ連れて行って治してあげるから」

「『丘』……」

　呟つぶやいた京介の唇くちびるから、ラッキーストライクがぽろりと落ちた。




　光流脈使いの始祖であった巫み女こが、光こう儀ぎ大たい神しんの欠片かけらを初めに埋うめた場所は、現在では大きな市民公園になっている。

　虹原市の外れに広がる楕だ円えん型の敷しき地ち内には、林間のサイクリングコースやボート池、美術館等の設備が整い、昼間であればそれなりの人で賑にぎわう。一週間ほど前までは、夜桜見物の客で夜も騒さわがしかったらしいが、園内の桜はもうほとんど花弁を落とし切っていた。日の暮れたこの時間、地味な声で鳴く野鳥が、目的もなさそうに木の間を飛び回っているだけで、人の姿は全くない。

　敷地の片隅に、高い柵さくで周辺を囲った一角がある。公園内でありながら、ここは本家が管理する土地であり、巫女の霊れい廟びようがある他ほかに、術者の必ひつ需じゆ品ひんたる玲れい洗せん樹じゆを含ふくめ、様々な植物を育てる農園が広がっていた。この一角から土地が丘きゆう陵りよう状になっていることより、光流脈使いはこの地を『丘』という通つう称しようで呼び習わしている。

　丘を囲う柵の門には、常時警備員が立ち、本家の認にん可か状を提出しないと、術者であっても中に入ることができない。今夜も、制服を着た大おお柄がらな男が門の前に直立していたが、豊花が意味不明な主張をし、京介たちは通行を許可された。豊花が言った「毎月、第三水曜日は認可状がなくても、丘に入れるの」という噓うそっぱちを、新人らしい警備員は信じてくれたようだった。

　丘の頂上には、農園中で一番大きく、古い玲洗樹の大木が聳そびえている。樹じゆ齢れいは千八百年を超こしており、巫女が精せい霊れいの欠片を埋めた時に、双ふた葉ばを開いた木であるという。巫女はこの木の枝を使って、術具の基き礎そである杖つえを作った。その歴史を含め、この木の周囲で術を使うと、不思議なことに通常の倍近い威い力りよくが発揮できることもあり、術者の間では深く敬われている老木でもある。

　玲洗樹は桜とほぼ同時期に、小さな白い花を咲さかせる。丘の上には古木の散らした花弁が一面に積もり、白い絨じゆう毯たんを敷しき詰つめたようだった。

　玲洗樹の幹に寄りかかり、豊花の施ほどこす人体損傷治ち癒ゆの術を受けながら、京介はぼうっと二年前のことを思い出していた。砂すな島じま礼れい子こと出会ったのも、二年前のちょうど今くらいの時季だったんだな、と思った。あの時も、丘は花弁で白く染まっていた。

　砂島礼子は、中学二年の四月に、北海道からやってきた転校生だった。豊花と同じクラスで、転校初日に仲良くなったと言う。豊花が家に連れてきた礼子を見て、京介はただ、北国の人間はやっぱり色が白いと思っただけだった。砂島礼子は白い頰にかかる活発そうなショートボブの髪を払はらいながら、豊花と馬ば鹿かみたいにげらげら笑っていた。笑いすぎて腹痛になったりもしていた。

　数日後、京介は下校途と中ちゆうの道で、再び砂島礼子に出会った。人気のない公園の陰かげで、礼子は苦しそうな顔で座り込んでいた。一応知った顔でもあったので、京介は礼子に声をかけた。

　また笑いすぎて体調を崩くずしたのかと思ったが、どうやら違ちがうらしい。苦しげな声で礼子が説明するには、彼女は喘ぜん息そく体質で、時折発ほつ作さを起こすことがあると言う。発作時には薬を飲めばすぐに症しよう状じようは治まるそうだが、今はその薬を持っていない。学校で、鞄かばんを振ふり回して遊んでいた時に、中身が吹ふっ飛ぶという事件があったそうだが、どうやらその際に薬も紛ふん失しつしてしまったらしい。京介は彼女が豊花と友だちになった理由が、何となくわかった気がした。

　時間が経たてば発作は治まるから平気だと、礼子は言ったが、息も絶え絶えの人間にそんなことを言われて、放ほうっておけるはずもなかった。京介は礼子を丘へ連れて行き、覚えたばかりの内臓機能回復の術をかけてやった。その公園から、礼子の家や病院よりも丘の方が近かったから、それだけの理由だった。あの日は確か、京介が当て身で警備員を気絶させ、内部に侵しん入にゆうした。

　得体の知れない場所に連れていかれ、奇き妙みような術を施され、当然気味悪がられるものと京介は思った。人の記き憶おくを四十八刻以内であれば、部分削さく除じよさせる術も知っていたので、礼子の記憶を消してしまおうとした。だが、症状が治まり、血色の良くなった顔を綻ほころばせて彼女が「ありがとう。素す敵てきな力だね」と言ったので、京介はそれ以上何もできなくなった。

　礼子はごく自然な姿勢で、光流脈や京介の持つ力を受け入れていった。驚おどろいたり不思議がったり訝いぶかしんだりせず、ただ「ふうん。世の中って色々あって面おも白しろいね」と微ほほ笑えむだけで。そんな反応をする人間にあったのは、初めてだった。

　それからの京介は、自分でもおかしいんじゃないかと思うくらい、礼子にひかれていった。他人に興味を持つことなど、十四年生きていて一度もなかったが、礼子だけは別だった。礼子が、特別に魅み力りよく的な少女だったわけではない。適度に可愛かわいらしくて、適度に勉強ができて、適度に羽目も外して、耳に小さなピアスをしているような女子中学生だった。だが京介は、気がついたらどうしようもないくらいに彼女を好きになっていた。そして礼子はまた、実に自然な姿勢で京介の気持ちを受け入れてくれた。

「どんなもんだい、あたしの術は。ばっちり治っちゃってるでしょ」

　得意げな豊花の声で、京介は我に返った。治癒の術は終しゆう了りようしたようで、京介の体についた傷も、制服の損傷までも、綺き麗れいに元に戻もどっていた。

「手間かけた」

　それだけ言うと京介は立ち上がり、丘おかを下りた。満月は絶好調に夜空を照らし、時間は夜の七時を回っていた。一条家の夕飯はどんなに遅おそくても八時以降になってはいけない、という決まりがある。さっさと買い物を済ませて帰らないといけない。

「京介さあ」

　丘の上に立ったままの豊花が声をかけてきた。斜しや面めんで足を止め、京介は振り返る。玲れい洗せん樹じゆの側そばで、豊花は口をへの字に結んでいた。右耳で、礼子の形見である水色のピアスが、暗い星のような輝かがやきを放つ。

「京介が死んだら、礼子が悲しむよ」

「…………」

「礼子は、独りで寂さびしいからって京介を呼ぶような子じゃなかった。だから、天国にたとえ独りぼっちでいても、京介に来てほしいなんて考えないと思う」

「…………」

「京介が天国に来てくれても、絶対喜ばない。礼子いつも言ってたもん。世の中嫌いやなこともあるけど、京介がいると思えば、何だかやる気も出てくるよって。だから……」

　豊花の両目から、ダムが決けつ壊かいしたかのごとく、滝たきのような涙なみだが流れ始めた。

「だから、簡単に、死んでも構わないとか、もう言わないでよお……」

　京介は大きなため息をついて、肩かたを落とした。喜き怒ど哀あい楽らくの表現が激しい豊花は、泣くのにも全力を尽つくす。礼子の葬そう式しきの時も、涙の洪こう水ずいで世界を破は滅めつに導くつもりか、というくらいぎゃんぎゃん泣いていた。

「豊花……」

　京介は頭を搔かきながら、豊花の方へ歩み寄って尋たずねた。

「今夜、何が食いたい？」

　顔を上げた豊花の瞳ひとみが、きらりと輝く。

「若わか鶏どりと芽キャベツのあんかけ中ちゆう華か風ふうソテー」

「もっと手っ取り早いもんにしろよ……」



















「……うん……俺の導どう澱でん端たん末まつは手元にある……大だい丈じよう夫ぶだよ……ああ、うん……俺も警けい戒かいしておくけど……ああ、お前たちも気をつけろよ。じゃあな」

　子機のスイッチを切り、福原憲也は浅く息を吐はいた。電話は従い兄と弟この京介からだった。同じ市内に住んでいるが、夜遅おそいのを気き遣づかって、直接家に来るのを遠えん慮りよしてくれたようだ。今晩彼の両親は外出しているものの、来客があったので助かった。

「電話、誰だれ？」

　背後から、その来客が声をかけてきた。憲也の私室の椅い子すに座り、こちらへ静かな流し目を送っている。憲也は彼女に背を向けたまま、呟つぶやくようにして答えた。

「……従兄弟だ。屋上のことを言っていた」

「そう。うまく引きつけられたようね。良かった、柄がらにもなくラブレターの返事なんか書いた甲か斐いがあったわよ」

「君は……」

　憲也は、彼女へ窺うかがうような視線をやり、低く尋ねた。答えがほしいわけではなかった。彼女の落ち着き払はらった態度を見ていたら、つい口に出た言葉だった。

「君は、利用した人間のことを、何とも思わないのか？　君が屋上に呼び出しておいた奴やつは、君に裏切られたんだぜ」

「裏切るも何も、私は最初からあの二年生のことなんか、好きじゃないわよ」

　彼女は脚あしを組み替かえながら、冷たい瞳で憲也を見返した。

「何度断っても、しつこくつきまとってくるんですもの。澱よどみ……だったかしら？　あの人のあれだけしつこい感情があれば、それを引き起こす、良いい起き爆ばく剤ざいになると思ったの。だから利用しただけ」

「そうか……」

　テーブルの上に子機を置き、憲也は肩かたを落とす。彼女がふと、声のトーンを高くして言った。

「そう言えば、今日、一条京介君と話をしたわよ。校庭で見かけてね」

　憲也は弾はじかれたように振ふり返った。彼女は口元に微び笑しようを浮うかべていた。

「可愛かわいい子よね。あの目つきがいいわ。……そう、全然、生に執しゆう着ちやくしていない感じで」

「あいつは……色々あったから……」

　息苦しそうに答えた憲也は、彼女を見つめると、口早に言った。

「なあ……やっぱり、別の人間にしないか……。京介は、俺の従兄弟なんだよ……」

「あら、術者なら誰でも親族なんでしょう？　だったら今いま更さら変える意味がないわよ。それに顔も知らない他人よりも、身内の方が警戒されないで済むわ。大体、もう時間がないわよ」

　彼女の視線から目を逸そらし、憲也は吐はき捨てるように言い返す。

「だけど、あいつは……ガキの頃ころから弟みたいに……」

「あなたに、そういうことを言う権利があるのかしら」

　鋭するどい彼女の声が憲也の胸に剌ささる。組んだ脚を外し、椅子から立ち上がった彼女は、ゆっくりと憲也の前まで歩いてきた。

「大切な人を失うことから逃のがれようとする──あなたに、そんな権利があるの？」

「わかったよ……俺にはそんな権利はない。君に逆らう権利もない。忘れていて悪かった」

　憲也が言うと、彼女は小さく頭を傾かたむけて、嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。栗くり色の長い髪かみが、さらさらと音を立てて肩の上を零こぼれていった。

「福原君は飲み込みが早くていいわ。私の意見を尊重してくれるし。芝山君だったら、こうはいかないでしょうね」

「…………」

　彼女は窓を開けると、遠い目をして月を見上げた。

「天気予報、一週間はずっと晴れるって言ってたわ。夜も綺き麗れいな月夜でしょうって」

「そうか……」

「長かったわね。やっと、会えるのね。芝山君に」

「…………」

　憲也も彼女と並んで、空を見上げた。月は他ひ人と事ごとのように、静かで優やさしい光を振りまいていた。




　翌朝、虹原高校風紀委員長、長谷常彦と、委員の塩原友子は、正門の前に仁に王おう立だちをしていた。

　登校する生徒たちが、何事かという目で二人を見ている。今、目の前を通り過ぎていった女子生徒たちなど「何、あの馬ば鹿か」と言って、しっかり長谷たちを指差して行った。長谷と塩原は、竹ぼうきを二本組み合わせて作った、巨きよ大だいな十じゆう字じ架かを手にしていた。

「委員長、私は前から疑問に思っていたのですが」

　春の朝の爽さわやかな風に、お下げ髪の三つ編みを揺ゆらし、塩原が言った。

「魔ま女じよやら吸きゆう血けつ鬼きやら、十字架が苦手な化けものが多いのは、何な故ぜなんでしょう？」

「ははは。不勉強だね、塩原君」

　朝日に分厚い眼め鏡がねをしゃきんと光らせ、長谷が不敵に笑う。

「十字は四よつ辻つじを意味している。それぞれの方角には様々な見解があるが、そのうちの一つに、上が天国、下が地じ獄ごく、右は前世で左は来世を示しているという説があるのだよ」

「はあ」

「すなわち、それぞれの場所は、今の場所──現在いる世界以外への道みち標しるべとして、認にん識しきされる。現在の存在を否定され、別の世界へ行ってしまえ、という意味だ。魔女や吸血鬼等、永久の命やら何やらを求めて現世に執着しまくっている奴らには、恐きよう怖ふの対象になるのではないかね」

「なるほど。委員長ってば博学ですねえ」

　竹ぼうきの十字架を小こ脇わきに抱かかえ、ぱちぱちと拍はく手しゆをした塩原が「あっ」と叫さけんで前方を指差した。

「委員長、出ました！　一年三組の一条豊花です！」

「おお、現れたか！　八時十分……魔女にしてはまともな登校時刻だな！」

　校門に至る真まっ直すぐな道を、たくさんの生徒に混ざって、長谷たちが待ち構えていた女子生徒が歩いてくるところだった。

　腰こしまで届く長い髪を軽く揺らしながら、両りよう隣どなりにいる友人と談だん笑しようしている。一条豊花の顔を確認し、長谷は思わず唸うなってしまった。前回見た時は暗い夜道だったため、あまりよくわからなかったのだが──こうして日の光の下で見ると、かなりの美少女であることが判明した。

　しかし弛たるんだ長谷の目元も、一条豊花が鞄かばんと一いつ緒しよに手に持っている、布に包まれた長い棒状の物体を見た瞬しゆん間かん、音を立てて引き締しまった。食いしばった歯をがきがきと鳴らし、長谷は口の中で悔くやしそうに呟つぶやく。

「おのれ、魔女め……早さつ速そく色気で私を惑まどわそうとしてくるなど……許さーん！」

　後半は叫び声になりつつ、長谷は竹ぼうきの十字架を持って、一条豊花に向かって走りこんで行った。

「一条豊花君！」

　長谷はきょとんとしている一条豊花の鼻先に竹ぼうきを突つきつけ、怒ど鳴なった。周囲の生徒がぎょっとなって行く末を見守る。

　走った時にずり下がってきた眼鏡を左手で直しながら、長谷は続けた。

「君を校則違い反はん所有物携けい帯たいの疑いで、連行する！　私は知っているのだぞ。君が夜よ更ふけの街で、妙みようなマントを着け、その杖つえで妙なことをしていたことを！」

「ええー、何言ってるの、この人……」

　瞳ひとみを潤うるませて、一条豊花が可愛かわいらしい涙なみだ声ごえを上げた。周囲の男子生徒の心臓が一いつ斉せいに跳はね上がる音が、長谷の耳に届く。

「ひどいひどい、あたしが何をしたって言うの。これは母方の祖父の甥おいのお祖ば母あさんの形見だから、いつも持っているだけなのにいい」

　両手で顔を覆おおい、一条豊花は声を上げて泣き始めた。男子生徒たちは殺気だった目で長谷を睨にらみ、友人たちが彼女の肩かたを抱だいて「ひどい先せん輩ぱいよね。校長に訴うつたえてやろう」と相談し始める。長谷は焦あせった。何だか知らないが、今自分は公然と思い切り、悪役にされていると気がついた。

「……あたし……」

　ふと顔を上げた一条豊花が呟く。長い睫まつげが涙にしっとりと濡ぬれ、太陽の光を受けて輝かがやく光景は、現実とは思えないほど美しかった。彼女は魔女などではない、聖女だ。誰だれだ魔女なんて言ったのは。私か──ぐるぐると巡めぐる思考に混乱し立ち尽つくす長谷へ、豊花がとどめの一言を放つ。

「……あたしはこの学校にいちゃいけないみたい……やめちゃおうかな……」
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　瞬間、長谷に数十人の男子生徒が一斉に襲おそいかかってきた。長谷の視界はあっという間に黒一色に染まってしまう。

「風紀委員！　この野や郎ろう！　調子こいてるんじゃねえぞ！」

「一条さんに謝れ！　謝ってお前が学校をやめろ！」

「や、やめたまえ、君たち！　傷害で君たちも連行する……」

　長谷は最後まで叫ぶことができなかった。四方八方から蹴けりやらパンチやらが飛んで来たからだ。

　黒い人ひと垣がきの向こうで、一条豊花が長谷にピースサインを振ふって笑ってみせた。彼女は涙るい腺せんにスイッチでも持っているらしく、涙は恐おそろしいくらい完かん璧ぺきに止まっている。

「……やっぱり魔女だ……色んな意味で……」

　長谷は口の中で呟き、地面へ倒たおれた。その背後で塩原が悲鳴を上げたが、すぐに気き丈じような表情に戻もどると、合がつ掌しようをして言う。

「委員長……委員長は最後まで立派でした！　でも、委員長の遺志は私ががっちり引き継つぎますから、ご安心下さい。と言うわけで、待ちなさい、一条豊花さん！」

　ぼろぼろになった長谷の体を鮮あざやかに飛とび越こえて、塩原は走り出した。跳ちよう躍やくは良かったのだが、着地が良くなかった。塩原は地面の小石に躓つまずいて、派手に転てん倒とうした。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　一条豊花が差し伸のべた手を無視して立ち上がると、塩原は竹ぼうきを突き出して言った。

「私は騙だまされませんからね！　母方の祖父の甥のお祖母さんって、要するにただの先祖じゃないですか！」

「ただのとは何よ。ご先祖様がいて、あたしたちはいるのよ」

　軽く胸を張って一条豊花は言う。周囲の生徒は完全に彼女の味方になっているので、何な故ぜか拍手まで沸わいた。

　負けてなるものか、と塩原は三つ編みを振って反論する。

「だからって、生徒がみんなご先祖様の遺品を持って学校に来ちゃったら、収拾がつかなくなります！」

「まあ、そうだけどお。でもご先祖様の供く養ようは大切なのよー」

「論点をすり変えようったって、そうはいきませんよ！　大体、私がざっと見ただけで、あなたは持ち物だけでなく、複数の違反をしています！　スカートの丈たけは短か過ぎるし、ソックスは三つ折りの白と決まっているはずです！　それにその耳のピアスは何ですか！　耳みみ朶たぶに穴なんか開けて、あなたはどうしようって言うんです！」

「これは冗じよう談だん抜ぬきで、あたしの友だちの形見よ」

　大きな瞳に一いつ瞬しゆん、真しん剣けんな白い光を放ち、一条豊花が答える。

「彼女は高校に入る前に死んじゃったの。だからあたしがこれをつけて、あの子の分まで高校生活を楽しむって決めたの。校則に違い反はんしたって、仁義には違反していない。誰にも文句なんか言わせないわよ」

「そ、それは、じゃあ……今日はまあ、ともかくとして……」

　妙に真まっ直すぐな視線に押され、塩原はたじろいだ。それでも、何とか反はん撃げきの切り口を探そうと、相手を睨み回す。

　唇くちびるに色付きのリップを塗ぬっている──塩原は勝ち誇ほこったように、一条豊花に人差指をつきつけて叫さけんだ。

「その口は何ですか！　色付きリップまで形見とか言わせませんからね！　この間の持ち物検査の時だって、口紅を薬用だと言い張った女子がいましたけれど、私はごまかされませんよ！　虹原科学研究所に分ぶん析せきしてもらって、薬用成分なんか一ミリも含ふくまれていないことが……」

「ねえねえ、あなた楽しい？」

　塩原の言葉を遮さえぎって、一条豊花が尋たずねてきた。

「他ひ人とのことばっかり、毎日そんなに気にして、それで人生満足してるの？」

「な、何を……」

　一条豊花の顔には、どことなく憐あわれみのこもった表情が浮うかんでいた。今までそんな目で人に見られたことのなかった塩原は、激しく動どう揺ようする。

「わ、私は……だって、風紀委員で……」

「人のことに口出しできるくらい、あなたはもう完璧なの？　ああ、ごめん、嫌いやみで言ってるんじゃなくってさ。人のことを気にし過ぎて、自分のことを疎おろそかにしてるんだったら、可哀かわい相そうだなあって思っただけなの」

「わ、私は……そんな……」

「年取って、お墓の中で後こう悔かいしたって遅おそいと思う。もっと自分のための人生を生きた方がいいわ」

「な、な、な……」

　拍はく手しゆ喝かつ采さいが春はる霞がすみの空へ響ひびいた。短いスカートの裾すそを翻ひるがえし、鮮やかに去って行く一条豊花の背中を見送り、塩原はその場にしゃがみこんでしまった。

　周囲の生徒の視線を気にもせず、地面を見つめて塩原は呟つぶやく。

「私は……私は、だって、小学校から風紀委員をしていて……誰だれかがやらないと、誰もやらないし、集団はまとまらないし、人の群れは愚おろかだし……校則が一番偉えらいに決まっていて、それを守らない人は馬ば鹿かだって、中一の担任も言ってたし……ああ、でもあの先生、未成年に対する猥わい褻せつ罪ざいで捕つかまっちゃいましたね……ええと、何でしたっけ？」

　塩原は頭をかくっと傾かしげ、考えた。

「私は一体何なんでしょう？　校則を守る立派な生徒……そうです、私は立派なんです……。……でも、いつまで立派でいられるんでしょう？　社会に出たら駄だ目めじゃないですか……いえ、法律を守る立派な大人になりますよ。私は立派なんですってば……じゃあ、日本を出たら、どうしましょう……地球を出たら……火星にも法律はあるんですかね……火星ってどこでしたっけ……。あ…………」

　そこで塩原は、自分の思考がとてつもなく暴走していることに気がついた。我に返って恥はずかしくなり、染まった頰ほおを両手で打つ。塩原は頭を左右にぶんぶんと振ふった。

「平気か、塩原君」

　ふと頭上から声がかけられ、顔を上げると、復活したらしい長谷が手を差し伸べていた。長谷は竹ぼうきを松まつ葉ば杖づえのようにして、辛かろうじて立っているようだった。

「委員長、私……」

「うむ」

「危なかったです……魔ま女じよの呪じゆ術じゆつにはまって、人生観を狂くるわせられるところでした」

「うむ、よく自我を保てたな。君は立派な人間だ。私は同じ委員として、非常に誇らしい」

「私は私なんです。風紀委員になるために、ここにいるんです。間ま違ちがってなんかいません」

「その通りだ。君が信じた道を突つき進みたまえ」

　塩原は強く頷うなずくと、長谷の手に摑つかまって立ち上がった。二人で竹ぼうきの十じゆう字じ架かを天へ掲かかげ「おー」と気合いを入れた。遅ち刻こくぎりぎりになって登校して来た生徒が、不ふ審しんそうに二人を迂う回かいして校門を抜ぬけて行く。

　長谷はヒビの入った眼め鏡がねをぎらりと輝かがやかせ、堂々と宣言した。

「さあ塩原君。一条豊花の方は失敗したが、兄の京介の方は必ず成敗するぞ！」

「はい、委員長！　一条豊花は我々のラスボスとして設定しましょう！　ラスボスは最後に倒たおすからラスボスなのです！」

　二人の風紀委員は、校門の前で激しく竹ぼうきを振り回した。五分後、学校近辺の民家から苦情が来たので、彼らは教師によって強制撤てつ退たいさせられることとなった。




　一条京介はその朝、午前中の授業は最初から休むつもりで自宅を出た。向かった場所は高校ではなく、虹原駅近くにある、本家──正式名めい称しよう、光流脈統とう轄かつ管理本局、である。

「本家」は、全世界に存在する光流脈使いの元もと締じめ的存在組織であるので、一いつ般ぱんに使われている言葉とは意味合いが異なる。実際のところ、術者は全員同じ血統に属するので、本家にいる人間も親しん戚せきと言えば親戚なのだろう。だが術者の中で、互たがいの関係を正確な親等で認にん識しきしようとする人間は、ほとんどいない。同じ血統と能力を持つ一族ではあるが、親族としての情よりも、同業者としての意識の方が強い。術者の間ではそういった感覚が通常であった。

　術者の使う術具は、本家が全すべて配給している。どういった物がどこに住むどの術者に渡わたっているかなど、全ての情報を本家は把は握あくしているのだ。よって、一般の人間が術具を手に入れる機会は、盗ぬすむか偶ぐう然ぜん拾うかする以外には、ほとんどありえない。

　術具には大よそ、持ち主の血けつ痕こんが不可視状態で埋うめ込まれており、特定の術を掛かければ持ち主を判定できるという。その判定術は管理体制を徹てつ底ていするために、本家直属勤務の術者以外は使えないようになっている。京介が本家を訪おとずれようと思ったのは、屋上で拾った導どう澱でん端たん末まつを判定してもらうためだった。昨日の夜、豊花に行って来いと命じられたのだ。

　虹原駅の東口、両りよう隣どなりをドーナツショップとレンタルビデオ店に挟はさまれた、縦長の古いビルに本家はあった。七階建ての全フロアを代表者名義で占せん有ゆうしており、京介は詳くわしいことはわからないが、一つの企き業ぎようとして市には登録されているらしい。

　京介のような一いつ介かいの矯きよう正せい術者に用があるのは、ビルの一階「術者センター」と呼ばれる場所ぐらいだ。他ほかの階にどんな部署があるのか、京介は特に興味がない。

　一階の自動ドアをくぐると、教室三つ分ほどの広いフロアがあった。カウンターの内側で職員が忙いそがしそうに動き回り、ロビーには、それぞれ順番待ちの人々が書類の記入をしたり、備え付けの大型テレビで、昼前のニュース番組を見て暇ひま潰つぶしをしたりしている。一見すると銀行か役所のようだが、決定的に違うことは一つ、この場にいる全員が、光流脈使いだということだった。

『澱よどみ浄じよう化か強化月間・良い光・良い術・良い世界』という貼はり紙がみの貼られた壁かべの前を通り、京介はフロアの一番奥まで歩いて行った。用がある「術具管理課」の標示が出ているところまで行き、カウンターの上の名めい簿ぼに自分の名前を記入する。京介の前には三人の名前があった。

　待合い席でちょうど煙草たばこを一本吸い終わった時、カウンターの方から名前を呼ばれた。強いパーマ頭のおばさんは、京介の制服とロビーの灰皿を鋭するどい眼光で交こう互ごに見やったが、別にカウンターを乗り越こえて食いついて来る気配はないようだった。

　京介は学生鞄かばんから昨日拾った導澱端末を取り出し、カウンターの上に載のせ、おばさんに言った。

「これ、昨日拾ったんです」

「ああ、そう。ごくろうさま。じゃあこの書類に名前と住所を書いて」

　おばさんは面めん倒どう臭くさそうに書類を突き出して言った。白のブラウスと紺こんのスカートという、一応本家直属職員の制服を着ているものの、このままスーパーのレジに収まっても、何の違い和わ感かんもなさそうだ。それでもこのおばさんも、立派に術者の一員なのである。

「血痕判定をして欲しいんです」

「何だって？」

　京介が言うと、おばさんは大きな声で問い返した。ちょうど隣の「報ほう酬しゆう相談課」から、「あれだけやって、この金額は納なつ得とくいかねえよ」という怒ど鳴なり声が響ひびいた時だったのだ。

「昨日、この端末が放置してあったせいで、おれの目の前で暗あん鬼きが発生しました」

　カウンターに身を乗り出して京介が言うと、おばさんは頭を振ふって頷いた。

「迷めい惑わく掛けられたから、持ち主探し出して、落とし前つけさせようってことね？」

「いえ、そこまでは」

「いいの、いいの、そういう人、最近多くってさあ。罰ばつ金きん毟むしり取ってやりゃいいのよ。係長ー、こっちの判定、頼たのめる？」

　おばさんは大きな声でカウンターの奥に向かってそう叫さけんだ。窓まど際ぎわの席から眼め鏡がねをかけた気の弱そうなおじさんがやってきて、カウンターの上の導澱端末を白い布で包み、それを持って別のフロアの方へ移動して行った。

「十分くらい待ってもらえる？　終わったら呼ぶから」

　おばさんが二に重じゆう顎あごで待合い席を示したので、京介はまたロビーに戻もどった。

　煙草を吸いながら、ロビーに置いてある新聞を読んでいると、頭の上から声がかけられた。

「キョウスケ？」

　顔を上げると、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの大おお柄がらな美女が、溢あふれるばかりの笑顔を浮うかべて立っていた。京介は目を瞬しばたたいて美女の名前を呼ぶ。

「ジェニファー？　何だ、日本に来ていたのか？」

「やー、ニネンぶりねえ！　ゲンキそうねえ。ユタカもゲンキ？」

　ややイントネーションがあやふやなものの、十分に流りゆう暢ちようと言って過言でない日本語を操あやつり、美女は京介の隣に腰こしを下ろす。彼女、ジェニファーはアメリカ人であるが、二年前に日本にホームステイに来ていたことがある。その際には京介の家に半年ほど住んでいた。

　彼女の祖父に術者の血統が入っているため、ジェニファーにも能力は受け継つがれている。ホームステイ中、ジェニファーは一時期だが、矯正術者として虹原一丁目の担当をしていた。帰国した後は、リッチモンドの一角を担当しているらしい。

「リッチモンドのシキョク、アタマ固いからホンケまできちゃったよ。ワタシ、アンキをヨッツもタオしたのに、ニセンドルしかデないのよー」

　ジェニファーは大柄な肩かたを揺ゆすって笑った。世界各地に支局が点在し、在地の術者へのサポートを行なっているものの、本局というべきものは日本の虹原市にしかない。支局が判断しかねる問題を抱かかえた術者が、世界各国から本家へやってくることは、特に珍めずらしいことではない。

「暗鬼か……。おれは昨日、初めて倒たおした」

　京介が煙けむりを吐はきながら言うと、ジェニファーは唇くちびるをすぼめて小さく口くち笛ぶえを吹ふいた。

「へえ、ニジハラにもアンキがデるのね。ワタシがいたコロ、そんなヨドんだトチにミえなかったのに」

「二年前に比べて、この街も治安が悪くなったのかもしれない」

「そうねー、ガクセイさんがヘイキなカオして、タバコふかしてるもんねー。ま、それはニネンイジョウマエからだけどさあ。あはははは」

　ジェニファーは京介の肩をびしばし叩たたいて、一人でげらげら笑った。このノリが豊花と合うらしく、二人はよく下らないことで爆ばく笑しようし合っていた。その輪の中に、時々家に遊びに来る砂島礼子も、もちろん加わっていた。

　ふと思い出し、微かすかに表情を変えた京介に気がつき、ジェニファーが笑うのを止やめる。青い瞳ひとみを細め、彼女はふっくらとした手を京介の肩に置いた。

「キョウスケ、レイコのことは……まだワスれられないみたいね」

「忘れなきゃいけないってことでもない」

「……そう……。そうだよね」

　訪おとずれた沈ちん黙もくを打ち払はらうように、ジェニファーは手をばちんと打つと、明るい声で言った。

「そうそうキョウスケ、ジュツホンどこまでオボえた？　ワタシ、ヨンジュッサツまでいったわよ」

　術者が学ぶ「術本」と呼ばれる書しよ籍せきには、およそ七百万種の術が記されている。書籍は全八十冊あり、術者の年代の巻数──十代であれば十冊代を目め処どに習得してゆけばよい、と言われている。ジェニファーは二十六歳であるから、かなり優ゆう秀しゆうな部類だ。京介の方もそれほどやる気はないのだが、二十冊目まで習得している。だが、ある夜中、豊花に包丁を突つきつけられて「あまりあたしを突き放すと兄きよう妹だいの縁えんを切るわよ」と言って脅おどされた。そんな豊花は現在、十四冊目で滞とどこおっている。

　一いつ般ぱん的には三十冊目からを高等術と言い、それ以前の自由習得に対し、高等術は一冊ごとに本家で修しゆう了りよう試験を受けなくてはならない。豊花はもしかしたら、その試験が面めん倒どうで、わざとゆっくり術本を学んでいるのかもしれない、と京介は思った。

「四十冊か。憲也もそんなもんだって、前に言っていた。大したもんだよな」

「でもねキョウスケ。ヘンなジュツもオオいのよ」

　天てん井じようを見上げ、ジェニファーが瞳の色を曇くもらせる。

「ナカには、ジュツシャドウシをイケニエにしあってオこす、トんでもないジュツもあって。ワタシはそんなものオボえたくないけどね」

「ふうん」

「ヨドみをケして、セカイジュウのイロんなヒトのシアワせをマモれれば、それでジュウブンだよ」

「そうだな。ジェニファーは偉えらいよ。そこに貼はってある今月の標語みたいだ。本家の職員の前で今の言葉、もう一度言ってやるといい。賞状くらい貰もらえるかもしれない」

「ショウジョウじゃ、ハラはフクラマないわ」

　ジェニファーがそう言ってまた朗ほがらかな笑え顔がおになった時、カウンターで彼女の名前が呼ばれた。ジェニファーが手を振ふって去り、京介は煙草たばこを振って応こたえた。その煙草をそのまま灰皿へ押しつけていると、術具管理課の方から京介の名前も呼ばれた。

　カウンターの方へ歩いていくと、前と同じおばさんが背後に向かって「係長、私の出前は天てん津しん丼どんで間ま違ちがえないでよ！」と喚わめいていた。

「判定、終わりましたか」

　京介が尋たずねると、おばさんは首をごきっと鳴らしてこちらに向き直った。

「ああ、お待たせ。出たわよ、ええとね、『血けつ痕こん消去済み』だってさ」

　手元の書類を読む、おばさんの綿毛のような髪かみを眺ながめ、京介は小さくため息をついた。導どう澱でん端たん末まつから血痕が消去されているということは、つまりは持ち主の判定も不可能であるというわけだ。血痕を消去する術は、かなり高度な部類に入る。持ち主は導澱端末で澱よどみを故意に作り出し、後に端末が誰だれかに拾われたことも考えて、自分の足そく跡せきを予あらかじめ消しておいた、とも考え得うるが──。

　見えない大きな悪意を感じ、京介は眉み間けんを翳かげらせた。するとおばさんも眉まゆを寄せて言う。

「あんた、用が済んだんなら、さっさと学校行きなさいよ。あんたが授業をサボっている間にね、親おや御ごさんが払ってくれている授業料が、無む駄だに消えていくのよ」

「教育委員会に今の言葉を報告したら、賞状くらい出るかもしれませんね」

「あら、本当？」

「賞状じゃ、腹は膨ふくらみませんけれど」

　京介はカウンターを離はなれた。ちらりと報ほう酬しゆう相談課の方を見ると、ジェニファーがものすごい速さの英語で、職員を打ち負かしている真っ最中であった。




　本家を出たところで、京介は街の人の流れの中に、見知った顔を見つけた。体格の良い大きな体を、京介と同じく、平日の昼前に道を歩くには、やや不似合いな学生服で包んでいる。従い兄と弟この福原憲也だった。

　四角い顔を左右に巡めぐらせ、注意深く走らせる憲也の視線に、京介は思わずビルの陰かげに身を隠かくしてしまった。隠れる必要はなかったと思うが、いつもと違う憲也の雰ふん囲い気きが気になった。こんな時間に学校にも行かず、憲也は何をしているのだろう。京介自身はともかくとして、相手は真ま面じ目めな受験生なのだ。

　憲也は銀行の前で腕うで時ど計けいを見つめ、誰かを待っているようだった。手には玲れい洗せん樹じゆの枝を持っていた。程ほどなくして、駅の方から男が一人やってくると、憲也に声をかけた。玲洗樹の枝を指差し男が何か言うと、憲也が頷うなずく。何やら待ち合わせの目印に玲洗樹の枝を持ってきた、という感じだ。二、三言葉を交かわすと両者は並んで歩き出した。相手は四十代ほどの背の低い男で、妙みようにつり上がった目が印象的だった。だが、京介には知らない顔だった。

　二人は人目を憚はばかるようにして、すぐに通りに面した喫きつ茶さ店てんへ入って行った。京介はビルの陰に隠れたまま、ひっそりと腕組みをした。憲也が学校をサボって見知らぬ人と会っていようが、自分にはまるで関係のないことだ。だが──まあ、いいだろう。急いで学校へ戻もどりたいほど、勉強熱心なわけでもない。

　京介は何となく気き紛まぐれを起こし、周囲の光流脈の流れを読んだ。流れは一種の気配で、修しゆ業ぎようを積めば感覚的に察せられるようになる。実際、研修に入る前の末み認にん可か術者は、流れを読む練習を数ヵ月もやらされる。

　精せい霊れいの欠片かけら同士が繫つながり合い、その根が網あみの目状に地中を走っているわけであるが、術を施ほどこす対象がある場合は、それが効力圏けん内ないに存在しなければ当然術は成功しない。今回は、運良く喫茶店の真下を走る流れが見つかった。玲洗樹の枝の先を地面へ突つき立て、京介は呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。寅とらより出いでて午うまへ、九間から十間で発動。声帯より流れる音色を我のもとへ集積」

　薄うすい光が京介の足あし下もとから発し、風のように地面を駆かけると、道の先の喫茶店の周辺で空気中に弾はじけて消しよう滅めつした。途と端たん、京介の耳に様々な人間の声が押し寄せてくる。喫茶店一帯の人間の声を聞けるよう、術を施ほどこしたのだ。

　本来ならば、憲也と連れの男の声だけが必要なのだが、対象を二人のみに絞しぼり込むと、術そのものを憲也に当てるということになる。特に人体に害を及およぼすような術ではないが、京介は憲也が術に気がつくことを恐おそれた。ある程度力のある術者なら、自分に向けられた術の気配を、簡単に察してしまうからだ。喫茶店全域を術範はん囲いに指定したのは、それを避さけるためだった。

　他ほかの客の会話や、オーダーを取る店員の声、調理場で交わされる愚ぐ痴ちや陰かげ口ぐち──憲也の入った喫茶店で現在立ち上がっている、ありとあらゆる人の声が京介の鼓こ膜まくを震ふるわす。盗ぬすみ聞きしているようで──実際、そうなのだが──思った以上に気分が良くなかったので、京介はやっぱりやめようと思った。術の効力を消滅させようとしたその時、鼓膜に聞き覚えのある響ひびきが届いた。

（すみません、遠いところをわざわざ……）

　畏かしこまった憲也の声を見つけ、京介は喫茶店の方を見た。窓まど際ぎわの席には座らなかったらしく、姿は見えなかったが、大きな背中を丸めている体が想像できるような、そんな恐きよう縮しゆくした声だった。

（ええねん、それよか兄ちゃんの方こそ、こないな時間に平気なんか？　学校サボってええの？）

　ひどくしゃがれた、訛なまりのある声が返答する。この声が、憲也の待っていた背の低い中年男だろう。京介は光流脈が運ぶ声に、思わず聴ちよう覚かくを集中させた。

（俺の方は、気になさらないで下さい。早さつ速そくですが……）

（全部揃そろってるで。『犬いぬ岩いわの骨ほね』、粉末で一キロ、『冥めい界かい繭まゆの糸いと』は三束やったな……。しめて、こんなもんでどうや？）

（そちらの言い値という約束でしたから。問題ないです、お支し払はらいします）

　京介は眉まゆを寄せた。憲也は男から何かを買っているようだった。物の名前を聞いたところ、効能はわからなかったが、術に用いる術薬の一種のようだ。術薬は、巫み女こが光こう儀ぎ大たい神しんに対し、祈き禱とうを行なっていた頃ころの供く物もつの名な残ごりと言われている。現在でも、展開処置が難解な術ほど、定型呪文による新方式だけでは事足りず、多くの術薬を要する。術具同様、術薬も本家を通して入手するのが、術者の常識であるが……。

　裏の売人か、と京介は思った。父親に以前聞いたことがある──本家の術具管理課以外でも、必要な物品を入手できるルートは幾いくつかあり、そういった商売で身を立てている人間がいる、と。彼らから手に入れられる物は、難易度が高い高等術に使用する術薬が多い。センターでジェニファーも言っていた、他人の命を犠ぎ牲せいにして展開させる術なども、それに当たるだろう。

　術薬を本家に注文する際には、書類に術の目的を記入させられる。本家はその理由を検討し、人道を基準にして返答を出すので、それに外れた注文は、大たい概がい却きやつ下かされてしまう。かつて、生き物の命を犠牲にしてでも、より大きな奇き跡せきを求めるという風習のある時代が、短期間ではあるものの存在した。その頃にはそういった傾けい向こうの高等術の基き礎そが、多数創つくり出されていた。だが、現在の世の中で、かつての風習に基もとづく術の数々が、必要な力とは言えない、というのが本家の考えだった。いずれ術本の改かい訂ていが進めば、残ざん酷こくな高等術は掲けい載さいを削さく除じよされる可能性もあるだろう。

　本家側は、裏の売人たちを厳しく取り締まっているようだが、得てしてそういった世界に生きる人種は、簡単には絶滅しない強力な生命力を持っている。実際に需じゆ要ようがあるから彼らも存在し続けるわけで、術者の人道意識が問われる問題でもあると、京介の父親は眉を曇くもらせて言っていた。そしてその数日後、父の部屋の押おし入いれから謎なぞの術薬が出てきて、母親にものすごい勢いで蹴けり倒たおされていた。配はい偶ぐう者しやを三日ほど感かん冒ぼうで苦しめる代わりに賭かけ事ごとが的中するという、どうしようもない術に使用する術薬だったらしい。翌日、大きな競きよう艇ていのレースがあったが、父は部屋から一歩も出てこなかった。

　そんなことを思い出している京介の耳には、憲也の連れの男が、金額を上げたり下げたりまた上げたりする声が、鬱うつ陶とうしく響き続いていた。男がようやく納なつ得とくした際に憲也が払った金額は、五十万円を超こえていた。京介は、憲也が来年から一人暮しを始めるために、貯金をしていることを思い出した。

（残りの品やけど、知り合いがこの近所に住んでてな、そいつんとこに送ってあんねん）

　水だかコーヒーだかをずびずびと飲む音を混ぜながら、男が言う。

（兄ちゃん、一いつ緒しよに取りにいかへん？）

（わかりました。じゃあ出ましようか）

　憲也が言い、間もなく二人の姿が喫きつ茶さ店てんから現れた。そのままタクシー乗場に向かう憲也を遠目に見つめたまま、京介はどうするべきかと悩なやんだ。何だか嫌いやな予感がするが、憲也の私的な問題に首を突つっ込むのもどうか、という気もした。だが、憲也と男を乗せたタクシーがロータリーを発車した時、京介の足もタクシー乗場の方へ向かっていた。

　ふと気になって足を止め、財さい布ふの中身を覗のぞき込んで京介は舌打ちをした。昨晩入れておいた新しい五千円札が、そっくりそのまま消えている。本家へ来る道で煙草たばこを買った時は小こ銭ぜに入いれしか見なかったし、本家では金を遣つかうことがなかったので気がつかなかったが──そう言えば朝、京介がまだ寝ねている時に、豊花が部屋に侵しん入にゆうしてきた──ような気がした。彼女が「大漁大漁」という下品な笑い声を上げたのを聞いた──ような気がした──のは、どうやら気のせいではなかったらしい。豊花は先日も「家族の間で金が動くのは生理現象だ」と明言していたくらいだから、今いま更さら財布の中身を抜ぬかれても、京介は驚おどろきもしない。だが、こういった緊きん急きゆう時じに困るようなタイミングで気がつくと、やはりそれなりの疲ひ労ろうを感じた。

　仕方ないので、そのまま駅の裏に走り、不法駐ちゆう輪りんされている自転車の群れへ向かった。一番手近にある鍵かぎの掛かかった一台を選び、一応持ち主に心の中で少しだけ詫わびた後、京介は玲れい洗せん樹じゆの枝を自転車へ向けた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。辰たつより出いでて人工物質にて発動、束そく縛ばくを解除、午うしへ沈しずめ」

　瞬しゆん間かん、自転車の鍵が音を立てて外れた。学校をサボって自転車泥どろ棒ぼうでは、丸っきり悪党だな、と我ながら思う。更には夕べ、屋上に居合わせた男子生徒から「悪の魔ま法ほう使つかい」と言われたことも思い出した。

　どうせおれは悪だよと呟つぶやきながら、京介は自転車に跨またがって通りへ飛び出した。幸い車線が混こみ合っていたこともあり、信号無視をして一分ほどペダルを漕こいで行くと、前方に憲也の乗ったタクシーを見つけることができた。

　そのままある程度の距きよ離りを置いて追いかけること十数分、タクシーは大通りを外れ、狭せまい脇わき道みちに入って行き、小さな神社の前で憲也たちを降ろして去っていった。背の低い男は、憲也を近所の民家へ案内すると思いきや、そのまま神社の中へ進んで行く。京介は首を傾かしげつつも、自転車を止めて二人の後を追った。




「話が……違ちがうじゃないですか……」

　憲也の骨太な四角い顔が青ざめている。大きな欅けやきの隙すき間まから陽ひの零こぼれる神社の境けい内だいには、彼以外に六人の人ひと影かげがあった。一人は目のつり上がった、憲也の連れである中年男。あとの五人は初めて見る顔だった。憲也たちが神社に来るのを待っていたようだった。

「違うことあらへんがな。残りの、『紫むらさき天てん秤びんの水みず』やったっけ？　それの代金五十万払はろうてって、言うてるだけやな」

　つり目の男は肩かたを竦すくめて、さも困ったような表情を浮うかべた。憲也は顔を上げると、少し大きめの声で反論する。

「さっき払った金で全すべてだって、言ったじゃないですか」

「さっきのは、さっき渡わたしたブツの金や。まだ渡してないんのは、別べつ途とに貰もらわな採算合わんがな」

「そんな……最初の見積りと違います」

「何やの兄ちゃん。人の良さそうな顔して、踏ふみ倒す気？　最近の若いもんは怖こわいなあ」

　彼がそう言うと、背後にいた五人の男が一いつ斉せいに、憲也へ一歩踏み出す。五人ともそのままヤクザ映画のエキストラへ出演できるような、揃そろいも揃ってみごとな悪漢顔した大男だった。大おお柄がらな憲也が小さく見える。

　鳥居のところでその光景を見守りながら、京介はため息をついた。つり目の男はどうやら、憲也を騙だまして水増し請せい求きゆうをしようとしているらしい。いい大人が高校生相手に何をしているんだ、と思った。こんな売人に引っかかってまで、憲也は一体何を買おうとしているのだろう。

「今は……すぐには、払えません。銀行の口座はもう空ですし……」

「そうやったら、その辺の金貸しに借りてきいや」

「俺は学生なんです。貸してくれませんよ」

「だったらええわ。金払わんのやったら、ブツは渡さん」

「困ります……緊急に必要なものなんです。後払いで必ず払いますから」

「うちはなあ、きっちりはっきり現金前払い制なんや。兄ちゃんもそれが気に入って、頼たのんできたんやろ？　分割引き落としされっと、親にばれる言うてなあ」

　男の短い足が、憲也の玲洗樹の枝を蹴けり払った。それを皮切りに、背後にいた男たちも交こう互ごに憲也を殴なぐり始めた。

　京介は乱入してやろうかと思ったが、境内を流血で汚けがしたら、何かの罰ばちが当たりそうな気がしたので、止やめた。その場で玲洗樹の枝を振ふり、呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝く女神。卯うより酉とりまで四間、凶きよう暴ぼうなる選せん択たく対象を十里彼方かなたへ逸いつ走そう」

　境内に突とつ風ぷうが吹ふき荒あれ、欅の梢こずえが唸うなり声を上げるほど揺ゆれた。途と端たん、憲也を除く男たちは唐とう突とつに悲鳴を上げた。彼らは口々に喚わめき、四方八方に駆かけ出すと、神社を飛び出していった。本人の意思とは無関係に、この場から退去するよう男たちの肉体に術を施ほどこしたのだ。うまく術が効いてくれれば、彼らの足が止まるのは、ここから約四十キロ先の遠方の地だろう。

　風が止むのを確かく認にんし、京介は砂じや利りの敷しきつめられた短い参道を歩いて、境内に入って行った。憲也は地べたに座り込んだまま、つり目の男が落としていったらしい小さな壺つぼを抱かかえていた。

「憲也」

　京介が声をかけると、広い肩が震ふるえ、憲也はゆっくりと振り返った。両目の焦しよう点てんが曖あい昧まいで、顔色は青を通り越こして真っ白だった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　京介が手を差し出すと、憲也はそれを分厚い掌てのひらで打ち払った。うつろな目を向け、憲也はぶつぶつと呟く。

「俺なんか何で助けたんだ……俺なんか何で……俺は……」

「憲也……？」

　おかしいと思った時は、もう遅おそかった。憲也は突然立ち上がると、両手を伸のばして京介の首に摑つかみかかってきた。息が詰つまり、心臓が苦しみ足あ搔がいて心しん拍ぱく数すうが跳はね上がる。手から玲洗樹の枝が滑すべり落ちた。

「俺は、俺は、俺は、お前に助けられるような男じゃないんだぞ……俺が、俺が、俺が、何をしてるのか知ったら、お前は……」

　訳のわからないことを口走る憲也の声が、直接脳に響ひびいてきた。京介は憲也の手を剝はがそうと抵てい抗こうしたが、太い指は容よう赦しやなく首筋に食い込んでくる。

　頭の中が赤と黒に点てん滅めつし、体中の細さい胞ぼうが酸素を求めて暴れているようだった。死ぬほど苦しいとはまさにこのことなんだな、と京介は思った。礼子も死ぬ前は、こんなふうに痛くて苦しかったんだろうか──。

　不意に憲也の片手が首を離はなれ、京介の頭を摑んだ。締しめ付けられていた気管は開放されたが、呼吸が戻もどっても、今度は頭に脳のう味み噌そごと握にぎり潰つぶされるような激痛が走る。
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「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。対象の記き憶おくを一刻遡さかのぼり、……」

　ごく近くで憲也の唱える呪文が聞こえる。記憶の一部を削さく除じよするつもりだ──京介はもがいて憲也の脛すねを蹴りつけると、相手が怯ひるんだ一いつ瞬しゆんの隙すきをつき、玲れい洗せん樹じゆの枝を拾って逃にげ出した。

　潰されかけた気管では、疾しつ走そうに耐たえられるほどの呼吸ができず、数歩走ったところで京介は咳せき込んで倒たおれた。憲也が歩み寄ってきて、京介の頭に再び手を伸ばす。

「……すまない、京介……。お前に知られるわけにはいかないから、記憶を消す……。もう、こうするしか俺には方法がないんだ……」

　憲也は悲しそうな声でそう言った。京介は答えようと思ったが、咳せきが出るばかりでまともな声は発することができなかった。

　このまま記憶を消されては駄だ目めだ。憲也が何に苦しんでいるのか、忘れてしまっては駄目だ──京介は気力を振り絞しぼると、玲洗樹の枝を強く握り、口の中で精神防ぼう御ぎよの呪文を急いで唱えた。だが唱え終わる前に、憲也の手が頭を締め付ける。

「記憶を削除、発動──」

　頭の中で真っ白な光が破は裂れつし、京介はそのまま意識を失った。



















　昼休み、一条豊花は、学校裏にある森の中を、黒マントと玲れい洗せん樹じゆの枝を身に着けて散策していた。先日澱よどみを発見したものの、放置していたが故ゆえに大事になったことを、彼女なりに気にかけていたのだった。またもや事件を起こし、減げん俸ぽうになってはたまらない。

　昨日探たん索さくした澱みは、屋上と森を示していた。屋上の方は導でん澱どう端たん末まつが放置されていた、ということで原因がわかったが、森の方はまだ何も調べていない。あの時一いつ緒しよにいた憲也が言ったように、本当に自己浄じよう化か力りよくで解消される澱みなのかどうか、確かめなくてはならない。

　豊花は昨夜「明日、あたしがもう一度森を調べてみる」と京介に宣言したのだが、今日になってやはり一人で行動をするのはよくない、と考え直した。二人で一組の矯きよう正せい術者であるから、という理由よりも、何か危ない目に遭あった時に、盾たてにすべき京介が身近にいなくては心こころ許もとないと感じたからだ。そう思って、昼食を食べ終わった後、京介を誘さそいに行ったのだが、彼のクラスの生徒に今日はまだ登校していないと言われてしまった。

　朝、本家へ寄って来るように命じておいたが、それほど時間のかかる用件ではないはずだ。そうなると、途と中ちゆうでどこかの不良学生と喧けん嘩かして遅おくれているのか、もしくは途中でどこかのならず者と乱らん闘とうして遅れているのか、あるいは途中でどこかの野犬と死闘を繰くり広げて遅れているのか──まあ、そんなところだろう。待つのが面めん倒どうだったので、豊花は一人で森に入って行った。

　森の中は梢こずえが深く、ほとんど日光が役に立たないほどの薄うす闇やみが広がっていた。木の根が地じ肌はだを覆おおい隠かくすように這はい回っているため、足場は最悪だ。森に入ってから七回転んだ時、豊花は足あし下もとが暗いからいけないんだ、と気がついた。立ち上がって玲洗樹の枝を振ふり上げ、呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。一部を実体化、我を中心に二間四方を照らせ。一刻の後、申さるへ沈しずめ」

　豊花の足下が淡あわい光を放ち、彼女の半径三メートル程度までを照らした。これで多少、進行方向の安全は確保された。あたしって天才、と歌いながら、豊花は木の根を乗り越こえて行った。今ここに京介がいたら、天才なら転ぶ前に術を使う、とでも言われるだろうが、豊花はそこまで考えない。

　聞いた話では、森の面積はおよそ二千五百平方メートル。虹原高校は広大な森林地帯を切り拓ひらいて作られたらしいが、ここはその頃ころの名な残ごりだという。数年前に新しい設備を建てようとしたが、その計画が頓とん挫ざして取り残されたままになっているらしい。それでよかったんじゃない、と豊花は思った。

　光流脈の流れを妨さまたげる原因として、主なものはその地に生きるものの負の感情。その他ほかには、土地に対する外的要因の悪化なども数えられる。流れを妨げるような建造物が上にできただけで、光流脈は簡単に澱みを生じてしまうのだ。近年、新興住宅地や開かい拓たく地ちを巡めぐり歩き、矯正術をかける術者の専門部署もできた。豊花は将来その部署に配属されて、全国うまいもの巡りの旅をしよう、と野望を抱いだいたこともあった。だが父親に「食い物のない土地にも行かされる」と教わったので、進路は変えることにした。

　この森の下にも光流脈が存在しているので、開拓できないままでも、むしろ問題はないだろう。精せい霊れいの欠片かけらには、そもそも大地を実らせる力があるため、この森もここまで深く茂しげったのかもしれない。もっとも、何年か先にはまた開拓計画が持ち上がって、森も消えてしまうかもしれない。人類が文明を築く力を持ち続ける以上、ある程度の光流脈の犠ぎ牲せいは予想済みではある。全人類に対し、光流脈の保持のため、大地に手をつけるなと本家が宣言するならば話は別であるが、現在のところは文明との共存論が基本である。豊花を含ふくめ、矯正術者は光流脈の滅ほろびを避さけるために、鍛たん練れんするのみである。

「見たところ、澱みなんかなさそうだけどなあ……って、あたしの勘かんなんか頼たよりにならないんだけどねー」

　くるくると左右に首を振って歩きつつ、豊花は呟つぶやいた。今のところ、目に見えるほどの大きな澱みは見つからない。地面はただ、木の根が渦うず巻まき、土を踏ふめたらそこは深くぬかるんでいる。空気は湿しめって陰いん気きに肌はだにまとわりついてくるし、もう帰ろうかと豊花は唇くちびるを尖とがらせて思った。

　木々の間に、大きめの石が一つ転がっている場所を見つけ、豊花は足を止めた。その辺り一帯のみ、梢が途切れて明るい日差しが射さし込んでいる。さながら日光は、その石のためのスポットライトのようだった。光の中を木の葉が数枚、力なく舞まっている。

　石は漬つけ物もの石いしになりそうな程度の大きさだが、転がり方が妙みように行ぎよう儀ぎ良よく、不自然だった。自然に放置された石というより、何かの目印──ペットの墓石か何かを連想させる。その石の傍かたわらで、木の幹に寄りかかっている人ひと影かげが見えたので、豊花は慌あわてて照明の術を停止させた。光が消えた瞬しゆん間かん、人影がこちらに振り返る。

　長い栗くり色の髪かみを揺ゆらして、人影は柔やわらかく口元を綻ほころばせた。胸のリボンが緑色のセーラー服を着ているから、三年生だろう。こんな綺き麗れいな人が、こんな陰気な場所に何な故ぜ一人でいるんだろう、と豊花が思っていると、

「あなた、一年生にご兄弟がいない？」

　相手が面おも白しろそうに瞳ひとみを見開いて尋たずねてきた。豊花は目を瞬しばたたかせ、頷うなずいた。

「双ふた子ごの兄がいるけど……」

「その子、一条京介って名前でしょう？」

「何で知ってるの？」

「だってあなたと同じ顔だもの。ああ、びっくりしたわ」

　口元に手を当てて、その三年女子はくすくすと笑った。上品な笑い方をする人だ、と豊花は心から感心してしまった。小さな頃から母親を見習っていたので、豊花は笑う時は、激しく大きくきっぱりと口を開けるものだと思い込んでいた。

「ねえねえ、何で京介のこと知ってるの？」

　相手に好感を抱いたので、豊花はぴょんぴょんと木の根を飛び越え、近づいて行った。三年女子は薄く微ほほ笑えみながら、冗じよう談だんっぽく言った。

「興味があるから、かな」

「本当？　やー、お姉さん、結構お目が高いわね。京介はなかなかお買い得よ。料理うまいし、あたしが子供の頃から鍛きたえ込んでやったから、基本的に女の子には反はん抗こうしないようにできてるし。あー、でもねえ、あいつ冷たいんだわ。反抗はしないけど、優やさしいわけじゃないのよ。感情の起き伏ふくが地平線みたく平へい坦たんだから、いまいち張り合いがないしねえ。生まれてからこれまで、あいつが笑ってるのなんか数えるほどしか見てないわよ。最後に見たのは去年の秋かなあ？　巨きよ人じんが優勝した時、ものすごーくうっすらと笑ってたような気がするわ。お姉さん、あんな奴やつで本当にいいの？　もっと良いい男は山ほどいるわよ」

　べらべらと喋しやべり倒たおしているうちに、薦すすめているのか薦めていないのか、わからなくなっていく豊花を、女子生徒は終始無言で微笑んで見つめていた。豊花が喋り終わると、ゆっくりと髪を搔かき上げて言う。

「どんなに良い男でも、使えなきゃ意味がないのよ。使える男でも、良い男とは限らないし」

「ひゃー。お姉さん、それちょっと格好良いんじゃない？　あたしの『二は十た歳ちになったら使おう台詞せりふ集』に入れてもいい？」

　豊花が言うと、女子生徒は笑って頷いた。

　スカートのポケットからメモ帳を取り出し、書き込みをしながら豊花は尋ねる。

「で、お姉さん、いつ京介にアタックするの？　何なら取り持ってあげようか？　あたしはあいつの弱点をいっぱい知っているからね。弱みにつけこんで、お姉さんとつき合わせてあげられるかもしれない。七千円くらいでどうかしら？」

「ありがとう、でも大だい丈じよう夫ぶよ。実はもう、他ほかの人に頼たのんであるの」

「なーんだ。残念」

　女子生徒は幹から背を離はなすと、艶つややかに微笑んで言った。

「私はそろそろ教室に帰るわね。話せて楽しかったわ。私のこと、京介君には秘密にしておいてね」

「うん。わかった」

　ひらひらと手を振ふり、豊花は笑えみを返す。

「京介はちょっと難しいと思うけど、頑がん張ばってね」

「難しいって？」

　問い返され、豊花は唇を尖らせて息を吐はいた。真まっ直すぐな前まえ髪がみが息に吹ふかれて、軽く乱れる。

「二年前につき合ってた女の子が、事故で死んじゃったの。今でも引き摺ずってるのよ」

「……そうなの……」

　風が吹いて、女子生徒の栗色の髪が揺れた。髪を押さえながら、彼女は豊花に小さく頷いてみせた。

「大丈夫よ。それなら彼はもうすぐ、苦しみから解放されるわ」

　それだけ言うと、彼女は危なげな足場をよろけることもなく、真っ直ぐ森の出口へ向かって歩き出した。
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「つまりあれって、自分が京介を救ってやるって意味なのかしら。すっごい自信家。でも頼たよりになるわね。やっぱ大人の女は違ちがうわ。そう言えば、あたしのマントを見ても何も言わなかったし」

　ぶつぶつと独り言を漏もらしながら、豊花は森から校庭、校舎から廊ろう下かへと歩いていた。玲れい洗せん樹じゆの枝と、畳たたんだ黒マントを、小こ脇わきに抱かかえている。

「これで京介の心のツンドラにも春が来るかしら。二年か……長かったわね。元々京介は心の冷めた人間だから、礼子が死ぬ前と死んだ後では、あんまり変わったように周囲には見えなかったのよね。でもあたしにはわかるわよ。零れい度どとマイナスは全然違うもの。ああ礼子。礼子も祝福してやってちょうだいね……むぎゃん！」

　両手を天に差し伸のべて歩いていた豊花は、前方に注意を払はらっていなかったために、廊下の角で大おお柄がらな男子生徒とぶつかってしまった。景気良く後方に撥はね飛ばされ、二、三転、転げ回って壁かべにぶち当たり、ようやく止まる。

「ちょっとお！　どこ見て歩いてるのよ！　あたしが伝説の当たり屋だったら、あんたの財産、根こそぎ持ってくわよ！」

　自分のことは完かん璧ぺきに棚たな上あげして豊花は怒ど鳴なったが、相手の顔を見て目を丸めた。青い顔で俯うつむいているのは、従い兄と弟この憲也だった。

「ごめん、豊花……ごめん……」

　大きな体を丸めて、憲也は何度もそう謝った。

「俺……とんでもないことを……」

「ちょ、ちょちょちょ、ちょっと憲也ちゃん？　どうしたのよ、そんなに謝らなくても……」

　豊花はぎょっとなって、憲也の肩かたに手をかけた。華きや奢しやな一年女子に対し、体格の良い三年男子が頭を下げる光景はなかなか珍めずらしいらしく、廊下には生徒が見物客の人ひと垣がきを築き始めている。

「俺……もう、駄だ目めだ……もう戻もどれないんだ……」

　肩を震ふるわせて、憲也は泣いているようだった。豊花は一人であたふたしながらも、憲也の背中を干した蒲ふ団とんでも叩たたくかのように、びしびしと打って言う。

「だ、大丈夫よ、憲也ちゃん。世の中にもう駄目なんてことはないのよ。光流脈だって、澱よどんだら直してあげればいいんだし。万ばん物ぶつはくるくる回ってるのよ。駄目でもきっと平気な日が来るんだから」

「豊花……だけど、俺は……」

「元気を出して憲也ちゃん。そうよ、流した涙なみだは蒸発して、空に雲を作るわ。そして地上を潤うるおす恵めぐみの雨となるのよ。涙することだって、決して無駄じゃないのね。生きてるって素す晴ばらしい！」

　廊下の天てん井じようをぴしゃりと指差し、豊花が言い終わると、見物客から拍はく手しゆが沸わき起こった。どうやら演劇部の練習か何かと勘かん違ちがいされているらしい。豊花は周囲に向かってピースサインを振り撒まくが、その足あし下もとで憲也はまだ涙を流していた。




　涼すずしげな風を鼻先に感じ、京介は目を覚ました。

　慌あわてて跳はね起きると、体の節々が痛み、吐き気が込み上げてきた。苦い息を呻うめき声と共に飲み込み、再び体を元の場所へ横たえる。京介は神社の社の陰かげ、庇ひさしの下に仰あお向むけで寝ねかされていたようだった。

　西に少しずつ傾かたむき始めている太陽を見上げながら、京介は一つ一つ己おのれの脳のう味み噌そに質問をぶつけてゆき、記き憶おくがどこまで残っているのかを確かく認にんした。何な故ぜ自分がここにいるのかも、ここで気を失っていたのかも、思い出すことができた。憲也に記き憶おく削さく除じよの術をかけられる直前に、自分で張った精神防ぼう御ぎよの術が何とか役立ったようだ。

　得てして、光流脈を使った術は、術者自身には効きにくい。力を私有化し独どく占せんすることを防ぐため、という説もあるが、元々は巫み女こが私的な願いを光こう儀ぎ大たい神しんに祈いのらなかった、という歴史的背景も関係しているらしい。

　おおよそ二割程度の確立で、対象を自身へ絞しぼり込んだ術も成功するが、その際には吐はき気や頭痛などの副作用を引き起こす。光流脈を不正に使用したがために、澱みが体内で発生する故ゆえの症しよう状じようだと言う。精神防御の術も、本来ならば自分には使えない術であるために、京介の体には頭痛と吐き気を含ふくめ、重い不快感が滞とどこおっていた。

　この症状を治すために自分へ治ち癒ゆ術をかけることは、当然無意味である。治癒術の不正使用によって、体調不良が再発することは目に見えている。自然に治まるのを待つしかないので、京介は目を閉じて呼吸を整えた。首の周囲が熱を帯び、ずきずきと痛みを訴うつたえていた。自分では見えないが、きっと憲也の指に絞しめられた跡あとが残っているのだろう。このまま車に撥ねられて死んだら、警察は死因を特定するのに、相当苦労するに違いない。

　風が欅けやきの葉を揺ゆらす音を聞き、京介はため息をついた。憲也は一体何をしようとしているのだろう。焦しよう点てんを失った瞳ひとみは、明らかに理性や的確な判断力をなくしている様子を表わしていた。裏の売人から術薬を買って、それを見た京介の記憶を削除しようとしてまで、憲也は何がしたいのだろう。

　そこまで考えて、京介は目を開いた。術薬──そうだ、憲也の買った術薬から、どんな高等術が行なえるのか、ある程度絞り込んで調べることができるではないか、そう思った。そこまでわかれば、憲也に何かしらの力を貸すことができる。人道に外はずれた術であれば、それを未然に阻そ止しすることとて可能だ。

「……あれ……？」

　京介は額に手を当てて思わず呻いた。術薬の名前が一つも思い出せなかったのだ。街中の喫きつ茶さ店てんから、この神社の中ででも、確かに聞いた覚えはあるのに、その名めい称しようのみすっぽり頭から抜ぬけ落ちている。術薬の名前へ記憶を遡さかのぼらせると、真っ白な空白にぶつかってしまう。名称を覚え切れなかったのではない。術薬の名前に関する記憶だけ、憲也の術で削除されてしまったのだ。

　とっさに使った精神防御が、完全ではなかったのだろう。京介は口の中で舌打ちをしながら、目め眩まいに揺れる体を無理矢理起こして立ち上がった。地面に落ちていた自分の玲れい洗せん樹じゆの枝を拾い、鳥居に向かって歩く。削除された記憶は四刻以内ならば、復元が可能である。豊花に術を施ほどこしてもらうか、あるいは憲也本人を直接問いつめてしまおうと思った。腕うで時ど計けいを確認すると、午後の一時過ぎだった。とりあえず学校に向かおうと思った。

　鳥居の横に止めたままになっている自転車に乗ろうとした時、ちょうど通りかかった警官が声をかけてきた。

「君、何してるの？　学校は？」

　京介は警官から目を逸そらし、ため息をついた。運が悪い。これで自転車が盗とう難なん車しやだとバレたら、更さらに事態が悪化するではないか。

「顔色悪いねえ……。神社で何か変な薬やってたとか、そんなんじゃないよねえ」

　警官は胡う散さんくさそうな目つきで歩み寄って来た。間近で京介の校章を確認すると、あからさまに眉まゆを顰ひそめて言う。

「虹原高校の子だね？　何だかなあ……この間も夜遅おそく、虹高生を補導したんだよ。困るなあ」

　困るのはこっちだ、と京介は思った。先日捕つかまったというどこかの馬ば鹿かのせいで、この警官は学生に対する警けい戒かいを強めてしまったのだろう。こちらはそのせいで目をつけられ、いい迷めい惑わくだった。

　どうやってこの場を切り抜けるべきか、京介は考えた。豊花なら色気を使っていくらでも窮きゆう地ちをすり抜けていくだろうが、残念ながら自分にはそんな力はない。別段、ほしくもなかったが。

　仕方ないので、京介は正々堂々逃にげることにした。自転車を警官の方へ倒たおし、相手が気を取られた隙すきに走り出す。背後から大きな声を上げ、警官が追いかけてきた。京介は頭痛と吐き気を吹ふっ飛ばすように、静かな住宅地の平へい穏おんを切り裂さきながら駆かけて行った。




　虹原高校の空き教室では、昼休みに風紀委員会の定例会議が開かれることになっていた。

　当初の予定は、長谷委員長と一年委員塩原の「魔ま女じよ処しよ刑けい作戦」大成功を華はな々ばなしく発表するつもりだったのだが、成功していない事実の下もとでは、変へん更こうもやむを得ない。今日は前回の委員会で発案された、無断欠席者の取り締しまりを行なうため、欠席者リストの検討をする予定になった。

　教室には、長谷と塩原以外、他ほかの委員はまだ来ていなかった。陽ひの射さし込むがらんとした教室の中、塩原は一番前の席に居座り、プリントアウトした欠席者リストを見て言った。

「欠席数が一番多いのは、四月の始業式から一日も登校していない、三年生の芝山誠一ですが……」

「し、芝山はリストから除外したまえ、塩原君！」

　塩原の言葉を受けると、長谷は両手と首を激しく左右に振ふり回した。その狼ろう狽ばいぶりを見て、塩原はお下げの頭を傾かたむける。

「この間の委員会でも言ってましたよね。この人は別だって……。倉田副委員長のお知り合いか何かなんでしょうか」

「お知り合いも何も、芝山は倉田君の恋こい人びとなのだよ」

　ぴしゃりと人差指を立てて長谷が言うと、塩原は餌えさを待つ雛ひな鳥どりのように口を丸く開けた。

「へえー、そうだったんですか。じゃあ、副委員長自ら、芝山さんを登校させればいいんじゃないですか？　それとも登校拒きよ否ひになっちゃってるとか……」

「いいや、芝山は家にもどこにもいない。どこにもいないと言うのは、言い過ぎか。芝山は春休みから、行ゆく方え不明になっているのだよ」

　肩かたを竦すくめて長谷は続ける。

「元々、長期の休みになると、バイクでどこかへ一人で旅立ってしまうような奴やつなんだがね。あんなに美人な恋人がいるくせに、なんとまあ罰ばち当あたりな奴だよ。私だったら死んでも街を離はなれんな」

「へええ。でもそれって、お互たがいを信しん頼らいしているからなんでしょうね。『赤せき裸ら々ら黒潮・左巻きの旅たび烏がらす』の世界です」

「何だねそれは」

「演歌ですよ。知らないんですか？　一人海うな原ばらに旅立った夫を、波止場で詐さ欺ぎ師しをしながら待ち続ける妻の歌です。泣けますよ」

「なるほど。放送委員に頼たのんで、昼休みの音楽コーナーで流してもらおう」

　分厚い眼め鏡がねを鼻の上に押し上げ、長谷は言う。

「で、話は芝山に戻もどるがね、彼も休みが終わる前にはちゃんと戻ってきた。性格も真ま面じ目めな方だしな。それが今回に限って、いつまでも帰ってこない。両親も、警察に捜そう索さく願いを出してはいるみたいだがね」

「それはミステリーですね……。一体どこへ行ってしまったんでしょう……。当日の芝山さんのアリバイは、洗い出されているんですか」

「アリバイというか何というか、突とつ然ぜんいなくなったという話だ。しかしまあ、倉田君は芝山の生存を疑っていないだろうし、必ず帰ってくるものと信じているようだ」

　眼鏡の縁ふちをしめやかに輝かがやかせ、長谷は言った。

「だから我々も、芝山を無断欠席者扱あつかいするのは忍しのびないのだよ」

「わかりました、委員長！　倉田副委員長って、何だかハチ公みたいですね。私、あの映画は大好きです！」

　塩原は瞳ひとみをうるうるさせ、マジックで「芝山誠一」の名前に大きくバツ印をつけた。すると長谷は眼鏡を押し上げて、神経質そうな苦く笑しようを浮うかべる。

「しかし塩原君。あの忠犬は、死んでしまった主人を待ち続けたのではなかったかね。倉田君をそれに例えるのは、あまり誉ほめられないぞ」

「あ、そうですねえ。失礼しました。じゃあ、やっぱり『左巻きの旅烏』の妻ですかね」

　そう言うと、塩原は小こ節ぶしの効いた声で「待ち続けて五年、四捨五入で三十歳」と歌った。そのフレーズが気に入ったのか、長谷が興味深そうに尋たずねる。

「ほおほお。で、最後は夫が帰ってくるのかね」

「それがですね、妻は詐欺師から足を洗おうとして、最後に一人だけ騙だまして終わりにしようって決めたんですけれど、その最後の客が波止場に帰ってきた夫だったんです。五年も経たって、夫ふう婦ふは互いの顔を忘れちゃっていたんですよ。切ないでしょう」

「うむ、それは確かに泣けるな」

「でしょう？　ああ、でもこんなのを倉田副委員長に例えては駄だ目めですね。私はハッピーエンドが好きです」

「塩原君、忠犬はハッピーエンドではないぞ」

「ハチ公はきっと、天国に行ってご主人と会えたんです。だから幸せなんです。私は倉田副委員長にも、幸せな結末を迎むかえてほしいと思います」

「つまり、倉田君も死んで、天国で芝山に会うということかね」

「どうしてそういう、もの悲しいことを言うんです。芝山さんが死んだって決めつけたりしたらいけませんよ。大体、凶きよう器きは出てきたんですか？」

「塩原君、ミステリーか演歌か、テーマを統一してくれ」

　長谷と塩原が言い争っていると、教室の扉とびらが開いて、栗くり色の長い髪かみの女子生徒が入って来た。

「盛り上がってるわね。何の話？」

　女生徒──副委員長である倉田君香が微ほほ笑えみながら尋ねると、長谷と塩原はほぼ同時に椅い子すを蹴けっ飛ばして起立した。吹ふっ飛びそうな程ほど、首を横に振り回して長谷は言う。

「べ、別に何でもないぞ。忠犬も演歌も、そんな話題は出ていないぞ」

　不ふ審しんな動作の二人を気にかけることもなく、倉田君香は微び笑しようを浮うかべ、窓まど際ぎわの席に座った。彼女の整った横顔を見て、塩原が目をぱちぱちと瞬しばたたく。塩原の記き憶おくでは、今までの委員会で、倉田君香が今のような柔やわらかい表情をしていたことなどなかった。常に美しいが、硬かたい表情を浮かべていた──まあ、今にして思えば、恋人が行方不明だという現状にあって、穏おだやかでいられるはずもなかったのだろうが。

「副委員長……何か良いいことでもあったんですか？　嬉うれしそうですね」

　塩原が尋ねると、倉田君香は艶えん麗れいな笑えみを向けた。

「そうかしら？　特に何もないけれど。さてと、今日は無断欠席者リストの検討だったわね……」

　塩原の机からプリントを取り、書面に目を落とすと、倉田は小さく微笑んだ。リストの一番上に記された芝山誠一の名前を指先で撫なで、小さく呟つぶやく。

「芝山君は、もうすぐ戻って来るわよ……」

「倉田君？　今何か……」

　尋ねた長谷へ、倉田はゆっくりと首を振ふった。

「何でもないわ。それよりも、二人にお願いがあるんだけれど」

　栗色の髪の奥で、倉田の瞳がほんの一いつ瞬しゆんだけ、冷たい光を放った。

「一年生に、一条京介って生徒がいるのを知ってるかしら。この間見かけたんだけれど、他ほかの生徒を平気で殴なぐるし、煙草たばこも吸っているみたい。まだ入学して間もないのに、ちよっとひどいわね」

「おお、倉田君もそう思っていたか！　実は我々も同じ考えだったのだよ！」

　長谷が両手を広げて、眼鏡の縁をびかびかと光らせた。塩原も三つ編みを振り回して、盛さかんに頷うなずく。

「倉田副委員長、ぜひ魔ま女じよ処しよ刑けい運動に加わって下さい！」

「……魔女……？」

　不可解そうに倉田は首を捻ひねる。ちょうどその時、他の委員が教室に入ってきたので、彼女は口早に言った。

「早急に、生活態度を改めてあげるべきだと思うのよ。だから、今日の放課後、彼を呼び出しておいてくれるかしら。素す直なおに応じるとも思えないから、ちょっと手こずるかもしれないけれど。空き教室にでも閉じ込めておいてほしいの」

「おお、捕ほ獲かく作戦だね。任せたまえ、こう見えても私は家族の中では、ゴキブリキャッチャー常彦と呼ばれているのだよ。手こずる相手には最適であろう」

「頼たのもしいです委員長！　でも何だか誉ほまれ高いのか格好悪いのか、実に微び妙みような愛あい称しようですね」

「そうなのだよ。だから学校では呼ばないでくれたまえ」

「わかりました、キャッチャー」

「略しても呼ばないでくれ」

「じゃあゴキブリ」

「塩原君……」

　倉田君香は窓の外を見上げて、柔らかく微笑んだ。澄すみ渡わたる空には雲一つなく、太陽が透とう明めいな光を振り撒まいている。この分だときっと、夜も美しい月夜になるに違ちがいない。




　虹原市立図書館の庭に、二人の高校生の姿があった。それぞれ離はなれたベンチに腰こし掛かけているが、狭せまい敷しき地ち内でのこと、互たがいの服装は確かく認にんできる。詰つめ襟えりとセーラー服、顔は知らなかったが、共に同じ学校の制服であることにはどちらもが気がついていた。平日の昼下がり、本来ならこんな時間の図書館に高校生がいるべきではないことも含ふくめ、何となく彼らの間に親近感が漂ただよい始める。

「……虹原高校の人、ですよね？」

　声をかけたのは女子生徒の方だった。なかなかの美少女で、一応虹原高校一学年では、二番目に可愛かわいいと評価されている少女だ。名前を村山優子と言う。

「え、ええ、まあ……」

　一方答えた方は、小太りで気難しそうな顔をした少年だった。虹原高校二年、夏目一郎だ。夏目はさっきから気になっていた女の子が声をかけてきたので、焦あせって意味もなく辺りを見回したりした。周囲のベンチには、新聞を顔の上に広げて熟じゆく睡すいしている老人が一人いるだけだった。

「サボり、ですか」

　小さく笑って村山が言うと、夏目も少し口元を綻ほころばせて頷いた。夏目はやはり自分が感じた親近感に間違いがなかったと気づき、何となく満足した。

「君は、何で学校に行かないんだい？」

　夏目が尋たずねると、村山はベンチの隣となりに腰掛けながら、軽い口調で言った。

「失しつ恋れんしちゃって。私、落ち込んだ時はいつも図書館に来るんです」

「……僕と同じだ……」

　驚おどろいて夏目が呟くと、相手は目を輝かがやかせて笑った。

「本当ですか？　わあ、偶ぐう然ぜん！　仲間ですねえ」

　夏目も合わせて笑い、頷いた。その後、自己紹しよう介かいをし、互いに好きな本の話などをし、話がだんだんと盛り上がってきた時だった。

　庭をものすごい勢いで、学生服の人ひと影かげが走っていった。片手に長い杖つえのような物を持っている少年だった。夏目と村山が呆ぼう然ぜんとしていると、彼と目が合った。少年は急ブレーキをかけて足を止めると、夏目たちに向かって真しん剣けんな表情で言った。

「おれはここを通らなかったと言ってくれ」

　そしてまた、ものすごい速さで駆かけ去ってしまった。

「今の、私を振った人……」

　ぽつんと呟いた村山に、夏目は目を見開く。

「き、君、あんな奴やつが好きだったのかい!?」

「だって、顔が好みなんですもの」

「顔なんか良くったって、優やさしさがなくては人として間違っていると僕は思う。倉田さんだって、僕を呼び出しておいてすっぽかすなんて。うわあああああ」

　夏目は顔を覆おおうと、派手に号ごう泣きゆうし始めた。だが、不意に顔を上げると、呆然としている村山を見つめ、確信に満ちた声で言った。

「わかったぞ。君は悪の魔ま法ほうにかかっていて、あいつを好きになったんだ」

「はい？」

「あいつは悪の魔法使いなんだ。だから妙みような魔法を使って、君を惑まどわした。何の意味があるのかなんて、僕らには与あずかり知れないけれど。でも、そうでなかったら、君みたいな可愛くて良い子が、あんな奴を好きになるはずがない」

「そうなのかしら……」

　眉まゆ尻じりを下げ、村山は首を捻ひねる。

「……言われてみれば、何となくそんな気がしないでもないわ……。入学式で一条君を見た時、こう、胸がきゅんとなったの」

「それみたことか。それが悪の魔法だ、間違いない」

　通常それは一ひと目め惚ぼれと言うが、夏目はどこまでも真剣な表情で主張する。

「早く解かないと大変なことになる……。僕だって、昨日はあいつの魔法で殺されそうになったんだ」

「そんな……！　わ、私、どうしよう……」

「僕が君を守ってあげるよ」

「でも、どうやって……？」

「安心してくれ。僕はあいつの魔法を、見み極きわめているんだ」

「夏目さん……ちょっと素す敵てき……」

　二人は見つめ合って手を握にぎり合ったまま、春風に吹ふかれて動けずにいた。よって、その後に警官が走ってきて「今ここを高校生が通らなかったか」と尋ねても、まるで聞こえていなかった。




　一組のカップルを誕生させたことも気がつかず、一条京介は図書館の先の小さな公園まで来ていた。

　警官から逃のがれようとしているうちに、目的地の学校から、随ずい分ぶん遠ざかった場所まで来てしまった。しつこく追いかけてくる警官の気配は、なかなか背後から消え去る様子もない。寂さびれた公園を前に、京介は中へ逃にげ込むべきか迷った。この公園は、京介が二年前、砂島礼子と出会った場所だった。

　車両通行止め用の柵さくが設けられた入り口の横、雑然とした茂しげみの中から、にょきっと真っ黒な塊かたまりが出てきた。それがぼさぼさの黒くろ髪かみで、黒い肌はだをした人間の頭だと気がつくのに、京介は三秒ほどの時間を要した。

「勝かつ田たさん？」

　京介がその頭の名前を呼ぶと、頭──勝田という名の男は、黒い手で京介を手招いた。一いつ瞬しゆん迷ったものの、京介は茂みに飛び込んで身を隠かくした。葉の向こうで駆け寄って来る固い足音と、警官の声が聞こえた。

「高校生が来なかったか」

「あっちに行ったよ」

　勝田が答えると同時に、警官は「止まらんと撃うつぞー」と喚わめいて走り出した。その声と足音が完全に聞こえなくなるのを待って、京介は茂みから頭を出した。

「警察のご厄やつ介かいになるようなことをしたら、いけないよ」

　真っ黒な皮ひ膚ふによれよれのＴシャツと、膝ひざのところに穴が開いたジーンズという格好の勝田が、笑え顔がおで京介を見下ろしていた。

　勝田は一見して浮ふ浪ろう者しやのような男だが、赤道直下の何とかいう小さな国の教会で、神官をしているという。日本には秋と冬だけ、季節を楽しみに戻もどってくるらしい。白目と歯以外はほとんど黒一色の上、日本の住居はこの公園だというから、在日期間はいつも差別や迫はく害がいに苦しむようだ。肌の色と家の大きさで人間を判断するのはよくないということを、京介はこの男から学んだ。

「何もしていないのに、勝手に怪あやしんで追いかけてきたんだ」

　京介は答えながら、服についた葉っぱを払はらった。勝田が白い歯を見せて「寄ってけ」というので、公園の奥にある彼の住居へ向かった。

　勝田はジャングルジムにビニールシートを引っかけて、屋根と囲いを作った空間に住んでいる。住宅地の真ん中にある公園でこういうことをしていると、近所の誰だれかが必ず通報をし、警察がすっ飛んで来る。だが、すっ飛んで来た警官に、勝田の信しん仰こうするミソタラシ教の教えを説いてやると、大たい抵ていは無罪放ほう免めんされるようだ。ミソタラシ教では全すべての地は神の代理である神官のものであり、それを奪うばおうとした者は天てん罰ばつを食くらって、股こ間かんから蔦つたが生えてしまうという。

　ビニールに覆われた薄うす暗ぐらい「家」に入り、京介は手近な鉄棒に腰こし掛かけて息を吐はいた。煙草たばこを取り出すと、地面に敷しいたシートの上に胡座あぐらをかく勝田へ尋たずねる。

「今年はいつまで日本にいるんだ？」

「向こうで紛ふん争そうがあってな、例年より遅おくれてしまったが、明日発たつんさ。今日坊ぼうやに会えたのは、ミソタラシ神の、思おぼし召めしかね」

　勝田はそう言うと、白い歯を見せて軽快に笑った。

　京介が初めて勝田と会ったのは、二年前、砂島礼子の葬そう式しきの帰りだった。中学二年の冬休み、礼子は「関東の冬は物足りない。三メートル積もる雪を見ないと、私は年を越こせない」と言って、北海道に住む祖母の家へ一人で遊びに出かけた。京介も誘さそわれたが、研修があって行けなかった。

　空港まで礼子を見送った日の夜、北海道の道東で大きな交通事故が起こった、というニュースが届いた。自動車十三台が、玉たま突つき事故を起こしたということだった。礼子の乗っていたバスもその事故に巻き込まれ、砂島礼子という名前は、テレビの死亡者速報にも、しっかりと載のせられていた。

　遺体の損傷が激しいということで、年末に虹原市内の自宅で行なわれた葬そう儀ぎで、礼子の顔は参列者に見せられなかった。そのせいで豊花が隣となりでびゃあびゃあ大泣きしたため、京介は耳が痛くなった。それを理由に葬式を抜ぬけ、その足で何となく礼子と会った公園に来ると、勝田がいた。

　勝田は京介の顔を見ると、強ごう引いんに自分の「家」へ引き摺ずりこんだ。京介は何となく自や棄け気味な気分だったので、別にどうなってもいいやと思って抵てい抗こうしなかった。実際その時は、変質者に切り刻まれて死ぬのかな、と軽く予想していたくらいだ。

　だが予想は異なり、勝田は京介を座らせると、五時間かけてミソタラシ教の教えを説いてくれた。赤道付近にある小さな国の小さな宗教では、自殺した人間は、あの世でこの世より七倍高い税金を払わなくてはいけないと言う。京介が「消費税もか」と尋ねると、勝田は「消費税は十三倍さ」と大きく頷うなずいて答えた。京介は自殺は良くないなと思い、その日は帰宅した。そして今まで何とか生きている。

「勝田さん。おれ、最近気がついたんだけど」

　灰皿代わりの空あき缶かんに吸すい殻がらを置き、京介は言った。風に運ばれたのか、シートの上には桜の花弁が幾いくつも転がっていた。

「ミソタラシ教の信者でない人間にも、その教えは適用するのかな」

「するね」

　自分の煙草たばこに火を点つけた勝田が即そく答とうする。彼の煙草はショートホープで、海外に発つ時は山のようにカートンを持っていく。

　白い煙けむりの行く末を眺ながめながら、勝田は言った。

「ミソタラシ神は視力が良いいから、世界全てを見通せる。だから、恩おん恵けいも天罰も全ての人間に下せる」

「神に視力があるのか」

「ミソタラシ神は両目とも一・五さ」

　時折勝田の言っていることは、どこまでが真実かわからなくなる。しかし疑いだすと切りがないので、京介は勝田の言葉に疑問を抱いだかないようにしていた。実際、騙だまされていたとして、何か損することがあるわけでもない。

「ところで、坊や。首の回りにひどい傷きず跡あとがついているが」

　勝田がショートホープを挟はさんだ指先で、京介の首元を指差した。やはり憲也に絞しめられた跡は目立つらしい。京介はカラーのホックを締しめた。

「死の匂においがする」

　ぽつりと勝田が呟つぶやいた。ジャングルジムの上を大きめの鳥が通り過ぎていったらしく、一いつ瞬しゆんだけ薄うす闇やみが京介たちの上に降りた。

「その傷からは死の匂いがする。坊やを傷つけようとした人間は、殺意を持っていたんだな」

「そんなこと、わかってるよ」

「気力で撥はね返さないと、匂いは消えないぞ。死の匂いは死を引き寄せるからな」

「…………」

　京介は煙草を空缶の口に押し当て、消し潰つぶした。かつては死ぬということを、人並みに恐おそれていた気がする。だが礼子が死んでからは、死は怖こわくなくなった。勝田が心配したように、自殺がしたかったわけではない。死を望む気持ちがあるわけではない。だが、生きることへの執しゆう着ちやく心しんがなくなったことは、確かだった。生きている意味が京介にはわからない。死の匂いを撥ね返す力など、自分のどこにあるのだろう。

「おれが生きていたって、世界は何も変わらないよ」

　荷物を持って京介は立ち上がった。

「歴史に残るような偉い人じんでもあるまいし、おれは自分が何で生きているのかわからない」

「全ての人間は、それぞれに役割を背負って生まれてきた。ミソタラシ神が生まれる前に、役割を決めるんさ」

　シートの上に胡座あぐらをかいたまま、勝田が言った。

「だから、自分の意志で命を断たつ者には、あの世で罰ばつが課せられるのさ。与あたえられた役割を放ほう棄きしたんだからな。そいつが途と中ちゆうで抜けたがために、世界の設計図もめちゃくちゃになってしまう」

「役割って何だ。どうしたらわかるんだよ」

「本人とミソタラシ神しかわからないさ。わからなくても、いつか必ずわかる日が来る。わからないまま死んでしまったとしても、きっとその人間は役割を果たしている。坊ぼうや、自分の役割を成し遂とげるために、死に負けてはいけない」

「…………」

「もっとしっかり生きるべきさ。地に根を張らないと、植物だって生きてゆけない」

「……海外でも、元気で。勝田さん」

　京介が言うと、勝田は唇くちびるから輪型の煙を吹ふき出して頷いた。

　勝田の「家」を出ると、強い日光が照りつけてきた。京介は青い空を見上げ、息を吐はいた。

　しっかり生きるとは、何だろう。自分の役割とは何だろう──光流脈矯きよう正せい術者の一人で、与えられた仕事を片づけるだけ。虹原高校の生徒だが、特に学校でしたいことがあるわけでもない。礼子が生きていた頃ころ、虹原高校に一いつ緒しよに行こうと約束したため、惰だ性せいでそのまま受験しただけなのだ。

　目の前の問題を解決し、月日を消化するだけではいけないというのだろうか。ミソタラシ神とやらも、妙みような名前のくせして結構厳しいようだ。京介はそう思った。




　公園から学校まで戻もどるのに、四十分近くかかってしまい、辿たどり着いた時は、ちょうど午後の授業の終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴ったところだった。京介はその日初めて校門をくぐると、真まっ直すぐ一年三組の教室を目指した。

　放課後に賑にぎわう生徒の中から豊花を引っ張り出し、屋上へ行った。昨夜は澱よどみで満たされていた屋上も、今は緩ゆるい風がのん気にフェンスを揺ゆらしているだけで、人の影かげすらない。

　京介は本家での導どう澱でん端たん末まつの判定報告から、憲也の一件まで豊花に説明をした。豊花はいちいち「ひー」とか「ぎゃー」とか言って驚おどろいていたが、最後に京介が「削さく除じよされた記き憶おくの復元をしてほしい」と頼たのむと「げー」と露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「あたしにそういう、小難しいこと頼まないでよ……。Ｏ型なんだから、細かな作業は嫌なのよお」

　豊花はぶつぶつ言いながら、京介の頭部に両手の指を這はわせた。記憶の復元には、まず削除された部分を探さぐらなくてはならないのだ。

　術者の概がい念ねんでは、記憶というものは一種の芽のようなものとされている。芽は伸のびたり枝分かれを起こしたり、他ほかの芽と結び合ったりしながら、様々な記憶を作っていく。

　特定の記憶を削除するには、特定の芽を刈かり取ってしまえばいい。記憶削除の術は、強制的に芽を収縮させることを言う。縮まった芽には適度な力を加えてやると、収縮が解けて芽が伸び、記憶が戻る。それが復元作業ということになる。だが、収縮されてから時が経たち過ぎると、収縮は固形化を起こし、力を加えても二度と芽は伸びなくなってしまう。復元可能な時間が四刻以内というのも、そういった都合上定められた限界であるのだ。

「……京介の記憶ってさあ……」

　豊花は京介の髪かみの間に指を突つっ込み、ぼそりと呟つぶやいた。

「かすかすだわ」

「おれが馬ば鹿かだと言いたいのか」

「違ちがうわよ。記憶の空き容量がいっぱいあるってこと。あんたさあ、興味ない事とか人とかって、ちょっとでも記憶に留とどめておこうとしないでしょ。だからだわ」

「余計なことに頭を使うのは、無む駄だだと思う」

「つまんない奴やつ……。全国つまんない奴選手権に出たら、八位入賞は間違いないわね」

「無駄口はいいから、さっさと復元してくれ」

　やがてたっぷり二十分をかけて、豊花は京介の欠けた記憶を探り当てた。玲れい洗せん樹じゆの枝で京介の頭を叩たたきながら──別に衝しよう撃げきを加える必要はない術だから、単なる嫌がらせだ──呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。黄土を支点に対象中で起動、針を戻して芽を再生。丑うしへ沈しずめ」

　網もう膜まくの内側で、一いつ瞬しゆん柔やわらかい光が弾はじけた。それで復元の術は終わり、京介の体に劇的な変化が起こったわけではない。だが、記憶は確実に戻っていた。憲也が売人から買い取った術薬の名前を、京介は口に出してみる。

「『犬いぬ岩いわの骨ほね』、『冥めい界かい繭まゆの糸いと』、『紫むらさき天てん秤びんの水みず』……」

「それだけ聞いても、何の術に使うのなんて、わからないわよね。そもそも、あたしたちのレベルじゃ、高等術には縁えんがないし」

　左右に首を振ふり、豊花は唇を尖とがらす。

「家に帰って術本で探してみる？」

「憲也に直接問いつめるって手もあるけれど」

「まずいわよ。今日だって、昼休みに廊ろう下かで会った時、憲也ちゃんは変だったもの」

　豊花は強く眉まゆを寄せた。

「今思えば、京介の記憶を削除してきたばっかりで、精神が不安定になっていたんだろうけど。憲也ちゃんは、京介の記憶を消せたと思って安心してると思う。そこへ覚えてるって乗り込んでいったら、今度は何されるかわかんないわよ」

「何してるんだろうな、憲也は……」

「ふうん。気になるんだ」

　にやりと笑うと、豊花は肘ひじで京介の脇わき腹ばらを突いてきた。

「この間は、憲也ちゃんがいくら大変でも自分には間係ないって、言ってたくせに。心がツンドラのくせに、結構優やさしいんじゃない？」

「目の前で様子のおかしいところを見たんだ。もうこれしか方法がないとか、変なことを言っていたし……何なんだろう」

　京介は唇くちびるを嚙かんだ。憲也の行動を恐おそれることなど、今まで一度もなかったことだった。二つ年上の従い兄と弟こは、外見こそいかにも頑がん丈じようで強そうだが、暴力を振るうことなど絶対しない男だった。京介も、街の不良と喧けん嘩かをしたことを憲也に知られ「下らないことにエネルギー使うなよ」と諫いさめられたことがあった。

「とにかく、憲也ちゃんがトラブル抱かかえているのは間違いないんだから、助けてあげましょう。術者間互ご助じよ行こう為いは、報ほう酬しゆうアップの対象だしね」

　玲洗樹の枝を振りかざし、豊花が元気良く歩き始める。彼女の後を追い、京介は屋上を出た。並んで一階の廊下を歩いている時、前から地じ響ひびきを上げて影が突とつ進しんしてきた。

　豊花にすばやく盾たてにされたので、京介はまともに影の攻こう撃げきを食くらった。影は男子生徒と女子生徒で、何な故ぜだかわからないが、彼らは瞳ひとみを輝かせて虫取り網あみを振り回した。網に頭を捕とらえられ、京介は非常に不ふ愉ゆ快かいな気分になった。

「何のつもりだ」

　京介が言うと、男子生徒の方──分厚い眼め鏡がねをかけた猫ねこ背ぜの男が、腰こしに手を当てて高らかな笑い声を上げる。

「はははははは。意外と間ま抜ぬけに捕つかまったな。夏休みの宿題の帝てい王おう、昆こん虫ちゆう標本のアゲハ蝶ちようとて、もう少し小こ粋いきな抵てい抗こうで採集者の採集塊だましいを揺ゆさぶってくれるがね」

「意味がわからない」

　頭から網を剝はぎ取って床ゆかに叩き捨ててやると、眼鏡の男は悲鳴を上げた。自分の武器は取られないとでも思っていたのだろうか。

「長谷委員長、ご安心を！　塩原、第だい二に弾だん、行きます！」

　男子生徒の横にいた、三つ編みの女子生徒が、叫さけびながらやはり虫取り網を振り上げて襲おそいかかってきた。どこかで見たことがある顔だと思ったら、同じクラスの風紀委員だった。風紀委員では何か、こういった迷めい惑わくなパフォーマンスが流は行やっているのだろうか──京介は虫取り網を右手で奪うばい取り、そのまま膝ひざに叩きつけてへし折った。

　いつのまにか周囲に集まっていた野次馬の間から、盛せい大だいな歓かん声せいが沸わく。彼らに向かってピースサインを突つき出している豊花へ、京介はため息混じりに言った。

「お前、先に帰って例の術薬のことを調べていてくれ」

「えー。何だか面おも白しろそうなのに」

「面白くも何ともない。早く行け」

　唇を尖らせつつも、野次馬の壁かべを抜けて行った豊花に気がつき、風紀委員の女子、塩原が声を上げる。

「ああ！　ラスボスが逃にげる！　信じられません、最後のボスは絶対逃げないし、こっちも逃げられないものなのに！」

「世の中は不条理だらけなのだよ、塩原君。だからこそ人間は立ち向かっていかねばならないのだ。風紀を乱す愚おろか者など、それが良いい例だ。本来、集団で生きることしかできない人間には、生まれながらにして秩ちつ序じよ保存の意識が組み込まれているはずなのに、敢あえて外れる者がいるというのは、正に突然変異……」

「何が言いたいのかちっともわからない。用件を言ってくれ」

　床に転がった虫取り網の竿さおを踏ふみ潰つぶして京介が言うと、言葉を遮さえぎられた眼鏡男──長谷とかいう生徒は、必要以上に胸を反らせて答えた。

「君は入学間もない一学年だというのに、既すでにどうしようもなく道を踏み外した生き方を貫つらぬいてしまっている。風紀委員会は、君を徹てつ底てい指導する必要があると判断した。よって君を連行する」

「申し訳ないが大きなお世話だ。放ほうっておいてくれ」

「……丁てい重ちようなのか生意気なのか、わからない断わり方だな……。だがしかし、君に断る権利はない！　力ちから尽ずくでも来てもらうぞ」

　長谷は新たな武器を掲かかげると、にやりと邪じや悪あくな笑えみを浮うかべた。それは正月用の新あら巻まき鮭ざけを吊つるすような、見事に太い縄なわだった。虫取り網だったり鮭だったり、まるで人間扱あつかいされていないようだ。京介はうんざりしつつも拳こぶしを握にぎって言った。

「わかった。好きなだけどこからでもかかって来い。こっちも全力で反撃させてもらう」

「おとなしくしていれば、痛い目に遭わないものを……愚か者がー！」

　長谷が縄を振ふり回して飛びかかってきたので、京介は軽い右ストレートで弾はじき返してやった。顎あごを打たれた長谷は派手に後方に吹ふっ飛び、巻き込まれた観客から悲鳴が上がる。数秒後、眼鏡を直し、長谷は殊しゆ勝しようにも起き上がった。が、目の焦しよう点てんがくるくると回転し、足あし下もともふらついているため、すぐに反撃するのは無理なようだった。

「い、痛い……。でも、宙を飛んだ時、ほんのちょっとだけ気持ち良かったことは否いなめない……」

「委員長！　よ、よくも委員長をおかしくしましたね！　許しません！」

　塩原が叫び、数学教師が授業に使う、大きな三角定規を構えて京介を睨にらんだ。初めに見た時は虫取り網しか持っていないように見えたのだが、一体どこに隠かくし持っていたのか、京介には謎なぞだった。

「一条京介君、あなたとは一度ゆっくり話がしたいと思っていました」

　三角定規の九十度角の部分を京介に突き出し、塩原が言った。きっちりと編まれたお下げと、膝を一ミリも露ろ出しゆつさせないスカートの丈たけは、何故か三角定規と良く似合っている。

「あなたは私と同じ一年生なのに、夢と希望を抱いだいて高校に来たはずなのに、何でそんなにやる気がないんですか？　今日だって、まるまる一日授業をサボったでしょう!?」

「授業より大切なことがあったんだ」

　ため息混じりに、京介は答えた。

「何が一番大切かなんて、人によって異なるものだろう」

「それは、集団になじめない人の屁へ理り屈くつというものです！」

「何とでも言え。おれはお前の価値観に文句は言わない。だから、お前もおれのことは放っておいてくれ」

「病やんでる……病わくら葉ばが一枚残らず吹っ飛ぶほど、精神が病みまくっているな」

　ようやく目の焦点が合った長谷が、口を挟はさんできた。青い痣あざの浮かんだ顎に手を当て、彼は眼め鏡がねの縁ふちを光らせた。

「塩原君、彼は学校内ではおろか、社会でもきっと生きてゆけないぞ。是ぜが非ひでも根こん性じようを叩たたき直してやらねばなるまい」

「そうですね、委員長。私たちのおかげで、彼は立派な人間へと変身できるんですね。私たち、今とっても人の役に立ってるんですね！」

「そうさ、我々はそのために生まれてきたと言っても過言ではない！」

　長谷と塩原が言うと、野次馬からまた拍はく手しゆが沸わいた。京介は二人の語らいが終わるまで腕うでを組んで待っていたが、なるほどな、と思った。ミソタラシ教の神官、勝田の言っていた、人が生まれながらに背負っている役割──それを実際に担にない、自覚している人間は本当にいるもんだと感心した。京介にとっては、いささか迷めい惑わくな役割であるが。

　くるりと、なかなか優ゆう雅がな動きで、塩原は京介に向き直った。今度は三角定規の六十度角を向けてくる。

「一条京介君、わかりましたね？　私たちはあなたのためを思っているんです。わかったならおとなしく、一いつ緒しよに来て下さい」

　京介は大きなため息をついた。女の子は殴なぐるなと豊花に仕込まれているので、京介は基本的に攻こう撃げき対象を男女差別──というか、区別をしている。今、目の前にいる三つ編み頭は邪じや魔まで仕方ないが、どう撃退するべきか……悩なやんでいた時だった。

　廊ろう下かの窓の向こう、校庭の先で青白い光がぼんやりと輝かがやいていた。学校裏の森が、微かすかに光を放っている。しかし、それを視覚で捉とらえることができたのは、光流脈矯きよう正せい術者である京介だけだった。それは澱よどみの放つ光だった。

　昨日、豊花は見つけた二つの澱みのうち、確か一方は森を示していたと言っていた。今日の休み時間にでも、もう一度調べておくと豊花が言っていたので、任せ切りにしておいたのだが、どうやら浄じよう化かされていないらしい。まあ、初めから彼女に完かん璧ぺきな仕事など、期待していないものの。

「あちこちで忙いそがしいな……」

　玲れい洗せん樹じゆの枝を握り締しめ、京介は澱みの方向へ向かおうとした。その前方に塩原が回り込んできて、両手を広げる。

「逃にがしませんよ！」

「急用なんだ。どいてくれ」

「どきません！　倉田副委員長から、絶対あなたを連れてこいって言われているんですから！」

「倉田なんか知るか。どけ」

「いやです！　ハチ公だって、渋しぶ谷や駅の前から動きませんでした！」

「…………」

　いっそのこと殴ってしまおうかと思ったせいで、後方に対する注意力が一いつ瞬しゆんだけ鈍にぶった。背後から縄なわが巻き付いてきて、体を思い切り搦からめ捕とられた。京介はうんざりしながら首だけ捻ひねって、後ろの長谷を睨む。

「あのなあ……」

「ナイスです、長谷委員長！　さあ観念しなさい、一条京介君！」

　今度は前方に対する注意が鈍り、塩原から喉のど元もとに三角定規の三十度角を押し当てられた。しがない学校教材のくせに、恐おそらく頸けい動どう脈みやくくらいはあっさりぶった斬ぎれそうな鋭えい角かくを持っているのが、妙みように腹立たしかった。

　玲洗樹の枝を取り上げられ、高笑いをする長谷に引っ立てられて歩きながら、京介は舌打ちした。何だって今日は、こんなに色々なことが起こるのだろう。悪いことは重なるものと決まっているから、恐らく豊花だって真まっ直すぐ家に帰っていないに違ちがいないと思った。




「えー、うっそー、ジェニファーじゃない？　やだー日本に来てたの？　えー久しぶりー！」

[image: ]

　その頃ころ豊花は、道みち端ばたで偶ぐう然ぜん出会った術者仲間のジェニファーと、華はなやかな笑い声を上げていた。

「ねえねえ、ちょっとその辺でお茶でも飲んでかない？　あたしもちょうど、何の用事もないしさー」

　彼女が自分は実は暇ひまじゃない、という真実を思い出すのは、あと二時間ほど後になる。



















　一階の北側の廊下の、最も奥にある空き教室。窓の外は校庭に面していて、女子バレーボール部の賑にぎやかな掛かけ声が響ひびいてくる。ナイストス、などと彼女たちは叫さけんでいるが、一条京介の心境はちっともナイスなものではなかった。

「未成年の喫きつ煙えんは、法律で禁じられているんですよ。私たちが警察だったら、あなたは死し刑けいにされるんですからね」

　椅い子すの前に仁に王おう立だちした塩原友子が、断固たる口調でそう言った。彼女の手には、京介から没ぼつ収しゆうした、ラッキーストライクの箱とライターがある。

　塩原の隣となりでは、長谷風紀委員長が肩かたを竦すくめて、嘆なげかわしそうな表情を作っている。

「一条君、君は我々に感謝すべきだよ。君は精神だけでなく、肉体の健全をも得られることになるのだ。これを機に煙草たばこなど止やめたまえ。今からこんなものを吸っていると、還かん暦れき前に肺から煤すすを飛ばして死ぬぞ」

「なかなかにして派手な死に様ですね。鼻と耳から煙けむりも噴ふけば、完かん璧ぺきです」

　教室のど真ん中に置かれた椅子の上で、京介は大きなため息をついた。縛しばられて自由の利きかないところを、所持品を引っ張り出されて文句をつけられる──やっているのが風紀委員でなかったら、丸っきりいじめではないか、と思う。この教室に放ほうりこまれてから一時間が経たつが、その間、長谷と塩原はずっと京介に対する批判を並べ立ててくれていた。

「さて、一条君。君のこの、妙みような杖つえだがね」

　次に長谷は、京介から奪うばった玲れい洗せん樹じゆの枝を掲かかげると、眼め鏡がねの縁ふちをきらりと輝かがやかせた。

「これは一体何に使うのかね？　実は我々は先日、夜の裏道でこの杖を使い、奇き妙みような現象を起こしている君の姿を見ているんだよ」

「ああ、そう」

「学校のみならず、街中でも目にあまる行動をされては、虹原高校の名めい誉よに係かかわる。君が危険人物ならば、早急に対処せねばならない」

「そうです、魔ま女じよ狩がりです！」

「…………」

　塩原の言葉に、京介は思わず口の中で唸うなってしまった。悪の魔法使いの次は、魔女と来たか。光流脈使いが一いつ般ぱんの人間に受け入れられるとは、最初から期待していないが、ここまで変質者扱あつかいされると、悲しいのを通り越こして疲つかれてきた。

「処刑でも何でも、好きにしてくれ。ただし、手っ取り早く終わらせて、いい加減に帰してほしい。おれは忙いそがしいんだ」

　京介が言うと、長谷が喚わめきながら椅子の周りを走り始めた。

「な、舐なめているな!?　君、風紀委員を舐めているだろう！　ちょっと説教されたら解放されるとでも思ってるんだろう!?　甘いぞ！　私はやるぞ、民衆のために残ざん酷こくなまでに厳しい処しよ罰ばつをしちゃうぞ！」

「委員長委員長、どんな処罰をしちゃうんですか？」

　塩原も一いつ緒しよになって、椅子の周囲を走り始める。京介は妙な原始民族に捕とらわれて、奇き怪かいな儀ぎ式しきの生いけ贄にえにされている気分になった。

「よくぞ聞いてくれた、塩原君！　彼への処罰は、言わば他ほかの生徒への見せしめになるのだから、鮮せん烈れつに行なわねばならない。風紀委員に逆らうとこんな目に遭あっちゃうぞ、こわーいってことを知らしめるために……」

「ために？」

「画が鋲びようをいっぱい入れた上うわ履ばきを履かせて、兎うさぎ跳とびとか！」

「きゃあああああああああ！　なんて鮮烈！」

「体中石せつ膏こうで固めて、美術室に置いちゃうとか！」

「ひゃあああああああああ！　なんて残酷！」

「一人だけ出身中学のジャージで、体育の授業を受けさせるとか！」

「いやあああああああああ！　なんて屈くつ辱じよく！」

　ばたばたと走り回りながら、二人はやはりいじめ以外の何ものでもない処罰について盛り上がっていた。

　後ろ手に縛られた縄なわを解ほどこうと、京介は何度か試みてみたが、固い結び目はなかなか緩ゆるんでくれなかった。神経質そうな性格の長谷が、眼鏡を粘ねん着ちやく質しつな感じにぎらぎらと光らせて縛りつけてくれたせいだった。体さえ自由になれば、こんな奴やつら二秒で殴なぐって帰れるのだが──。

　その時、教室のドアが開き、現れた人ひと影かげを見て京介は眉まゆを寄せた。一人は栗くり色の髪かみをした三年女子──先日、校庭の水道で話しかけてきた、あの女子生徒だった。そして彼女の後ろにいる、体格の良いい男子生徒は、福原憲也だった。

　憲也は俯うつむいたままで、京介から視線を逸そらしていた。手には玲洗樹の枝を持っている。

「憲……」

「長谷君、塩原さん、お疲つかれ様」

　呼びかけた声は、女子生徒の艶つややかな声に遮さえぎられた。走り回っていた長谷が足を止め、彼女に向かって胸を叩たたいて見せる。

「やあ倉田君、待っていたよ。今、どう処罰するかを考えていたのだよ。倉田君も一緒に考えてくれたまえ。画鋲と石膏とジャージ、どれがいいかね？」

　京介は栗色の髪の少女を見み据すえた。彼女の名前は倉田と言うらしい。塩原が言っていた「倉田副委員長」とは、彼女のことだったのか。そう言えば水道で会った時も、彼女は自分のことを風紀委員だと言っていたような気がする。

「二人とも、もういいわ。後は私が引き受けるから、帰って結構よ」

　髪を搔かき上げて倉田が言うと、長谷と塩原は同時に不平の声を上げた。

「何を言うのだね、ここからが本番なのに、君一人に任せてはおけないぞ」

「そうですよ、倉田副委員長。一条君は、肺から煤すすを噴ふき出す必殺技わざを持っているんです。副委員長と二人きりになったら、ひどい目に遭わされますよ」

「大だい丈じよう夫ぶよ。福原君にも立ち会ってもらうから」

　背後の憲也を肩かた越ごしに振ふり返ると、倉田は婉えん然ぜんとした笑えみを浮うかべて言った。

「福原君、お願い。あちらの二人を外まで送ってあげて」

　命じられた憲也は俯いたまま教室に入ってきて、長谷と塩原の前に立った。そして片手に一人ずつ、制服の襟えりを摑つかむと、そのままずるずると教室の外へと引き摺ずって行く。

「な、何をするんだね、三年七組福原憲也君！　なぜ私が退出させられねばならないのだ。私は風紀委員長だぞー」

「そうですそうです、長谷委員長は委員長なんですよ。鮮烈で残酷で屈辱なことをしちゃうキャッチャーなんですよ」

「塩原君、その名前は秘密だと言っただろうが」

　長谷と塩原が賑にぎやかに退場すると、倉田は丁てい寧ねいな動作で教室のドアを閉めた。窓から射さし込む夕日で、彼女の半身は美しい橙だいだい色に染まっている。

「また会えたわね、一条京介君」

　薄うすく微び笑しようを浮かべる倉田を、京介は黙だまって見つめていた。彼女と初めて会った時に感じた嫌いやな予感は、どうやら当たってしまったようだった。




「そんでさあ、リッチモンドのシキョクチョウが、どうしようもないスケベヤロウで。ホンケにホウシュウアげるようにカけアってやるから、ヒトバンツきアえってイってきてさ」

「やー、何それ。そいつの前世は絶対悪代官よ。着物の帯解いて、女の人をぐるぐる回すのが趣しゆ味みだったに違ちがいないわ」

「ハラタったから、シキョクチョウのヒザのホネ、タタきワったのよ。そしたら、そいつのアイジンがオコって、ワタシのイエにナグりコみにキたのね」

「ひゃー、修しゆ羅ら場ばー」

「しかもそのアイジン、オトコでさあ」

「きゃー、アメリカンドリーム。何でもありだわー」

　下校途と中ちゆうの道にあるファミリーレストランでは、豊花とジェニファーがべらべらと際限なく無む駄だ話ばなしに熱中していた。彼女たちの前には既すでに空になったケーキ皿が、山々と積み重なっている。後はお代わり自由のコーヒーで、いくらでも店に居座り続けるつもりであった。

「カゾクはみんな、ゲンキ？」

　話が一段落し、ジェニファーが尋たずねると、豊花は大きく頷うなずいた。

「元気元気。この間、夜中に泥どろ棒ぼうが入ってきたんだけどね、父さんと母さんが生いけ捕どりにして、ボコボコにして三万円くらい巻き上げたの。その泥棒、泣きながら交番へ駆かけ込んでいったわ」

「ホンケでキョウスケにアったけど、アイカわらずだわね。あのヨウスじゃ、もうイッショウコイなんかしなそうじゃない？」

「ああ……あいつねえ、無器用なのよ」

　豊花はテーブルに備え付けの角砂糖を、コーヒーへ立て続けに八つ投入した。

「今日だってさ、京介の頭の中探さぐってみたら、記き憶おくの空き容量がいっぱいあるの。礼子のことは大事な保管用の記憶として残しておいて、他ほかのこと考えていかなきゃこの先何十年も、生きていけやしないのに」

　砂糖水のようなコーヒーに口をつけ、豊花は鼻息を吐はいた。カップの中で、苛いら立だたしげな波が立つ。

「あたしだって、礼子のことはちゃんと覚えてる。絶対忘れたくない友だちだもの。でも、それは頭の中では、日常使う場所とは別のところにある記憶なの。そこの記憶を自分から覗のぞきに行かなければ、悲しい気持ちにはならないわ。あたしが冷たいんじゃなくって、人間ってそういう生き物なんだと思う。寿じゆ命みようが長いから、その分辛つらいこともいっぱい経験しなきゃいけないんだろうけど、大きな脳があるから大丈夫なのよ。うまく使えば、どんな記憶を持ってでも、ずっとやってゆけるんだと思うの。あ、すみません、コーヒーお代わり下さい」

　通りかかったウエイトレスに声をかけた後、豊花は椅い子すの背もたれに大きく寄りかかった。

「でも、京介は毎日毎日、ずっと礼子のことを頭のど真ん中に置いて生きていかないといけないって、思ってるの。それじゃ駄目なんだって、あたしが口で教えたって仕方ないのよね……京介が自分で気がつかないと」

「ムズカしいね……。ヒトはツラいことがあったら、ムリしてワスレようとしたり、どっぷりとカナしみにヒタったりしがちだから」

「そうなのよ。切り替かえが大切なのよ。礼子の形見のピアスね、あたし、片方は京介にあげたの。机の引き出しにでも放ほうり込んであるみたいだけど、そんな風に扱あつかってるくせに、肝かん心じんの本人はいつまでも思い出を引き摺ずってるしさ。ところで、京介で思い出したんだけど、あたしあいつに何か頼たのまれていたような気がするわね………………あ、そうだった」

　豊花は腕うで組ぐみをして二、三分唸うなった後、ぽんと手を叩たたき、ようやく自分の任務を思い出した。偉えらそうに言っている割に、豊花自身、頭の使い方がいまいちのようであるが、彼女はもちろんそんなことには気がつかない。

　テーブルの上に身を乗り出すと、豊花はジェニファーに尋ねた。

「ねえねえ、ジェニファーって術薬に詳くわしい？　何かね、あたしの従い兄と弟こが妙みようなものに手を出しちゃってるみたいでさ、何の術を使おうとしてるのか、京介と調べようとしてたのよ」

「ジュツヤク？　まあ、イマベンキョウしているジュツホンには、ちょうどイロんなクスリがデてきてるけど……」

　ジェニファーは豊花より十年、術者として先せん輩ぱいだ。豊花は鞄かばんからメモ帳を引っ張り出すと、記した術薬の名前を読み上げた。

「ええっと、犬いぬ岩いわの骨ほね、冥めい界かい繭まゆの糸いと、紫むらさき天てん秤びんの水みず。この三つを使って起こせる術って、何か思いつく？」

「……うーん……ナニかあったかなあ……」

　ふくよかな首を捻ひねってジェニファーは天てん井じようを見上げる。一分ほど考えた後、彼女は自信なさげに呟つぶやいた。

「そのクみアわせでオきるコウトウジュツが、ひとつあるけれど……でもタブン、ドウグがタりないとオモうよ」

「さすがジェニファー！　ひとつでも思いつけば上等よ。何の術よ？」

　期待に目を輝かがやかせる豊花へ、ジェニファーは眉まゆを寄せてぼそりと呟くように答えた。

「シガイソセイ」

「なあに、それ」

　ジェニファーはペンを取り出すと、テーブルの紙ナプキンに『死し骸がい蘇そ生せい』という文字を書いた。何やら不ふ吉きつな雰ふん囲い気き漂ただようその字じ面づらを見て、豊花が小さく息を飲む。

　店の照明に金きん髪ぱつを鈍にぶく光らせ、ジェニファーは眉間のしわを更さらに濃こくしながら言った。

「このジュツには、まだヒツヨウなものがあるんだけれど、それってジュツシャのチをヒくニンゲンのシンゾウなのよね」

「心臓？　げ、何それ……不気味ぃ……」

「ジュツをオコナうモノは、ジブンのシンゾウをテイキョウしたらジュツがゾッコウできないでしょう？　だから、ダレかドウギョウシャをギセイにするんだろうけど」

「おどろおどろしいわねえ……」

　コーヒーにスプーンを突つっ込みながら、豊花は唇くちびるを尖とがらせた。

　同じ術者の命を犠ぎ牲せいにして、死体を蘇よみがえらせる──豊花はしばし思案に暮れ、その使い道を考えた。自分だったら、誰だれを蘇らせたいと思うだろう？　もうこの世にはいない大好きな芸能人か、それともペットか、あるいはやはり祖父母か友人か……考えるのを止やめ、自分にはそんな権利なんてないな、と豊花は思った。死んでしまったその者ものが、果たして再度この世へ戻もどって来たいと願っているかどうか、自分には判断がつかなかったからだ。それに、犠牲になってくれる術者なんて、いるはずもない。

　五十回ほどコーヒーをかき回したところで、豊花はふとスプーンを持つ手を止めた。憲也は一体、何の術を使おうとしているのだろう。もし、死骸蘇生を狙ねらっているのなら──京介の記き憶おくを削さく除じよして、事前に知られ、警けい戒かいされることを恐おそれていたのだとしたら……。

　スプーンを受け皿に力なく落とし、豊花は呟いた。

「もしかして……京介が危ないかも……」




　紺こん色のグラデーションに染まり始めた空に、ぽっかりと丸い月が浮うかんでいる。時刻は午後の六時過ぎ、日中は柔やわらかかった空気も温度を下げ、学生服の首筋に冷えた風が吹ふき込んでくる。金色に輝く満月を見上げ、京介は静かにため息をついた。

　空にありながら、月は何な故ぜか事あるごとに、地上の生活と係かかわり合ってくる。月食が起きれば人は大おお騒さわぎをするし、十五夜になれば団子まで供えてしまう。宇宙飛行士の月面着陸は既すでに果たされているし、地球側からは決して見ることができないという月の裏側は、人工衛星がしっかり写真に写してくれる。現代人が月に対してそれほどまでに畏おそれ入らなくても、別にいいんじゃないかと、京介は子供の頃ころから思っていたが、豊花にきっぱりと言われた言葉がある。「お月様は宇宙の偉そうな誰かから遣つかわされて、地球の番人をしているに違ちがいない。だから、人は無条件で月を敬っちゃうのよ」──歴史や天文学の知識は全くないが、豊花の頭の中には生まれつき、「自分で考えたことが一番偉くてすごい」という無敵の自尊心が寄生している。それ故ゆえに、彼女は時折根こん拠きよのない自信を持って、意味不明な哲てつ学がくを披ひ露ろうするのだった。

　それでも、その「月崇すう拝はい論」に関しては、あながち荒こう唐とう無む稽けいであるとも言い切れない、と京介は思っていた。確かに、古代より人は、月に対して様々な意義を持ち出し、当てはめることが多い。春休み、京介の自宅に押しかけてきた見知らぬ婦人は、ギリシア方面で七万年続いているという宗教の勧かん誘ゆう員いんだった。婦人は聞いてもいないのに、勝手に自分が崇あがめる神様の生おい立ちを語ってくれた。その神様とは、太陽から生まれた青い星──早い話が地球で、月は双そう生せいの弟にあたると言う。一時間近く勧誘話を聞かされて、京介が抱いだいた感想は、双ふた子ごのくせに離はなれて生活できるなんて、神様とは羨うらやましい身分だということだった。

　公園で暮らす神官、勝田の信しん仰こうするミソタラシ教では、満月の夜に将来を誓ちかい合った男女は、生まれ変わっても結ばれることが五度続いて、六度目で商売敵がたきになるという、何だか迷めい惑わくな迷信があるらしい。光流脈の分野で言えば、粉ふん砕さいされる前の光こう儀ぎ大たい神しんは、月光を糧かての一種にしていたという伝説があるし、月の光を必ひつ須すとする術も実在する。要するに、人間は何かと自分たちの生活に巻き込みたくなるほど、月が好きだということなんだろう──だが、こんな時に分ぶん析せきする事こと柄がらでもないなと思って、京介は再度ため息をついた。

　京介は、倉田という女子生徒と憲也に連れられて、空き教室から校舎の外へと移動中だった。倉田は手ぶらだったが、憲也は玲れい洗せん樹じゆの枝と、肩かたにスポーツバッグを掛かけていた。放課後で誰ともすれ違わなかったものの、事情を知らない生徒に見られたら、さぞかし異様な光景に取られたことだろう。三年の生徒が二人、後ろ手に縛しばり上げた一年生を引っ立てて歩いているのだから──とは言うものの、当事者の京介とて、依い然ぜんとして事情が摑つかめないのだが。

　先頭を行くのは、栗くり色の髪かみを背中の上で滑なめらかに揺ゆらす倉田。京介はその後ろ姿を見たまま、背後についた憲也に押されるようにして歩かされていた。倉田も憲也もただ無言で、どこかを目指して校庭の隅すみを歩いている。トラックの真ん中には陸上部員の姿がちらほらと見えたものの、こちらの様子に目を配っている気配はなかった。大声を上げれば肋けてはもらえるだろうが、京介は敢あえて抵てい抗こうしないつもりでいた。身の危険はありありと感じているものの、憲也がどこかおかしいこともわかっている。関係のない人間を巻き込むのは、避さけた方が賢けん明めいだと思った。

　やがて一行は、校庭の奥に広がる森の前に行き着いた。昼間でも鬱うつ蒼そうとし、陰いん気きな雰ふん囲い気きを醸かもし出しているその地は、日にち没ぼつ後ごの今、黒々とした一つの巨きよ大だいなシルエットと化している。だが、京介の目にそれは、輪りん郭かくを淡あわい青色に輝かがやかせた澱よどみの塊かたまりとして映っていた。廊ろう下かの窓から森の澱みを見つけた時から、二時間近くが経過している。澱み自体は、浄じよう化かに一刻を争うような濃さではないが、放置しておいてよいものでもない。背後の憲也とて、それはわかっているはずであろうが、彼は無言で歩き続けていた。

　先頭の倉田は、何の躊躇ためらいもない様子で、森へと入って行った。憲也に背中を押され、京介もその後に続かされる。

　一歩中に踏ふみ入れると、強い木の香かおりと共に、湿しつ気けを含ふくんだ冷たい空気が押し寄せてきた。ほとんど闇やみ一色の視界の中を、時折澱みの放つ青い光の粒つぶが、音もなく鬼おに火びのように舞まっている。それは美しくもあるが、非現実的すぎて、見る者へ恐きよう怖ふに似た感情すら引き起こさせる光景でもあった。──闇の先には誰だれの気配もない。光の粒は自在に宙を巡めぐり、嘲あざけるように侵しん入にゆう者しやの体を掠かすめてゆく。京介は眉まゆを顰ひそめただけで、怖こわいとも何とも感じなかった。ただ一つ思ったことは、倉田も憲也も、どうやら相当にこの光景を見慣れているらしい、ということだけだった。

　木の根が這はい回り、足場の悪い地面を数分間歩かされた後、不意に視界が開けて、月光の射さし込む空間に出た。その場所だけ頭上を覆おおっている梢こずえが途と切ぎれており、直径十メートルほどの広場が明るく存在している。銀色に輝く広場の中央には、大きな石が転がっていて、石は青い澱みの色を放っていた。

　石の前で立ち止まった倉田が振ふり返り、微び笑しようを浮かべて言う。

「始めましょう、福原君」

　言われた憲也は、肩に掛けていたスポーツバッグを下ろした。ファスナーを開けると、中から術者用の黒マントを取り出し、緩かん慢まんな動きで身に着ける。他ほかには、術薬と思わしき道具を地面に並べ始めた。

　倉田はゆっくりと髪の毛を搔かき上げ、その様子を眺ながめている。逃にげようと思えば、何とかなるかもしれない。だが京介は動かずに、憲也の背中に向かって話しかけた。

「憲也。おれ、お前に消された記き憶おくを復元させたんだ」

　一いつ瞬しゆん、背中の線が固く震ふるえたが、憲也は振り返らなかった。黙だまって手を動かす彼へ、京介は続けて言う。

「だけど、憲也が術薬を使って、やろうとしている術はわからなかった」

　憲也は無言で、地面に術薬を置いてゆく。ポリ袋ぶくろに入った塩に似た白い粉末や、伸のびすぎた臍へその緒おのような紐ひも状の束や、神社で見かけた小さな壺つぼや。それらを並べる憲也の指先は、微かすかだが震えていた。

「こんな風に、隠かくれて何かをするなんて、憲也らしくない。お前は一体、何をしようと……」

「死んだ人間を生き返らせるのよ」

　言葉を遮さえぎって答えたのは倉田だった。京介が振り返ると、倉田は整った顔立ちに、素す直なおな喜びの表情を浮うかべていた。

「私のつき合っている人が、この間死んでしまったの。だから、福原君が生き返らせてくれるんだって」

「憲也……」

　京介は憲也の背中を見た。死者を蘇よみがえらせるなど、相当な難度の高等術に違ちがいない。当然、踏むべき手順も複雑で面めん倒どうなはずだ。使用する術薬も、なかなか手に入らないような物が必要とされるのだろう。憲也が無理をしてまで、裏の売人から術薬を購こう入にゆうしようとしていた理由はこのためだったのか──京介は表情を硬くする。

「どうして、憲也がそこまでして……」

「だって、福原君が殺したのよ。芝山君を」

　やや鋭するどい口調で倉田が答える。

「春休みに、芝山君の家に遊びに来ていてね。ちょっとした口論があって、福原君が芝山君を殴なぐったのよ。芝山君は階段から落ちて、死んでしまったわ」

「それは、事故じゃないのか。殺したとは言えない」

「でも、芝山君が死んでしまったのは事実よ。私は目の前で見たんですもの。信じられなかったわ。人って強そうに見えるのに、あんなに簡単に死んでしまうのね」

「…………」

「普ふ段だんは真ま面じ目めで優やさしい福原君が、突とつ然ぜん友だちに暴力を振るったことの方が、驚おどろいたけれど。でも福原君は、自分は色んな奇き跡せきを起こせる術が使えるからって、芝山君を生き返らせるって約束してくれたのよ」

　淡たん々たんと倉田が語る間、憲也は一言も口を開かなかった。術薬を取り出した後、玲れい洗せん樹じゆの枝を使って地面に円を描えがき始める。円の中心には、広場に転がる大きな石があった。

　倉田はその石をそっと撫なでながら、愛いとおしそうな笑えみを浮かべた。京介の背中に、寒気と共に嫌いやな予感が這い上がる。

「まず大地に包んで、決められた時間、月の光を当てるんですって。今夜はその最後の日。後は必要な道具を使って福原君が術をかければ、芝山君は生き返るそうよ」

「まさか、その石の下には……」

「芝山君がいるわ」

　京介は憲也に向き直った。憲也は四角い顔を冷たい無表情に固め、京介の視線を受け止めた。岩が動くかのように、ゆっくりと唇くちびるが割れて、重々しい声が漏もれる。

「お前も知っていると思うけれど、正しい埋まい葬そう手順で埋うめられなかった死体は、地中では異物と認にん識しきされて、光流脈に多少の影えい響きようを及およぼす。だから、死し骸がい蘇そ生せい術じゆつの準備期間中は、何度か澱よどみが発生してしまうんだ。京介や豊花には、ここの存在をバレないようにする必要があった。学校を含めた地域は、お前たちの担当だからな。異動さえなければ、俺が……」

「憲也……」

「壊こわれた羅ら光こう図ずを渡わたしたり、屋上に澱みを作ってそっちへ行かせたり……今日だって、京介の記憶を消したり、風紀委員に捕つかまえさせたり、汚きたなく立ち回った。……そうだな、京介が言うように、俺らしくないかもしれない。だけど俺は、どうしても芝山を生き返らせなきゃいけないんだ」

　泥どろのような憲也の視線が、体に絡からみついてくるようだった。京介は思わず二、三歩退きかけたが、背後には艶あでやかな微び笑しようを浮かべた倉田が立っている。

　憲也は京介に一歩、踏ふみ寄った。虚うつろな視線を放つ両目の奥で、鈍にぶい光が揺ゆれていた。

「俺が汚いのは、これだけじゃない。蘇生には、術者の血を引く人間の心臓が必要で、俺はその提供者にお前を選んだ」

「…………」

「すまない。俺は、こんなことで人生を踏み外したくないんだ……大学にだって、行けなくなる」

「ねえ福原君。芝山君が生き返ったら、今度は殴ったりしないで、ちゃんと言い聞かせてね」

　瞳ひとみを涼すずしげに輝かがやかせ、倉田が口を挟はさんだ。

「それでも、芝山君が私のことを大切にしてくれないのなら、もういいわ。約束通り、あなたとつき合ってあげるわよ」

「…………」

　黙だまり込んだ憲也を、一いつ瞬しゆん冷たく睨にらんだ後、倉田は京介に向き直った。栗くり色の髪かみを搔かき上げ、口元を静かに笑わす。

「この間会った時、私がさりげなく警告してあげたこと、覚えている？」

「…………」

「心臓は守った方がいいって。でもね、あなたは適任だと思うのよ、一条京介君。だから死んでちょうだいね」

　冷たい殺気を感じ、京介は咄とつ嗟さに身を捻よじった。突然突つき出された刃は物ものが、右みぎ肩かたを浅く抉えぐり、熱い痛みが走った。

「私、聞いたのよ。あなたは何年か前に、恋こい人びとを亡なくしているんでしょう？」

　ナイフを握にぎった倉田が、真まっ直すぐな瞳で京介を見つめていた。制服のポケットにでも入れておいたらしいそれは、どこにでも売っているような折り畳たたみ式のナイフだった。伸のばされた長い刃はが、月光に彩いろどられ、無む慈じ悲ひな光を放っている。

「蘇よみがえらせることのできる死体って、死んでから、ある一定期間を過ぎていないものに限るんですって。だから、あなたの彼女は手て遅おくれなのよね。でも芝山君は、生き返ることができる。一条京介君、あなた、彼女のところに行ってあげるべきよ」

「…………」

「それとも生きていたいの？　私には、あなたがそう思っているように見えないわ」

「おれは……」

　死にたくない、と言い切ることができず、京介は言葉を飲み込んだ。本当に自分は生きていたいのか、生きてやらなければいけないことがあるのか、誰だれか自分がいることを望んでいる他ひ人とがいるのか──湧わき上がった疑問は、京介の判断力を鈍らせた。

　倉田の振ふりかざしたナイフが、目の前に迫せまった。遅おくれながらも反射的に避よけようとする京介の肩を、背後から憲也が押さえつける。空気が悲鳴を上げて引き裂さかれ、真っ赤な飛沫しぶきが舞まった。左胸を襲おそった激痛で、切られたのは空気ではなく、自分の胸だということに、京介は気がついた。

　二度目、三度目の攻こう撃げきは、痛みを伴ともなわない単なる衝しよう撃げきとして、体を抉った。頭の中に冷たい目め眩まいが押し寄せて、京介は地面に倒たおれた。呼吸がままならず、何度息を吸っても、壊こわれた胸は酸素を取り入れてくれない。不意に、電気のスイッチが切れたように、視界が真っ暗になる。微かすかな意識の隅すみで、京介は漠ばく然ぜんとした死を予感した。

「ごめんな、京介……。本当なら俺の心臓を使うべきなんだが、俺は術を成功させるまで、死ねないから……」

　どこか遠くで憲也の声が聞こえる。京介は心の中で、もういいよと答えた。もうどうだって構わない──。

　京介には、不思議と、憲也や倉田に対する憤いきどおりの気持ちは湧いてこなかった。彼らには、それぞれ生きるための希望がある。夢だったり、恋人だったり──だけど、自分には何もないのだ。

　体中が冷たかった。消えゆく意識の中に浮うかんだのは、いつも笑っていた礼子の顔だった。




　地中に理うめた死体を九十九刻の間、月の光に晒さらす理由は、光流脈の力をより受けやすくするため、であるらしい。

　術薬の一つ、犬いぬ岩いわの骨ほねは、腐ふ乱らんした死し骸がいの外側を固める石せつ膏こうのようなもの。冥めい界かい繭まゆの糸いとで、更さらに四し肢しを縛しばり崩ほう壊かいを防ぐ。紫むらさき天てん秤びんの水みずが、干ひからびた体の中を血液の代わりとなって流れ、死体の乾かん燥そう消しよう滅めつを妨さまたげる。そして最後に、術者の心臓が死骸の原動力の要かなめとなる。

　光流脈使いの人体は、髪の毛一本から臓器に至るまで、様々な用よう途との術具として使用が可能である。取り外されたものは、使用後に損傷がない形であれば、持ち主の肉体へ戻もどすこともできるらしい。だが、死骸蘇そ生せい術じゆつの場合には、心臓を提供者へ戻してしまうと、被ひ術者の蘇生が白紙に戻ってしまう。術を成功させるには、心臓の提供者は死を免まぬかれることができない。

　術のおおまかな説明を聞いた豊花は、眉まゆを寄せて率そつ直ちよくな感想を述べた。

「でも何だかさあ、蘇生っていうか、化けものになって復活しろって感じじゃない？」

「そのトオりよ」

　隣となりを行くジェニファーが頷うなずく。彼女たちは虹原高校に向かっていた。共に黒マントを羽織った姿はかなり人目を引いたが、ジェニファーが意味不明なスラングを吐はき散らして、通行人の無ぶ遠えん慮りよな視線を撃退した。

　ファミリーレストランから、豊花はすぐに家へ戻ったものの、京介はまだ帰宅していなかった。通学路を歩いていれば行き合うだろうと思っていたのだが、校門が見えてきても、京介とは会えなかった。どこかで行き違ちがってしまったのか、あるいはまだ学校に残っているのか──。

「シガイソセイはモジドオリ、カラダだけがヨミガエるジュツなのよね。タマシイとヨばれるソンザイまでは、カンゼンにモトにモドすことはできないんだって。ワタシのシりアいがマエに、シんだダンナをヨミガエらせようとして、サギだってオコッテいたわ。ヨミガエったスガタ、イきてたコロとゼンゼンチガうのよ」

「何でそんな術があるのかしら。ちっとも使えないじゃない？」

「ジュツがカンセイされていないのに、メイセイをテにしたくて、ジュツホンにノせたバカがムカシにいたってことよ」

　巫み女この孫の代以降、新たな術を開発した術者は、術本への登録料を受けることができるようになった。その制度は、現在でも本家の管理の下もとに引き継つがれている。オリジナルの術を生み出し、それを認められることは、光流脈使いにとっては大いなる名めい誉よに値あたいする。

　豊花は目をぴかりと輝かがやかせると、胸の前で手を握にぎり締しめた。

「じゃあ、もしあたしがその術を改良して、完成品にしちゃったら、億万長者になれるかしら？　やだ、どうしよう。何を買おう」

「ユタカにはタブン、ムリ」

　校門まで辿たどり着くと、夜よ闇やみに染まった校舎が豊花たちを出で迎むかえた。時刻は夜の七時近く、校内は昼間の喧けん噪そうが噓うそのように静まり返っている。真ま面じ目めなのか愛校心がないのか、虹原高校では、生徒も職員も規定の下校時刻を過ぎると、揃そろって撤てつ退たいをする傾けい向こうがあるらしい。

「どこ行っちゃったのかなあ、京介……」

　豊花が呟つぶやいた時、校舎の裏側の空が、一いつ瞬しゆん強く青白い光を放った。豊花はジェニファーと顔を見合わせる。光流脈の澱よどみの気配だった。

「ユタカ、イソごう」

　ジェニファーがまず校門を抜ぬけ、豊花もその後に続いて走り出した。が、黒い人ひと影かげが門の陰かげから飛び出してきて、行く手を塞ふさいだ。

「待ちたまえ、一年三組一条豊花君！」

　水銀灯の光を受けて、人影の一部がきらりと光る。一瞬、豊花はぎょっとなったが、よくよく見ると、人影は今朝と帰り際ぎわに難なん癖くせをつけてきた、風紀委員の生徒だった。光ったのは、彼の分厚い眼め鏡がねのレンズのようだ。

「下校時刻はとっくに過ぎているぞ。こんな時間にそんな格好をして、何の用かね？」

「八時から十八時以外の時間帯、課外活動として校内を使用する場合は、事前に生活指導部と生徒会の許可を得なくてはいけません」

　眼鏡の委員、長谷の背後から、お下げ髪の塩原がひょっこり顔を出して言う。

「許可証を今すぐ提示しないと、校内には入れませんよ」

「そう言うあなたたちは持ってるわけ？」

　豊花が尋たずねると、長谷と塩原は軽く半歩退き、声を合わせて「ひゃー」と叫さけんだ。

「どうしましょう、委員長！　私たち、許可なんか取っていませんよね。とんだ盲もう点てんでした」

「参ったね、塩原君。しかしだね、物事に例外はつきものだ。怪かい獣じゆうと戦う正義の味方は、巨きよ大だい化かして奮ふん闘とうするあまり、結構うっかり町を踏ふみ壊こわしているようだが、誰だれも正義の味方には文句を言わない。だから我々風紀委員が、風紀の取り締まりのために、下校時刻過ぎに無許可で校内に残っていても、それは許されるべきことなのだ」

「なるほど、さすがは委員長です。足を向けて寝ねられませんね」

　風紀委員が何やら下らない話を始めたので、豊花はその横を通って先を急ごうとした。だが、塩原が気がついて、豊花の手首を摑つかんでくる。

「待ちなさい、通ってはいけないと言ったでしょう。あなたはちゃんと、人の話を聞いているんですか？」

「聞いていたけど、何だか下らないから、途と中ちゆうで聞かないことにしたの」

「きゃあ、さすが双ふた子ご。冷たくて非人間的なものの言い方が、一条君にそっくりですね」

「失礼ねえ。京介は確かに冷たくて非人間だけど、あたしは違うわよ。ねえ？　ジェニファー」

　背後のジェニファーに豊花が声をかけると、風紀委員の二人は、そこで初めて金きん髪ぱつの外国人女性の姿に気がついたようだった。長谷が慌あわてふためいた動作で眼鏡を押し上げ、ジェニファーに話しかける。

「こ、これはこれは、海外の方が我が校にどのようなご用件かな。ええと、アイアムアジャパニーズ」

「委員長、見ればわかりますよ」

「おう、そうだね、ちょっと緊きん張ちようしてしまっただけだよ。こう見えて、私は英検四級なのだ。ナイストゥミーチュー！」

　長谷が差し出した手を、ジェニファーはがっちりと摑んだ。そしてそのまま、相手の貧弱な体を、背負い投げで地面に叩たたきつける。日本に住んでいた時、ジェニファーは近所の柔じゆう道どう道場に通っていたのだ。

「ジャマだからナげちゃったけど、まずかった？」

　金髪を振ふって尋ねるジェニファーに、豊花はきっぱりと首を横に振った。

「全然問題ないわよ。行きましょうか……あ、そうだ、その前に」

　豊花は呆ぼう然ぜんとしている塩原に向き直った。塩原は視線が合うと、お下げ髪がみを振り乱し、盛せい大だいに後ずさる。途中、地面で伸のびている長谷を踏んづけたようだが、本人は気がついていないようだった。

「や、や、やめましょう、暴力は良くないですよ」

「何もしないわよ。ただ聞きたいことがあるだけ。あなたたち、廊ろう下かで京介と揉もめてたけど、あれってどのくらい前に終わったの？」

「あ、ああ、あれは……」

　かくかくと頷うなずき、塩原が言う。

「終わったと言いますか、私たちは途中で除のけ者にされたので、よくわかりません」

「なあに、それ。どういうこと？」

「一条君を捕ほ獲かくしまして、空き教室に監かん禁きんしたところまでは良かったのですが……」

「あなたたち、見かけによらず結構やるわねえ。クリスマスが近くなったら、あたしの下で働かない？　毎年京介を縛しばりつけてケーキを作らせるのに、結構苦労するのよね」

「ケーキですか。私も大好きです。この学校の購こう買ばい部ぶで唯ゆい一いつ不満な点は、甘かん味み類のバラエティが少ないことです。そう思って、この間生徒会室に直じき訴そ状じようを持っていったんですけれど、相手をしてくれませんでした」

「あらやだ、そういうことには、一声かけてちょうだいよ。あたしも同じ意見なのよね。でも、購買のクリームあんパンは、かなり美お味いしいと思うわ」

「ああ、あれは良いい仕事をしていますね。でも、売っている物の六割は類似品だという話がありますから、注意が必要です」

「何ですって!?　そんなもの、どうやって見分けつけるのよ」

「パンの表面についている胡ご麻まの数が、十五粒つぶ以上の物は本物らしいですよ」

「死ぬほど混雑するパン売り場で、数えろって言うのね……。……いいわよ、数えてやろうじゃないの。道を極きわめようとする人間の恐おそろしさを見せてやるわ」

「ユタカ、ハナシずれてるよ」

　ジェニファーに肩かたを叩かれ、興奮していた豊花は、ふと我に返った。咳せき払ばらいをし、話題の軌き道どう修正を図る。

「ええと、何だっけ……ああ、そうだったわ。京介を捕獲して、どうしたの？」

「はあ、そうしましたら、倉田副委員長が来て、後は自分がするからと言って、委員長と私は強制的に帰らされたんです。悔くやしいから、校門のところでずっと張り込んでいますが、今のところ一条君の姿は見ていませんね」

「じゃあ、まだ京介は、その副委員長に絞しぼられているってこと？　すごいわねえ、その人。京介を説教して従わせるなんて、このあたしだって習得するのに三年かかったって言うのに」

　豊花の言う三年とは、三歳の時の記き憶おくに、初めて京介を従わせている自分の姿があるからだ。単にそれ以前の記憶がないため、三年かかったと勘かん定じようしているが、実際は母親の胎たい内ないにいた頃ころから、口で言い負かせていた可能性とて十分にある。

「ユタカ、ヨドみがコくなってきているわ」

　ジェニファーに急せかされ、豊花は頷いた。

「じゃあね、風紀委員さん。またいつか、語り合えたらいいわね」

　目をぱちくりさせている塩原に手を振ると、豊花は走り出した。澱よどみの矯きよう正せいが済んだら、校舎内を探して京介を助けてやろうかな、と思った。これで貸しを作っておくのも悪くない。にんまりと笑う豊花の頭上で、再度空が青く輝かがやいた。




　校庭の隅すみに広がる森全体が、青い光を纏まとっていた。森の入り口に立ち尽つくした豊花は、眉まゆ尻じりを下げて、呆然と呟つぶやく。

「何で……？　あたしが昼間に来た時は、何ともないように見えたのに……」

　元々豊花は、感覚で全すべての澱みを察せられるほどの能力がない。先日の夜中、土手で強ごう姦かん魔まを発見したような場合は別として、小さな澱みは感じ取れない。昼休みに森を訪おとずれた時は、きちんと調べるつもりでいたのだが、三年の女子生徒と出会い、無む駄だ話ばなしをしてそのまま帰ってしまったのだ。それが良くなかったのだ──自分の行動を悔くい、肩を落とす豊花の背中を、ジェニファーがそっと押した。

「クやんでもシカタないよ、ユタカ。イソごう」

「うん……そうよね。過去は振り返ったってどうしようもないわ。振り返って落ち込む時間とカロリーがもったいないわよ。ああ、あたしって何て前向きなんだろう。『前向き講座』とか開いて、京介に一時間五千円くらいで受けさせてやろうかしら」

　大きく頷くと、豊花は森に入った。後ろでジェニファーが大きなため息をついていた。

「……ユタカ、ちょっとトまって……」

　澱みの漂ただよう森の中を歩き続け、唐とう突とつにジェニファーが足を止めた。彼女が見み据すえる先には、森が開けた場所があった。昼間三年の女子生徒と会った、あの妙みように大きな石の転がっている場所だ。その場所で展開されている光景を目にし、豊花は大きな瞳ひとみを更さらに大きくした。

「な、何よあれ……」

　異様な物体が、月光に晒さらされて立ち尽くしていた。大きさや姿形は、頭部や四し肢しを持った人間に近い。だがその全身には、ヒビ割れのような醜しゆう悪あくな線が無数に走っている。ヒビの隙すき間まからは、濁にごった液体が漏ろう水すいのごとく零こぼれていた。

　奇き妙みような人型は全体が青く発光しており、どうやら澱みは、そこを中心にして発生しているようだった。だが、発しているのは青い光だけでない。鼻をつくひどい腐ふ敗はい臭しゆうが、風が吹ふくごとに豊花たちの方へ流れてくる。人型は直立できないのか、足をがくがく揺ゆらしては何度も横転し、そして震ふるえながら立ち上がるということを繰くり返していた。

「あれ、シガイソセイのナれのハてじゃないかしら……ワタシのシりアいがやったトキのと、ヨくニている」

　ジェニファーの言葉に、豊花は顔を歪ゆがめた。言われてみれば、あの不気味な型は、術薬を塗ぬり固め、強ごう引いんに生あるものに見せかけているような外見だ。手に持った玲れい洗せん樹じゆの枝にしがみつくようにし、豊花は言った。

「げええ、気持ち悪いよジェニファー。逃にげちゃおうよ」

「ダメよ、イったでしょう、シガイソセイはカンセイされていないジュツなんだって。だからセイコウさせたって、あれはシッパイとオナじことなの」

「ええー……」

「コウリュウミャクのツカいカタをアヤマると、ヨドみができるでしょう。つまり、あれはヨドみのカタマリ。すぐにキョウセイしないとマズイわよ」

「でもぉー、この臭においはひどいよお。昔、お姉ちゃんが一人暮ししていたアパートの臭いよりもひどいわ。お姉ちゃんはものぐさ女王様だから、年に一回しかゴミを捨てないのよ。すごいでしょう。尊敬しちゃうわ」

「すごかないわよ。ハナシをソらさないの！　ここはユタカのタントウクイキでしょう！」

「そうだけど……あ、そうだ！　じゃあ、先に京介を探してきて、あいつにやらせよう。面めん倒どうなことは全部あいつにさせて、あたしはいつも後ろの安全なところで、お茶でもすすっていよう。そんな大人になりたいわ」

「ユタカ……」

　どうしようもない夢を語りながら、その場を逃げ出そうとした豊花だが、人型の近くに人間が──本物の人間が立っていることに気がついて、ふと足を止めた。学生服の上に黒マントを着けた、体格の良いい男子生徒と、栗くり色の長い髪かみをしたセーラー服の後ろ姿だった。学生服の方に見覚えがあり、豊花は声を上げる。

「憲也ちゃん？」

　ゆっくりと振ふり返った憲也は、片手に玲れい洗せん樹じゆの枝を持っていた。澱みを感知し、矯正に駆かけつけてくれたのだろうか。目をぱちくりさせながら憲也を見た豊花だが、その足あし下もとを見て息が止まった。そこには京介が倒たおれていたのだ。

　豊花より先にジェニファーが駆け寄った。彼女が慎しん重ちような手つきで、京介の上半身を起こす。左の胸に、冗じよう談だんのようにぽっかりと穴が穿うがたれていた。穴の奥は暗く、周辺には血が微かすかに流れていた。京介はさほど苦しそうな様子もなく、静かに目を閉じていた。だが、ジェニファーがいくら呼びかけても、まつ毛一本として動かそうとしなかった。

「京介……どうしちゃったの……？」

　豊花は京介の傍かたわらに、ぺたんと腰こしを下ろした。肩かたを揺すってやっても、双ふた子ごの兄は何の反応も返さない。胸の傷口に手を伸のばすと、ひどく冷たい血が豊花の指先にまとわりついた。赤く染まった自分の手を見つめ、豊花は眉まゆを顰ひそめた。

「何で……何で起きないのよ……」

　豊花は呆ぼう然ぜんとしてしまい、それ以上言葉が出なかった。何な故ぜ、京介がここで倒れているのだ──何故、自分が呼んでいるのに、目を開けないのだ。京介は豊花が命じれば、いつでもどうとでも動くはずなのに。ため息ばかりついて、感情の摑つかめない冷静すぎる態度は気に食わないものの──。

「あんた、まさかキョウスケのシンゾウをツカったの!?」

　ジェニファーが怒ど鳴なると、憲也は緩かん慢まんな動きで首を振った。縦に振っているのか、横に振っているのか、よくわからない振り方だった。顔色が真っ白で、目の焦しよう点てんが定まらない憲也の唇くちびるから、震えた声が漏もれた。

「俺は……術を間ま違ちがえたのか……？　これは、これは何だよ……芝山は……」

「こんなの、芝山君じゃないわ！」

　憲也の隣となりにいたセーラー服の女子生徒が、悲鳴じみた声を発した。豊花は彼女の顔を見上げて、目を丸くする。昼休みにこの森の同じ場所で会った、あの大人っぽくて美人な三年生だったからだ。

　だが、彼女は昼間のような、落ち着いた笑えみを失っていた。青ざめた顔で栗色の髪を乱し、憲也に摑みかかっていく。

「失敗したんじゃないの!?」

「ち、違う、倉田……俺は間違いなく……」

「噓うそよ、もう一度、ちゃんとやってよ！　芝山君を元に戻もどしてよ！」

「お姉さん……これの……この人の、知り合いなの……？　この人のために、京介を……」
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　豊花は、腐ふ敗はい臭しゆうを放つ人型を改めて凝ぎよう視しした。骨格の上に適当に厚みをつけたようで、不ぶ格かつ好こうな粘ねん土ど細工のようだった。頭部には眼がん窩かや鼻び孔こう、口らしき穴があり、辛かろうじて顔なんだろうという見当はつく。しかし、その穴からは泥でい水すいが飛沫しぶきを上げて漏れ、周辺に汚きたならしい霧きりを作っている。長さの違う両手を、倉田と呼ばれた女子生徒の方へ差し伸べ、人型は震ふるえていた。

　京介を抱かかえたままのジェニファーが言う。

「タマシイがハンブン、モドっているわ。あんたのことをオボえているのよ」

「い……いやよ……」

　倉田は頭を振った。瞳ひとみに涙なみだが浮うかび、自分に近づく人型の腕うでへ、露ろ骨こつな嫌けん悪お感かんを表わしている。

「知らない……私は知らない……。こんなの、芝山君じゃない！　近づかないで！」

　その瞬しゆん間かん、人型の足が砕くだけて、地面に崩くずれ落ちた。飛び散った泥どろの欠片かけらが倉田の頰ほおにつき、彼女は絶ぜつ叫きようを上げる。

「いやああああ！　やめて、やめてよ！　あんたなんか芝山君じゃないわ！　消えて！　消えてよ！」

　その声を合図に、人型の内部で爆ばく発はつが生じ、体が粉々に吹ふき飛んだ。欠片の一つ一つが青い輝かがやきを放ち、倉田の上に降り落ちる。彼女の全身が泥と光に飲み込まれ、大地が激しく揺ゆれた。

　足を取られて、豊花は地面に投げ出された。その彼女の上にも、次々と青い粘ねん着ちやく質しつな雨が降り注ぐ。半泣きになっていると、ジェニファーに手首を摑まれて引き起こされた。

「とりあえずニげるわよ、ユタカ！　ここにいたらアンキにノみコマれるわ」

「暗あん鬼き……」

　豊花は涙を浮かべたまま、周辺を見回した。地面に落ちた多数の青い塊かたまりは、生きているように蠢うごめき始め、一つに固まっていった。塊は縦にも横にもみるみるうちに成長してゆく。その中には、栗色の髪の女子生徒も飲み込まれているようだった。

「ヨドみが、あのコのハナったツヨいケンオにシゲキされたのよ。キュウソクにブッシツカをオこして、アンキになっている。ここにいたら、ミンナノみコまれてしまうわ」

　背中に京介を背負い、ジェニファーは駆け出した。豊花は頭の中が真っ白で何も考えられなかったが、とにかく頷うなずいてジェニファーの後を追うしかなかった。

「憲也ちゃん……憲也ちゃんも逃にげて！」

　肩かた越ごしに振ふり返って叫さけんだ時、憲也の大きな体が青白い塊に飲み込まれた。



















　船に乗っていた。

　話で聞いたあの世というものは、三さん途ずの川の向こう岸にあるらしい。死者はその川を舟ふねで渡わたると言うが、その舟とは一いつ般ぱん的に、船頭が漕こぐような小舟であるそうだ。だが、一条京介が現在乗っているものは、虹原港辺りから豪ごう華かクルージングに出港したような、大きな客船だった。

　森の中で倉田という女子生徒に刺さされ、意識を失った──覚えているのはそこまでだ。

　気がついたら京介は、この船のデッキに立っていた。空は絵の具を一色ぶちまけたような青で、三百六十度周りに広がる水平線は、不思議な紺こん色だった。海のはずなのに、吹き寄せる風には潮の香かおりがせず、ただ暖かいだけだった。

　船はどこかに向かって、ゆっくりと移動をしているようだが、京介の見た限り、水平線のどこにも陸の影かげは見当たらなかった。

　何な故ぜ自分がここにいるのかさっぱりわからなかったので、京介は誰だれかに尋たずねることにした。デッキには人が十数人いて、それぞれに水平線を眺ながめたり、数名集まって雑談をしたりしていた。

「あのさ」

　一番近くにいた、デッキチェアに寝ねそべっている若い女に声をかけた。女は水着姿で、日光浴でもしているらしかった。彼女だけ見れば、恐おそらくこの船は南国リゾート行きか何かだろうと見当もつく。だが、京介は左胸に穴のあいた制服姿なのだ。服装は気にしない性格だが、こんな血のこびりついた学生服をわざわざ着て余よ暇かを楽しもうとするほど、京介は自身を酔すい狂きようだとは思っていなかった。

「この船、どこへ向かっているんだ？」

「はあ？」

　若い女はサングラスを勢い良く外すと、胡う散さん臭くさそうに京介を見上げた。

「なあに、あんた。ひょっとして新入り？」

「さあ……」

「私、鬱うつ陶とうしいのは嫌きらいなのよね。説明して泣かれたり慰なぐさめたりするの、面めん倒どう臭くさいから。他ほかの人に聞いてちょうだいよ」

　女はそれだけ言うと、サングラスを再び鼻の上に戻もどし、黙だまり込んだ。仕方ないので、京介は言われた通りに他の人間に当たることにした。

　誰にしようかと周囲を見回していると、腰こしの曲がった老人が近寄ってきた。老人は京介の胸の傷に目を止め、皺しわだらけの唇くちびるから空気漏もれのような息を吐はき出した。

「なんじゃあ。ひどいのお。殺されたかよお。若いのによお、気の毒になあ」

「いや……どうなんだろう……」

　よくわからなかったので、京介は首を傾かしげた。すると老人は、ゆっくりと首を横に振って言った。

「そうかえそうかえ、まだ理解できていないんじゃなあ。そりゃ仕方ないがなあ。覚かく悟ごも何もあったもんじゃなかろうが」

「はあ」

「ワシなんぞ、癌がん宣告受けた口じゃから、心の準備はできたがな」

「要するに、ここはどこなんだ？」

「さあなあ、名前なんぞ誰も知らんがな。ただ、この船の上には死んだもんしか乗っておらんよ」

　やっぱりか、と京介はため息をついた。何となく、ここは現世とは違ちがう特とく殊しゆな空間なんだろうという、他ひ人と事ごとのような空むなしい予想だけはついていた。外れてくれれば、それに越こしたことはないとも思っていたのだが。

「じゃあこの船は、天国だか地じ獄ごくだかに向かってるわけか」

　京介は尋ねながら制服のポケットを漁あさり、煙草たばこを探した。だがポケットは空だった。そう言えば、風紀委員に縛しばり上げられて没ぼつ収しゆうされてしまったのだ。舌打ちをし、あの世に煙草の販はん売ばい機きがあるかどうか、本気で心配する。

「どうじゃろうな。ワシは十三年乗ってるが、まだどこにも着いておらんよ」

　老人は空を仰あおぎ、穏おだやかな笑えみを浮うかべた。

「まあ、どこかに着かなくても、ワシは満足じゃがな」

「ふうん……」

「ここはここで、なかなか居い心ごこ地ちはいいがな。お前さんも早く慣れるこった。さあてと、そろそろワシは『見』に行く時間じゃ。またなあ」

　ゆらゆらと手を振ふると、老人は船室の方へ歩いて行ってしまった。

　京介は水平線に視点を定め、深く息を吐き出した。もう一度、心の中で反はん芻すうしてみる──自分は死んだのだ、と。悲しみも後こう悔かいも、何も感じなかった。ただ、高校に入学した時と同じ気持ちがあるだけだった。これからどう時間を潰つぶすべきか……。

　ふと、老人の「十三年乗っている」という言葉を思い出した。ということは、この船は十三年の間に死んだ、全すべての死者を乗せ続けているのだろうか。二年前に死んだ砂島礼子もいるのではないだろうか──京介はデッキを後にし、船室へ続くらしい階段をゆっくりと降りていった。

　デッキの下には長い廊ろう下かが広がり、無数の扉とびらが並んでいた。奥行きが確かく認にんできないほど長い廊下に立ち、京介は軽く途と方ほうに暮れた。上の甲かん板ぱんの広さから考えると、どうにも廊下の長さが合わないような気がした。だが、ここは死者を乗せる船だ。多少の不条理だって通用するようになっているに違いない。

　近くの扉が開いて、中年代の男が出てきた。京介は男に声をかけた。

「砂島礼子って人、知ってるか」

「さあ、知らない」

　男は考えることすらせず、あっさりと答えを弾はじき出した。

「この船に何人乗ってるか、知ってるの？　全員の名前を把は握あくしてる奴やつなんかいないよ」

「なるほど」

「管理のばあさんに聞いてみれば、わかるかもしれないけれど」

「管理人がいるのか」

「そうだよ。この廊下の一番奥の部屋」

「…………」

「ちくしょう、毎日毎日、退たい屈くつだなあ」

　男はぶつぶつ言いながら、デッキへ上がる階段を昇のぼって行ってしまった。京介はもう一度、消失点を結んだ廊下の果てを確認し、その方向に向かって歩き出した。

　人がすれ違える程度の広さの廊下は、海の上だというのに、少しも揺ゆれている気配がなかった。船の質が良いというよりも、やはりこれも異次元ならではの特異状じよう況きようなのだろう。

　個室らしい扉は、三歩に一つの割合で続き、五百を過ぎたところで京介は数える行こう為いを放ほう棄きした。辺り一帯には自分の足音だけが響ひびき、時折どこかの部屋から静かな笑い声が聞こえてくる以外、実に静かなものだった。

　三時間くらい歩いただろうか。死んだ体にも疲ひ労ろうは訪おとずれ、京介は壁かべに寄りかかって休きゆう憩けいを取ることにした。廊下の終点は未いまだに見えて来ない。困った船だと思っていると、近くの扉が開いて、小さな男の子が顔を出した。

「お兄ちゃん、何してるの」

　五歳くらいだろうか、人ひと懐なつこそうな笑みを浮かべて話しかけてくる。京介は胸の真ん中が何となく痛んだ。この少年は、こんなに幼くして死んでしまったのだ。何となく人生は不公平なんだな、と思った。

「管理人とやらに会いに行くんだ」

　息を整えながら京介が答えると、少年はまたにっこりと微ほほ笑えんだ。口が開いて、乳歯のままらしい前歯が覗のぞく。

「僕知ってる。あのおばさん、怖こわいんだよ」

「怖いのか」

「そう。お家うちに帰りたいって僕が泣いたら、お尻しりぶたれた」

「そうか……おれは、平気かな……。あとどのくらい歩いたら、そのおばさんの部屋に着くかわかるか？」

「わかんない。僕はおばさんに呼ばれたら、途中で百回はお休みするよ」

「そうか……」

　つまりは、子供の足で百回休むほどの距きよ離りを歩き続ければ、管理人の下もとへ辿たどり着くということだろう。本当に困った船だと思いながらも、京介は先に進むことにした。

　歩き疲つかれて足を止めると、必ずどこかの扉が開いて誰だれかが顔を出した。どうやら、この船の中ではそういう風にルールが組まれているらしい。一番目に部屋に入れてくれた小学生の少年が、廊下で歩き疲れた人は、どこの部屋で休んでもいいのだと教えてくれた。二番目に殉じゆん職しよくしたヤクザの部屋に入り、ラッキーストライクを分けてもらった。個人の墓前に供えられたものは、全てこの船に届くそうで、彼の煙草たばこも組長からの餞せん別べつだということだった。三番目に同じ年くらいの少女が声をかけてきて、部屋に入った途と端たん電光石火の勢いで押し倒たおされたので、そのまま逃にげ出して休まずに歩き続けた。四番目に会った老人と巨きよ人じん軍ぐんの話題で少々盛り上がり、五番目に部屋に入れてくれた老ろう婆ばには「孫に似ている」と言われて盛せい大だいに泣かれた。

　そしていい加減、歩き続ける目的を忘れかけた頃ころ、廊下の行き止まりはあっさりと出現した。他ほかの部屋とは違ちがう大きな金色の扉を、京介は煙草を咥くわえたままノックした。

「何じゃりゃあ！」

　一秒もせずに扉が開き、背の高い婦人が現れた。黄金色のワンピースに身を包み、何のつもりか、背中には大きな白い翼つばさの飾かざりを背負っている。格好も派手だが、化け粧しようも派手で、真ま紫むらさきのアイシャドーやチョコレート色の口紅からは年ねん齢れいが計り辛づらい。四十代前半で押し通そうとしているだろう意志の強さは、痛いほどに見えてはいた。

　管理人は京介の頭の上からつま先までをざっと眺ながめると、ふんと鼻を鳴らした。

「何の用じゃりゃ。あたしは今、くそ忙いそがしいでよ」

「聞きたいことがあるんだ。砂島礼子という人間が、この船に乗っているか」

「自分で探せえや、ボケ」

「何人いるのかわからないのに、一人一人確かめていたら、日が暮れてしまう」

「ここでは日なんか暮れんでよ、アホが。どうせお前なんか暇ひまなんじゃりゃあ、良いい時じ間かん潰つぶしじゃろうけ」

「それは、そうだな」

「わかったらさっさと探しに行けやあ。あたしが呼ばない限りは、二度と自分から来るんじゃねえよ。くそガキめが」

　そう言うと、管理人は激しく扉を閉ざしてしまった。京介は困った船だと再度思いながら、吸すい殻がらを床ゆかに捨てた。

「何じゃりゃあ！」

　次の瞬しゆん間かん、扉が再度ぶち開き、飛び出してきた管理人が黄金色の袖そでに包まれた腕うでで、京介の胸むな倉ぐらを摑つかみ上げた。

「吸殻を床に捨てるんじゃなかあよ、この刺し殺さつ死体めがあ！」

「すまない」

「ふざけんなやあ！　ええ？　この日本国憲法違い反はん者しやめがあ。あたしが今、何でこんなにくそ忙しいかわかって吸殻を捨てたんかえ？」

「知らない」

「焼死者が六十人来ることになっちまったで、受け入れ準備に目が回りそうなんじゃりゃ！　煙草の投げ捨てが原因で、古いホテルが一件焼けちまったがよ」

「それは大変だったな」

「黙だまりゃあ、このくそガキ！　お前なんぞ、船の中をうろつくでねえよ！」

「うろつかないと彼女を探せない」

「ったくよお、だったら部屋の中に名めい簿ぼがあるから、それを自分で見て探しな！　名前以外の何かがわかりゃあ、あたしの方から呼び出してやっからよお」

　そう言うと、管理人は京介を自室の中へ放ほうり込んだ。

　扉の向こうは二十畳じようほどの正方形の部屋で、他の船室がワンルームマンションのような広さだったことと比ひ較かくすると、さすがは管理人といった感じだった。

　部屋の中は至ってシンプルで、ばかでかいベッドと、ばかでかいタンスと、ばかでかい机と、ばかでかい本ほん棚だなが白い壁かべに押しつけられるように配置されているだけだった。窓はなく、天てん井じようには照明もないのに、不思議と室内は明るかった。机の上ではパソコンに似た機械が、低い唸うなり声を上げて鎮ちん座ざしている。

「名簿は本棚の中じゃりゃあ、勝手に見れや。他のものに手を触ふれたら、二度と転生できないようにさせたらあよ」

　　管理人は目を剝むいて京介に釘くぎをさした後、机の前の椅い子すに座ってぶうぶう唸り始める。京介は本棚を見て「死亡者名簿」と書かれた分厚い本を、片かたっ端ぱしから引き出していった。

　名簿には死亡者の氏名、享きよう年ねん、死亡年月日、死因が記されていた。そんな素っ気無い記述が、電話帳ほどの厚さのある本に、びっしりと載のせられている。とりあえず、京介の読める文字でのみ記述されているので、名簿には日本人だけが載っているようだった。

　名簿の順序に規則性はなく、江え戸ど時代に死んだ侍さむらいの次に、先日東北で起こった雪崩なだれの被ひ害がい者しやの名前が続いていたりする。名簿は全部で百冊近くあるようで、この中から礼子の名前を探すのは、かなりの至難な技わざと思われた。

　床に積んだ名簿に腰こし掛かけ、煙草たばこに火を点つけていると、後ろから頭を叩たたかれた。振ふり向くと、管理人が般はん若にやのような顔をして立っている。

「根こん性じようなしがあ。もう諦あきらめたんけえ!?」

「思ったより大変そうだ」

「当たり前じゃあよ。簡単な仕事じゃったら、あたしだってもう少し、毎日おもしろおかしく過ごせるでよ」

「あんた、今のままで十分おもしろおかしいけどな」

「本当に二度と転生できなくさせるでよ、くそガキ」

「おれのことは放っておいていいから、仕事をしてくれ」

「偉えらそうに言うでなかあ。もう終わったんじゃらげえ。ったくよお、若い死者は根性なしが多くて困るがよお」

　管理人は京介を蹴けっ飛ばしてどかすと、名簿を叩きつけるようにして本棚へ戻もどし始めた。

　仕事が片づいて余よ裕ゆうができたのか、彼女は白い翼つばさがふわふわ揺ゆれる背中を向けたまま、京介に尋たずねてきた。

「で、探してるのは親か何かか」

「いや」

「女か」

「ああ」

「恋こい人びとが死んで、お前も後を追ったのかや」

「おれはたまたま、死んだだけ」

「そうけ。まあ、会えたら二人で仲良う思い出を『見る』がええ」

「見る？」

　床に煙草の灰を落とそうとした時、どこからか円えん盤ばんのように金色の灰皿が飛んできて、京介の額に激げき突とつした。あまりの痛みに死ぬかと思ったが、もう死んでいるのでその心配はいらない。京介はその灰皿を、ありがたく借りることにした。

　ワンピースを輝かがやかせながら、管理人はゆっくりと振り返った。紫むらさき色の目元をすっと翳かげらせ、言う。

「この船に乗っている死者どもはな、現世に残した自分の思い出を『見』ながら毎日を送ってるんじゃりゃ」

「思い出……」

「どんな些さ細さいなもんでもよかよ。ただしそれは、喜楽の属性を持ったもんに限る。悲ひ哀あいの属性記き憶おくは個人的に反はん芻すうできても、見ることはできないでよ」

「…………」

「デッキに出りゃ海が見える。水平線の先に、それぞれの思い出が浮うかんどるはずじゃりゃ。お前も後で行ってみりゃええ」

「…………」

　煙けむりを吐はき、京介はデッキから見えた景色を思い出していた。京介の目には、紺こん色の水平線以外には何も見えなかった。

「他ほかにはな、今現世に残ってる大事なもんも見られるでよ。子孫やら、友やら、熱中したもんやら、何でも見えりゃあ」

「おれには、何も見えなかった」

「あ？」

「思い出は、何も見えなかった。それなりに、大切にしていたものはあったつもりだったけれど、一つも見えなかった」

「そりゃあ、お前の思い入れが浅かったんじゃろが、刺し殺さつ死体。今から悔くやんだって遅おそいがなあ、死んだ後に『見える』もんがなけりゃ、ここでの日々は相当辛つらいでよ」

「…………」

　その時、扉とびらをノックする音がして、管理人が豹ひようのようにすっ飛んで行き「何じゃりゃあ」と叫さけんで応答した。どうやら彼女は、常にそのように扉を開けるらしい。

　扉の外に立っていたのは、奇くしくも京介と同じ学生服を着た少年だった。背が高くて切れ長の瞳ひとみをした、落ち着いた感じの少年だった。京介より少し年上らしいが、何な故ぜか彼は体が半はん透とう明めいに透すけていた。

「何じゃりゃあ、その姿は」

　管理人も驚おどろいたらしく、頓とん狂きような声を発した。彼女の翼に遮さえぎられてよく聞こえなかったが、管理人と少年は数分間、ぼそぼそと話をしていた。

　やがて話が済んだらしく、管理人が肩かた越ごしに京介を振り向いて言った。

「来な、くそガキが」

「何だ？」

「何だじゃないでよ。この男について出ていきな。そして当分ここに来るんじゃないよ」

　よくわからなかったが、どうやら学生服の少年が京介を呼んでいるらしい。煙草を灰皿に捨て、京介は立ち上がった。

　半透明の少年は京介を見ると、小さく微ほほ笑えみ、管理人に一礼をして廊ろう下かを歩いて行った。一いつ瞬しゆん、躊躇ためらったものの、京介はその背中を追った。管理人を振ふり返ろうとしたが、背後で力強く扉の閉まる音がしたので止やめた。

　少年の体越しに廊下の先の景色が透けて見え、何とも奇き妙みような気分だった。少年からは何の説明もなく、彼は黙だまって廊下を歩き続けた。途と中ちゆう、管理人の部屋に来る時には気がつかなかった分ぶん岐き点てんを曲がると、下層に続く階段があった。階段の前には中年のおばさんがいて、仁に王おう立だちをしていた。

「ちょっとどいてもらえませんか」

　半透明の少年が声をかけると、おばさんは鼻息を吐いて避よけてくれた。京介は少年に続いて階段を降りた。途中、少年が振り返らずに話した。

「さっきのおばさん、ここに来てからずっとあそこに立っているんだ。保険金目当てで、自分を殺した旦だん那なが来るのを待ってるんだって」

「へえ……」

　階段はぐるぐると螺ら旋せんを描えがきながら、遥はるか下方を目指していた。辺りは深い闇やみに沈しずみ、階段の底は全く見えない。この船の中はそんなのばっかりだな、と京介は思った。

　根気良く階段を下って行くと、先にぽつりと小さな白い光が見え始めた。そこで半透明の少年は足を止めた。

「ここから先は、君が一人で行くんだ」

「あの先に何があるんだ？」

　京介が尋たずねると、少年は小さく微笑み、言った。

「現世。階段を降り切れば、君は元の世界に帰れる」

「…………」

「僕は戻もどれないけれど、君は戻れる。ここにいたいというのなら、別にいいけれど」

「…………」

　京介は答えに迷った。この船にいたいのか、元の世界──生きていた場所に戻りたいのか、自分でもわからなかった。自分がどこで何をしたいのか、全くわからなかった。

「少し、話そうか」

　息苦しそうにしている京介に苦く笑しようし、少年は階段に腰こしを下ろした。

「さっき、ちょっと管理人さんに聞いたんだけれど、死んでしまった恋こい人びとを探しているんだって？　現世に戻るのを躊躇っているのは、そのせいかな」

「…………」

　少年より一段上に座り、京介は煙草たばこに火を点つけた。ヤクザから貰もらった煙草は、これが最後の一本だった。

「それから、君には『見る』べき思い出がないらしいね。そんな状じよう況きようで恋人に会っても、どうなのかな……僕が心配するなんて、君にとっては大きなお世話だろうけれど」

　煙草の煙けむりが少年の体を抜ぬけて、闇の中へ流れていく。京介は自分が何故こんなところで煙草を吹ふかしているのか、わからなくなった。今までずっと、死んだら礼子に会えて、それなりに楽に過ごせるものだと思って生きていたのだ。

「死んが僕らが、ここで胸に抱いだいていられるものは、思い出だけみたいなんだ」

　煙の行ゆく方えを眺ながめ、少年がぽつりと呟つぶやく。螺旋を描く階段に、その声は静かに響ひびいた。

「金も名めい誉よも、この船には持ち込めないけれど、現世に残した自分の足そく跡せきだけはここからでも確かく認にんできる」

「思い出を残せないうちに死んだ人間は、どうなるんだ？　赤ん坊ぼうには、足跡も何もないだろう」

「赤ん坊だって、親の顔くらい覚えているよ。生まれ落ちる前に死んだ胎たい児じにも、胎内の記き憶おくはある。生きようと思って生きた人間には、些さ細さいでも必ず振り返られる思い出が残る。生きた時間の長さに関係なく、人は大事な記憶を残さないといけない。そうでないと、死んだ後に辛つらいから──管理人さんは、死者に向かっていつもそう説教するんだ。今いま更さら言われたって、遅おそいのにね」

「あんたは……」

　煙草を指に挟はさんで、京介は少年に尋ねた。

「あんたには、水平線の向こうに見える思い出がちゃんとあるのか？　その年で死んだんなら、未練もたくさんあるだろう」

「そりゃ未練はあるよ。未練のない人間なんか、この船にはいないんじゃないのかな。ああ、管理人さんは別だけど」

「あいつ、人間なのか」

「多分ね。でも、飛ぶよ」

「飛ぶのか……」

　少年は螺旋階段の先を見つめ、静かに頷うなずいた。

「未練とか、後こう悔かいとか、恨うらみとか、考え出したら切りがないほど、忘れ物はたくさんある。でも、一つ一つ燻くゆらせていたら、多分僕は何もできなくなって動けなくなる。生きている間だって、それは同じだよね」

「…………」

「何もない場所に投げ出されても、自分なりの道みち標しるべがあれば歩き出せる。生きていた間の楽しい記憶があるから、僕は大だい丈じよう夫ぶだ。ずっとやってゆけるんじゃないかな」

「…………」

　礼子はどうなのだろう、と京介は思った。ある日突とつ然ぜん、事故に遭あって命を絶たれた礼子は、どんな思い出を抱かかえているのだろう。少しは自分のことを思い出してくれているだろうか。

「おれは、彼女のことを何一つ水平線に見つけられなかった。楽しかったはずのことも、全部悲しい思い出に、自分で変えてしまったからだ」

　煙草を深く吸い込んで、京介は瞳ひとみを閉じた。礼子が死んでからの二年間を、強く後悔した。礼子のことだけを思い続けて心を閉ざしていることが、彼女への供く養ようなのかと勝手に考えていた。

「何やってたんだろう、おれは……」

「ここに来ると、そう後悔する人が多いんだよ」

　立ち上がった少年が、京介の肩かたを一つ叩たたいた。だがその手には感かん触しよくがない。

「後悔しても、船が陸に着いて降ろされれば、転生してここでの記憶はなくなってしまう。また死んで、船に乗って、また後悔する。そんなことばかり繰くり返してる人も多いって。管理人さんは嘆なげいているよ」

「…………」

「君は戻もどってやり直せるんだから、ラッキーなんだ。次は良いい人生を歩んでくれ。君の恋こい人びとの分まで、色んな思い出を作るといい。僕も、現世に残した人にはいつもそれを望んでいる」

「あんた、何でおれを助けてくれるんだ？」

　顔を上げると、少年は半はん透とう明めいの笑えみを浮うかべていた。

「助けるつもりはないよ。ただ、教えてあげただけだ。僕の体が元に戻れば、君に生き返るチャンスが来る。その時、君がデッキや船室にいたら、魂たましいが完全に現世へ戻れなくなってしまう。だから君は階段の下で、時が来るのを待っていてほしいんだ」

「あんたは……」

「じゃあ、頑がん張ばって。現世は色々あるから……だからこそ、楽しいんだろうけれどね」

　それだけ言うと、少年は螺ら旋せん階段を上がって行ってしまった。彼の姿が見えなくなるまで見送った後、京介は階段の底を見つめた。

　生き返るのが嫌いやならば、階段を昇のぼってデッキへ戻ればいい。そう、現世は色々あって、本当に面めん倒どうで、豊花は笑顔で京介を苦しめる。退たい屈くつでもなんでも、この船の上にいる方が、もしかしたら楽なのかもしれない。だが──。

　長く煙けむりを吐はき、京介は俯うつむく。礼子に自分の持つ力を話した時、彼女は言っていた。世の中は色々あって面おも白しろい、と。

　階段を降りた先には、礼子はいない。だが、礼子が好きだった世界はそこにある。吸すい殻がらを踏ふみ消して立ち上がると、京介は強く頷いた。




　暗あん鬼きは今や、その頭部が森から突つき抜ぬけるほどに成長していた。森の出口で振ふり返り、それを確かく認にんした豊花は、瞳に大おお粒つぶの涙なみだを浮かべて言った。

「もう駄だ目めだわ、きっと世界中が暗鬼に飲み込まれちゃうのよ。京介も死んじゃったし、皆みな死んじゃうんだわ。もうどうとでもなればいいんだわああ」

「ユタカ、しっかりしなさいよ。ここはユタカのタントウクイキなんでしょう!?」

　ジェニファーが豊花の肩を強く揺ゆさぶった。彼女の後ろには、目を閉じたままの京介が地面に横たわっている。部活動が終しゆう了りようしたのか、校庭には人の姿は全くなかった。今が日中であったならば、生徒に暗鬼を目もく撃げきされ、学校中が大おお騒さわぎになっていたことだろう。
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　豊花はぐずぐずと鼻をすすり、意味もなく地面を掘ほりながら言った。

「いいのよ、もういいのよ。京介がいなくなっちゃって、あたしと組む担当術者も替かわるのよ。そいつが実力不足なくせに強気で傲ごう慢まんで、自分勝手な上に報ほう酬しゆうにしか目がない奴やつだったりして、あたしは苛いじめられるかもしれないんだわ……」

「どこかできいたようなトクチョウのヤツね……」

「優ゆう秀しゆうで優やさしくて、いつも爽さわやかな笑顔で毎日昼ご飯奢おごってくれるような素す晴ばらしい人だったとしても、あたしは嫌よ……京介じゃなきゃ嫌だもの……」

「ユタカ……」

「京介じゃないと、あたしの征せい服ふく欲は満たされない。京介のいない毎日なんか、面白くないもの……変だなあ。京介自身はつまんない奴なのに、何でかなあ……」

　そう言って、豊花は滝たきのように涙を流し始めた。隣となりにジェニファーがしゃがみこみ、豊花の肩を叩いて言う。

「アンキをキョダイカさせたまま、ホウチしていたら、とんでもないゲンポウになるわよ」

「減げん俸ぽう!?　それは困るわね！」

　今さっきまでどうとでもなれと言っていたくせに、金と聞いて豊花の目の色は急速に生気を取り戻す。ジェニファーは大きな笑顔を浮かべた。

「ダイジョウブよ、ユタカ。きっとタスかる。キョウスケだってダイジョウブよ」

　その時、地じ響ひびきを上げながら、暗鬼が動き出した。澱よどみを求めて移動するつもりだろうか。巨きよ大だいな人型の塊かたまりを見上げ、ジェニファーが唇くちびるを嚙かむ。

「あのナカにはヒトがノみコまれているし、キョウスケのシンゾウもノコっている。うまくカンゲンしてからタオさないといけないけれど……」

「心臓を還かん元げん？　そんなことできるの？」

「まあね。セツメイしたでしょう？　ジュツグとしてツカわれたカラダのイチブは、ソンショウがなければモちヌシへモドすことができるって。もうあれは、ただのヨドみのカタマリよ。シンゾウを、クみコんでおくイミがないわ。トりカエしたって、ダレもモンクはイわないわ」

「じゃあ、京介は生き返るのね？」

　豊花の瞳ひとみがきらりと輝かがやいた。彼女は強気な笑みを浮かべると、息をしていない双ふた子ごの兄の体をばしーんと叩たたいた。

「聞いた、京介？　やー、良かったわねえ。あんたにはまだまだ、あたしのために働いてもらわないと困るんだからさあ。死んでる場合じゃないわよ」

「ユタカ、ツマをバシャウマのごとくハタラかせておいて、ジブンはノんだくれているテイシュみたいなことイうわね……」

　暗鬼の頭部が豊花たちの方を向いた。奇き妙みような咆ほう哮こうで大気を震ふるわし、青白い塊が歩き出す。

　玲れい洗せん樹じゆの枝を握にぎったジェニファーが、素早く豊花へ命じた。

「アンキにワタシがアナをアけるから、ユタカはナイブへハイって。キョウスケのシンゾウと、ノみコマれたヒトをサガしてキて」

「えええー、あたし、そういう細かいことってできないわよお。今日だって、家庭科の先生に『学年一の無器用』って言われたんだから。失礼しちゃうわよね」

「じゃあユタカがアナをアける？　イッておくけれど、テキトウにアケたら、キョウスケのシンゾウもナカにいるヒトも、みんなゼンブコナゴナになっちゃうのよ」

「まー、どこまでもあたしに不向きな繊せん細さいな仕事だわね……まあいいわ。やってやろうじゃないのよ。京介と憲也ちゃんとあのお姉さんに、力ちから一いつ杯ぱい恩を着せられるしね」

　鼻息を吐はいて立ち上がると、豊花は校舎ほどにも大きく膨ふくらみ上がった暗鬼を睨にらみつけた。ジェニファーが枝を構え、呪じゆ文もんを唱える。

「ナガレよ、ダイチをハシるカガヤくメガミ。ウマからネへカンツウ、ヒカリのトオりミチをヒラけ。ハンコクまでクウカンをジゾク」

　ジェニファーの足あし下もとから黄金色の光が発せられ、一本の太い矢と化して宙を駆かけた。矢は暗あん鬼きの腹の辺りを貫かん通つうし、空の彼方かなたへ消える。青白い体に、障子に指を差したような穴が穿うがたれる。ジェニファーは豊花に向かって叫さけんだ。

「イソいで！」

　豊花は地面を蹴けって走り出した。ジェニファーは術の時間指定を半刻と定めていた。つまり、実際時間で十五分を経過してしまうと、暗鬼に開けた穴が塞ふさがってしまうということだ。

　暗鬼が苦痛の声を上げ、そのせいで更さらに大気が揺ゆれ、突とつ風ぷうが吹ふき荒あれた。向かい風に、豊花の華きや奢しやな体は軽々と飛ばされそうになるが、根こん性じようで踏ふみ止とどまる。

「流れよ、大地を走る輝く女め神がみ」

　玲洗樹の枝を振ふるって走りながら、豊花は呪文を発した。

「地から天へ五間、大地の干かん渉しようを無効化」

　瞬しゆん間かん、豊花の周辺でのみ、重力が消失した。力一杯地面を蹴って跳ちよう躍やくすると、豊花の体は十メートルほどの高さまで飛び上がる。目の前に暗鬼の体に開けられた穴が見えた。トンネルのようなその入り口の中へ、豊花は頭から飛び込んだ。

　落ちた先は、真っ白な空間だった。天てん井じようと床ゆかの区別はつかないが、とりあえず豊花は両足で立っている。どこからか、吹ふ雪ぶきに似た音が響ひびき、凍いてつくほどの風が吹いていた。豊花は三回連続でくしゃみをした後、一声「見てらっしゃいよ」と誰だれに向かって言っているのか、自分でもわからない言葉を発して気合いを入れ、走り出した。

　形がないのでわからないが、足を運ぶのにかなり苦労をしたので、恐おそらくは急な上り坂なのだろう。そんな白い道を上り切ると、大きな体を胎たい児じのように丸めて倒たおれている憲也の姿を見つけた。豊花は憲也の襟えり首くびを摑つかんで、引っ張り起こす。

「憲也ちゃん、ほら起きて！　逃にげるわよ！」

　力なく目ま蓋ぶたを開いた憲也の唇から、隙すき間ま風かぜのような声が漏もれる。

「……俺は……ただ、芝山に、倉田のことをもっと大切にしろって……言いたかっただけたんだ……」

「何をぶつぶつ言ってるのよ。愚ぐ痴ちなら後で聞いてあげるから、起きて！」

「……それなのに、芝山は……。……あいつ、馬ば鹿かだよ……噓うそでも適当でも、頷うなずいてれば良かったのに……俺には噓をつかないとか、何とか言って……倉田よりバイクを飛ばしている方がいいって……」

「もう、鬱うつ陶とうしいわね！」

　豊花は憲也の頭をがつんと殴なぐりつけると、眉まゆをつり上げて怒ど鳴なった。

「しっかりしてよ！　何があったのか、あたしにはわかんないし、聞いたって多分良くわかんないわ。でも、自分の精神壊こわしてまでやらなきゃいけないことなんて、絶対良くないってことくらい、わかるわよ。わかるでしょう？　わかったらさっさと行くわよ！」

　憲也を引っ張って、豊花は強ごう引いんに駆け出した。

　次に足場は緩ゆるやかな下り坂に変わり、その下で栗くり色の髪かみを乱して倒れている、倉田という女子生徒を見つけた。豊花は彼女の腕うでを引いて起こした。倉田は目を伏ふせて涙なみだを流しているだけで、何も言わなかった。

「お姉さんも、自分のエゴばっかり押し通してるから、願望が叶かなわないのよ。まあ、あたしが説教したって、説得力ないんだけどさあ。だけど、あたしのいいところはこうやって、自覚があることよ。あー、もう二人とも、ちゃんと歩いてよ。重いなあ。捨てちゃおうかしら」

　ぶうぶう言いながら歩いていると、今度は前方に、小さな扉とびらがあるのが見えた。赤いその扉は、板切れだけが空間に立っているようで、その横を迂う回かいすることも全く可能だった。

「何よこれ。怪あやしさ全開だわね。無視したら、怪しさに対して失礼よね」

　緊きん急きゆう時じにあっても、豊花の好こう奇き心しんは遠えん慮りよすることを知らない。両手の塞がった豊花は、蹴っ飛ばして扉を開けてみた。

　扉の向こうは真っ暗な闇やみだった。闇の中央に、学生服を着た少年が一人、天井を見上げて佇たたずんでいる。少年の体は何な故ぜか、半はん透とう明めいに透すけていた。

「やだ、あなたも暗鬼に飲み込まれたの？　逃げるんだから、ついて来なさいよ」

　豊花が言うと、少年は静かに微ほほ笑えんで、両手で大切そうに持った何かを差し出してきた。全体が淡あわい金色に輝かがやいており、何であるか確かめられない。豊花は唇くちびるを尖とがらせた。

「今、手が塞がってるのよ。悪いけれど、あたしのポケットにでも突つっ込んでおいてくれる？」

　言われた通りに、少年は光る塊かたまりを、豊花のスカートのポケットへ入れた。すると辺り一帯が、不ふ吉きつな音を立てて振しん動どうし始めた。地じ震しんの予兆のようなそれに、豊花の眉み間けんが陰かげる。

「まずいわね、早く戻もどらないと……ねえ、出口はどっちだか知らない？……あれ……？」

　豊花が呼びかけた時、少年の姿は消えていた。そして突とつ然ぜん暗闇が崩ほう壊かいし、豊花の体は落下を始めた。

　悲鳴を上げて転がりながら落ちた先は、暗鬼の外の地面の上だった。振り返ると、人型だったはずの暗鬼は、輪りん郭かくを失ってゆっくりと溶とけ始めていた。流れ出した青い物質が、溶よう岩がんのように泡あわ立だちながら、豊花の足あし下もとに侵しん食しよくしてくる。形は崩くずれても、暗あん鬼き自体はまだ動き続けているらしい。

　豊花は憲也と倉田を引っ張って、全速力で走った。着地した時に足首を捻ひねったらしく激痛が走ったが、この際気がつかなかったことにする。ジェニファーのところへ戻り、二人を地面へ放ほうり投げ、もう一度暗鬼の方へ走りかける。と、ジェニファーの声が背中にかけられた。

「ユタカ、どこへイくの？」

「京介の心臓、まだ取り戻してないのよ！」

「スカートのポケットからはみデているのは、ナニ？」

「へ……」

　足を止めた豊花は、制服のスカートに目を落とした。そう言えば、暗鬼の中で会った少年が、何やら輝くものを入れてくれたはずだった。

　貴金属か何かかしら、と思いながらポケットに手をかけ、豊花は絶句した。そこには赤黒い肉の塊のようなものが入っていた。ポケットに納まり切らずに、何か細い管のようなものが外にはみ出ている。その物質は、保健の教科書で見た、心臓のモデル図に良く似ていた。

「きゃああああああああ！　心臓が！　ポケットの中に心臓が！　ポケットを叩たたいたら心臓が増えるかしら！　んなわけないわよね、ってゆーか気持ち悪うううう！　何でこんなところに入ってるのよおお！」

　豊花は大おお騒さわぎしながら臓物らしき塊を摑つかみ、びゃあびゃあ喚わめいて京介の左胸の穴へ投げ込んだ。上から玲れい洗せん樹じゆの枝でびしばし叩たたき、呪じゆ文もんを唱える。心臓を再起動させる術など知らなかったが、光流脈の力を流し込んでやれば何とかなると思った。

「な、な、な、流れよ、大地を走る輝く女め神がみみみみみ！　黄土を支点に、一間四方にて展開、対象内部で発動おおおお！　起きなさいよ京介、起きろってばああああ！」

　後半の方はただの叫さけび声になっていた。呆あつ気けに取られるジェニファーの瞳ひとみが、森の方向を見てはっと見開かれる。青白い光の津つ波なみが、音もなく押し寄せてきていたからだ。津波の幅はばは数十メートルにも及およんでおり、一人で食い止められるはずもない。ジェニファーは豊花に向かって叫んだ。

「ユタカ、テツダって！」

「ああ、もう、忙いそがしいなあ……」

　立ち上がりかけた豊花だが、足首に走った痛みに呻うめいて、膝ひざをついた。捻ねん挫ざ自身が無視をするなと、豊花に訴うつたえているような痛みだった。
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「いったああ……ジェニファー、ちょっと治ち癒ゆの術かけてくれない？　立てないわ」

「そんなジカンないわよ！」

「そんなあ……」

　もう一度足首に気合いを入れて立ち上がると、涙なみだが浮うかんできた。足を挫くじくなど、小学生の頃ころ、下校途と中ちゆうの道で一人「めざせプリマの星ごっこ」をしていて、転てん倒とうした時以来だった。あの時豊花はバレリーナ漫まん画がにハマっていて、将来は絶対その道に進むと決めていた。が、転倒事件をきっかけに、夢は路線変へん更こうすべきだと思ったのだった。

　あの後はどうやって家に帰ったのだろう──不意に、京介におぶってもらって帰路につく光景が、脳のう裏りに蘇よみがえった。秋の夕暮れで、視界の全てが橙だいだい色に染まっていた。京介はものすごく冷静な口調で、ただ「お前はものの影えい響きようを受け過ぎる」とだけ言った。

　玲洗樹の枝にすがりつき、何とか直立を保とうとする豊花の手から、ふっと枝が奪うばわれた。バランスを失って、尻しり餅もちをついた豊花の前には、学生服の後ろ姿があった。

「お前、そこで休んでろ」

　肩かた越ごしにこちらを振ふり返った京介が、突き放すような声でそう言っていた。豊花の涙るい腺せんが再び熱くなったが、捻挫による痛みで泣きたいのか、それとも違ちがうのか、自分でもよくわからなかった。

「お……起きるのが遅おそいわよ、馬ば鹿か！」

　豊花は眉まゆをつり上げ、歯を剝むき出して怒ど鳴なった。顔の筋肉に力を入れていないと、涙が流れそうだったのだ。

「あんたはねえ、あたしが必要って思った時は、呼ばれなくったって、常に後ろに控ひかえていなきゃ駄だ目めなんだから」

「どこの国の女王だよ、お前は……」

　呟つぶやく京介の口くちの端はしに、苦く笑しようじみた小さな笑えみが浮かぶ。豊花はきょとんと目を丸めた。ひどく久々に双ふた子ごの兄の笑顔──というには、微び妙みようなものであったが──を見た気がした。

「キョウスケ、ダイジョウブなの？」

　ジェニファーが声を掛けると、京介は小さく頷うなずいて答えた。

「もう平気だ。きっと」

　押し寄せてくる青い津波を見つめ、京介が深く息を吸う。その瞳には強い光が宿っていた。




「あ、委員長、流れ星です！」

　空の高いところを、無数の青い光が飛び散っていった。お下げ髪がみを揺ゆらして叫んだ塩原友子は、すかさず両手を胸の前で組み合わせ、強く両目を閉じて願い事を呟く。

「全校生徒が校則を守りますように、全校生徒が校則を守りますように、全校生徒が校則を守りますように」

「生徒会が風紀委員の予算をあと二千円上げてくれますように、二千円上げてくれますように、二千円上げてくれますように」

　塩原の隣となりで、滑かつ舌ぜつ良く願いを繰くり返すのは、風紀委員長の長谷常彦である。金きん髪ぱつの外国人女性に背負い投げで倒たおされ、長谷はしぶとく数十分間失神していたが、先ほどようやく目を覚ました。

　願い事を百回ほど繰り返した後、ようやく目を開いた塩原が、満足げな笑みを浮かべて言う。

「願い事、叶かなうといいですね」

「うむ。東の空の流れ星への願いは、統計的に叶いやすいと、先日の学会でも発表されたからな。きっと大だい丈じよう夫ぶだろう」

「そうなんですか。では安心です。それにしても、委員長はどこでそういう知識を仕入れてくるんですか？」

「『虹原こども新聞』だよ、塩原君」

「なるほど。ためになりますねえ」

「そうであろう。人生は常に学習なのだよ、塩原君。さて、そうと決まれば、下校時刻を過ぎて校内に侵しん入にゆうして行った、一条豊花の捕ほ獲かくに出発だ」

「はい、委員長。彼女はラスボスなんですからね。倒さないことには、平和は訪おとずれません」

　二人の風紀委員は頷き合うと、校庭に向かって行進を始めた。風が吹ふき始め、藍あい色の空に砂すな埃ぼこりが舞まい上がる。霞かすむ空の向こうで、流れ星はようやく消しよう滅めつした。

　校庭を突っ切って、黒いマントを風にはためかせながら、人ひと影かげが一つ、こちらに向かって歩いていた。流れる金髪を目にすると、長谷は短い悲鳴を上げ、その場で硬こう直ちよくした。相手も気がついて立ち止まる。

「あら、さっきのヒトタチ……」

　金髪の大おお柄がらな女性は、一条豊花の連れで、長谷を投げ飛ばした外国人だった。校門で会った時より、何な故ぜか髪もマントも汚よごれて見える。長谷はいい加減な合気道の構えらしきポーズを取ると、金髪女性に向かって叫さけんだ。

「ナ、ナイストゥミーチュー！」

「委員長、それしか挨あい拶さつの言葉、知らないんですか」

「カ、カミカゼ！」

「委員長……」

「フジヤマ！」

　混乱している長谷には任せておけないと思ったらしく、塩原が一歩前に出る。背の高い相手の顔をぐっと見上げると、塩原は生き真ま面じ目めに眉を寄せて言った。

「学校関係者以外の、校内への無断立ち入りは禁止されています。すぐに事務室で手続きを取って下さい」

「もうカエるから、いいじゃないの」

「一人みたいですけれど、一条豊花さんはどこに行ったんです？　彼女には警告しなければなりません。下校時刻を過ぎて残っていた生徒は、二十ポイントで反省文提出なんですからね」

「ユタカなら、キョウスケとイッショに、ジゴショリのためにホンケへイったわよ。ここは、あのコタチのタントウクイキですもの」

　金髪女性はそう答え、そして小さく微ほほ笑えんだ。

「……キョウスケ、ナンだかフっキれたようなカオしていたわね……」

「何のことです？」

　首を傾かしげる塩原へ、金髪女性は軽く首を振ふり、笑う。

「ナンでもないわ。タントウクイキガイでシゴトしちゃったから、コンゲツはトクベツホウシュウがツくわね」

　黒マントと金髪を揺らし、女は軽い足取りで立ち去ってしまう。長谷は誰だれもいない宙に向かって、まだ合気道の構えを取っていた。

　風が旋つむじ風かぜに変わり、校庭の土と共に桜の花弁を奪うばい取っていく。暗い夜空に散った桃もも色の破は片へんを見上げ、塩原は更さらに首を傾かたむけた。




　必ひつ須す臓器の一時的欠けつ如じよ、四刻以内の生命活動停止、他者の玲れい洗せん樹じゆの枝を使用、浄じよう化か時のマント未着用。妙みようにぎすぎすとした響ひびきを持つ言葉が、豊花の眠ねむりを揺ゆさぶりかける。

「通常であれば、全体から四割以上の減げん俸ぽうだけど……」

　減俸、という言葉で、豊花の意識は急速に覚かく醒せいした。覚醒はしたが、全身が疲つかれきっているので、起き上がることができない。特に目ま蓋ぶたなどはやる気の欠片かけらすら見せようとせず、唸うなっても目が開かない。まあいいか、と口の中で呟つぶやき、豊花は聴ちよう覚かくにだけ精神を集中させる。

「事情が事情だし、君たちは新人だし。今回は酌しやく量りよう処置が取られるだろうね。今回浄化した澱よどみの分と、減俸対象の事じ項こうとがちょうど相そう殺さいされあって、プラスマイナスゼロってところじゃないのかな。月末には基本給くらい貰もらえるよ」

「別に、何でも構わないけれど」

　すぐ側そばで、聞き慣れた京介の冷めた声が聞こえる。豊花はここがどこなのか、ぼんやりと思い出した。

　暗あん鬼きを消滅させた後、豊花は京介と共に、本家を訪れたのだった。術者センターで事件の報告をし、憲也と倉田の身み柄がらを一いつ旦たん預けると、豊花は治ち癒ゆ総合部所属の医務室へ、京介を引き摺ずって行った。心臓の傷を、きちんと診みてもらった方が良いいと思ったからだ。

　京介は相当嫌いやがったが、幸運にも、ここで医者をしている豊花たちの父親は、外出しているようで姿がなかった。医務室の壁かべに掛かけられた、勤務表であるホワイトボードには、大きな文字で「パチンコ」と書き殴なぐってあった。

　若い医者が一人いたので、京介を任せ、豊花は空きベッドで軽く休息を取ろうと思った。……が、どうやらそのまま、本格的に眠ってしまったらしい。

「でも、いいの？　君、従い兄と弟この術者と、一いつ般ぱん人じんの女の子には、記き憶おく操作以外は、何も罰ばつを与あたえないでほしいって頼たのんだそうじゃないか」

　医者の声が遠ざかる。再度眠くなってきた豊花は、欠伸あくびをしながら、意味もなくベッドのシーツを握にぎった。と、指先が冷たい何かに触ふれた。体温が低い、京介の手だった。

「殺されかけた、というか、実際殺されたのに、随ずい分ぶんと生なま温ぬるいんじゃない。罰金くらい申しん請せいすればいいのに」

「……まあ、死んでみて、色々と学ぶこともあったから、いいんだ」

「変な子だなあ。でも、賢かしこい対応ではあるかもね。矯きよう正せい術者なんかやっていると、人間の汚きたないところばっかり見させられるようだから。続けていくうちに、自分を警察か何かと勘かん違ちがいして、やたらと人を裁きたがる術者もいるし、澱みを起こした人間に、毎回腹を立てたり同情したりして、最後には疲れ切って、自分の精神を病やんだ人もいるんだよ」

「ふうん……」

「まあ、大変な仕事だね。だから、ここみたいな部があるわけだけど……君もあまり頑がん張ばりすぎない方がいいよ。術者の生活も含ふくめてさ、人生は適当に送らないと、体が保もたないよ」

　そんなのやだなあ、と豊花は呻うめいた。自分は毎日を上限なく楽しく過ごして、矯正術者の仕事もびしばし片づけて、報ほう酬しゆうをがっぽり貰うと決めているのだ。気の持ち方次し第だいで、人生なんかいくらでも楽しくなるんだから。口の中でぶつぶつと呟いていると、医者がもう一度「変な子だなあ」と言い放った。

「ところで……君のその、胸の傷だけど。心臓自体には問題はないけれど、皮ひ膚ふの方に痕あとが残るね。心臓を戻もどす時に、応急処置をした人がずいぶん適当にやったみたいだよ。恨うらむなら、その人を恨んでね」

「日常生活に支障がなければ、おれは構わない」

「大人になって、つき合う女の子が変わる度たびに、傷の説明するのが面めん倒どうくさくなるかもしれないよ」

「面倒ごとなら、慣れている。仕方ないんだ……生きているんだから」

　聴覚が集中することに飽あき始め、聞こえる声がどんどんと途と切ぎれてゆく。豊花はもう少し京介の声を聞いていたい気がしたが、別にいいかと呟いて欠伸をする。指先にあった京介の手を握り締しめ、そのまま眠りの世界へ突とつ入にゆうした。




　世界中が晴天なのではないかと誤解しそうなほど、よく晴れた晩春の昼下がり。虹原高校の屋上で煙草たばこを吹ふかしながら、一条京介は空を眺ながめていた。天気の割に風が強く、白い大きな雲がどんどん流されていくが、空気はそれほど寒くもなかった。

　京介の足あし下もとには、五人の男子生徒が鼻と口から血を流して転がっていた。昼休みに屋上で寝ねていたら、突然「勝負しろや」と喚わめきながら襲おそいかかってきた連中だった。三十秒で倒たおしてから、煙草に火を点つけて三分間、京介は一対五で行なうスポーツがあったかどうか、結構真しん剣けんに考えてみたが、残念なことに何一つ思い浮うかばなかった。

「うわ、何よこの人たち。いくら天気が良いからって、何も屋上でこんな寝相で寝なくったっていいじゃない」

　扉とびらが開いて、華はなやかな声を上げながら、セーラー服の少女が現れた。二つに結ゆった長い髪かみの毛の束を風に煽あおり、豊花は白い歯を見せて笑ってみせた。手には購こう買ばい部ぶのパンの袋ふくろを大量に抱かかえている。

「ねえねえ、京介って購買のクリームあんパンって食べたことあるっけ？　最近あたし、めちゃくちゃハマってるのよね。京介も一個食べる？　これは胡ご麻まが十五粒つぶ以上ある、紛まぎれもない本物なんだから」

　大きな丸い菓か子しパンを見せて、豊花が興奮気味に鼻息を吐はく。京介は煙草を咥くわえたまま、首を横に振ふった。

「さっきねえ、購買のところで憲也ちゃんに会ったわよ」

　フェンスに背を預け、パンの袋を破って、豊花が言った。

「あたしたちの従兄弟だっていう記憶は、ちゃんと残ってるみたい。今度の日曜、ラグビーの練習試合があるから、京介と観みに来いって」

　先の事件の後、本家に一度身柄を拘こう束そくされた憲也は、術者としての全すべての能力と、それに関連した記憶を永久に封ふうじられることになった。本家管理の術者名めい簿ぼからも、彼の名前は削さく除じよされた。今後は、死亡するその日まで、一生本家の監かん視し下かに置かれることになるらしい。術者としてではなく、一人の人間として再度過あやまちを犯おかした際には、生命抹まつ消しよう措そ置ちが取られるという。だが、何の問題も起こさなければ、平へい穏おんな人生が送れるはずだ。

　芝山誠一の死体は本家が引き取り、死因偽ぎ造ぞうの処理が施ほどこされた。旅先での事故死ということで、片をつけたらしい。それに伴ともない、倉田君香も、今回の事件に関する記き憶おくの一部を埋うめ替かえられた。

　先日、市の葬そう儀ぎ場じようで芝山の告別式があり、京介も様子を見に参列したが、倉田は友人と共に号ごう泣きゆうしていた。二年前、砂島礼子の葬式で、馬ば鹿か泣きをしていた豊花に似ていると京介は思った。

　他人の死に、涙なみだできるのは、事実を受け入れられたからだろう。悲しみを認められれば、それを消化し立ち直ることもできる。京介は礼子が死んでからの二年間、一いつ滴てきも涙が出なかった。泣けないのは自分が冷れい淡たんだからだと思っていたが、違ちがったのかもしれない──京介は妙みように納なつ得とくした気分で、芝山の葬式を後にしたのだった。

　胡麻が十五粒以上あるとかいう、意味のわからないパンを、豊花は早くも三個目に挑ちよう戦せんしつつ強気な笑え顔がおで言う。

「ねえねえ、行こうよ、ラグビー。ルールとか全然知らないけど、面おも白しろそうだもんね」

「お前が一人で行けばいい。ついでに参戦してやれば、偉い大だいなる戦力になる」

「京介さあ、あたしのこと、馬鹿にしてるでしょう？」

「馬鹿になんかしてない。それだけ熱量のありそうなもんを毎日食っていれば、力もあり余っているんじゃないかと思っただけだ」

「まあ、嫌いやみな奴やつ。心臓、逆さまに入れてやれば良かったわよ。そうすれば、少しは可愛かわいげのある性格に変わっただろうに」

「おれに何か用なんじゃないのか？」

　京介は別段、豊花と屋上で待ち合わせをしていたわけではなかった。休み時間や放課後、豊花は特に苦労して探し回らずとも、用があれば京介の居場所を当ててしまう。双ふた子ご間に通じる不思議な勘かんというよりも、まあ、単なる偶ぐう然ぜんだろう。京介は教室にいなければ、誰だれかしらに呼び出されて、屋上やら体育館裏やらにいることが多いからだ。

「あ、そうそう。今日って報ほう酬しゆう支し払はらい日じゃない？　だから帰りに一いつ緒しよに本家に寄ろうよ」

　四つ目のパンを嚙かじり、豊花が言った。そう言えば、今日は二十五日だった。光流脈矯きよう正せい術者の報酬は、毎月二十日に締しめられて二十五日に支払われる。京介と豊花にとっては、今回は担当区域を持ってからの初報酬ということになる。

「おれの分を巻き上げるつもりだろう」

　京介が言ってやると、豊花はパン屑くずが喉のどに詰つまったらしく、げはげはと咳せき込んだ。顔を真っ赤にして彼女は京介を睨にらみつけてくる。

「し、失礼ねえ、誰がそんなひどいことをするもんですか。大体あんた、この間命を助けてやった借り、まだ返してもらってないわよ」

「なんだかんだ理由をつけて、巻き上げるんだな」

「し、失敬ねえ、だからそんなことしないって言ってるでしょう。けど、京介って、別に欲しいものとかないのよね？」

「ないけど貯金はする。それから、借りは仕事で返す」

　京介は携けい帯たい用の灰皿に吸すい殻がらを入れ、男子生徒の体を跨またいで歩き始めた。豊花が舌打ちをしつつも、小走りについてきて言った。

「何かさ、京介ってちょっと変わった気がするわ」

「そうか？」

「そうよ。ちょっとだけ地に足がついたっていうか、そんな感じ。前だったら絶対、いつ死ぬかわからないから、借りなんか返す約束できないとか、暗い顔してぼそぼそ言ってたわよ」

「それも一理あるだろう。いつ死ぬかなんて、誰にもわからない」

　校舎の階段を降りながら、京介は深く息を吐はいた。

「ただ……」

「ただ、何よ」

「何でもない」

「何なのよ、あんたは。言いたいことがあるなら、はっきり言えばいいでしょう。意見とか願望とかはね、がんがん口に出していかないと現実にならないんだから。光流脈だって呪じゆ文もんを唱えないと、何もしてくれないじゃない。ねえ、今あたし、ものすごく良いい例えを出したわよ。誉ほめてくれたっていいじゃないの」

　機き関かん銃じゆうのように言葉を吐き散らす豊花を静かに眺ながめ、京介はため息をつく。──人はいつ死ぬかなんて、わからない。ただ、そんな日が来ても後こう悔かいすることがないように、毎日を確実に生きられたら……豊花なら、そんなことは言われなくても、生まれた時から実じつ践せんしているように思えた。

　廊ろう下かでは、見たことのある風紀委員が「持ち物検査だ」と叫さけびながらばたばたと走り回っていた。教室のあちらこちらから、賑にぎやかな笑い声が響ひびく。平穏な昼下がりだった。

　だがいつでも、たくさんの人間が生きていれば、様々な思おも惑わくが交差し、平和ばかりも続かないだろう。光流脈の澱よどみとて、生み出される一番の原因は、生きものの負の感情だ。そして京介は、意志的ではないものの、その澱みを矯正する職業に就ついている。

　矯正術者を続ける理由は、まだ自分でもよくわからない。自分の生まれた意味が、術者として働くためだなどと答えを出すのは、きっと早すぎる。だが、そういった可能性があることもまた、事実だ。まあ、今はわからなくても、ゆっくり確かめればいいだろう。あの世の船の管理人に、当分来るなと言われたことを、京介は思い出した。

「……どうするかなあ……京介の分と合わせて、洋服と靴くつを買って、ケーキ食べ放題の五時間延長コースに行こうと思ってたのに……計画がパーだわ……ああ、でも諦あきらめたら負けよね……何とか、こう、力ずくで……そうだわ、鞄かばんの中にコンパスがあったから……」

　ぶつぶつと恐おそろしい独り言を口にしている豊花の向こう側、窓の外に校庭の桜の木が見えた。花弁はもう完全に散り落ちていたが、新緑が芽め吹ぶいている。

　小さな若葉を見上げながら、京介は初報酬をどう守り抜ぬくか、真ま面じ目めに考え始めていた。







　あとがき




　先日交かわされた、私と実じつ姉しの会話。

「あのさあ、応おう募ぼした小説が賞をもらえて、今度本が出るんだ」

「何ていう賞」

「角川学園小説大賞っていうんだけど」

「学園……」

「主人公が高校生」

「高校生……」

「なにさ」

「学園ものなんだ」

「うん」

「わたしは常々思ってた」

「何を」

「あんたはいつまでも、全然学生気分が抜ぬけきらない」

「そうかな……」

「だからきっと、学園ものがうまく書けたんだわ」




　先日交わされた、私と友人の会話。

「あのさあ、応募した小説が……」

「あ、『ザ・スニーカー』の十月号、読んだよ。おめでとう。面おも白しろかったよー」

「何が」

「受賞者対談。あんた、本当馬ば鹿かそうだよね」

「そうかな……」

「学校が舞ぶ台たいの小説なんでしょう？　ああ。でもなんかわかるなあ。だってあんた……」

「いつまでも、全然学生気分が抜けきらないよね」




　先日、上司に怒おこられた言葉。

「君ね、ここは学校じゃないんだからね。学生気分も大たい概がいにしなさいね」




　はじめまして、椎野美由貴です。

　第六回角川学園小説大賞を頂きました。嬉うれしい限りです。

　角川学園小説大賞とは、「ザ・スニーカー」や、スニーカー文庫の広告ページなどで応募要よう項こうが見られますが、テーマが「学園」ならなんでもいい、という素す晴ばらしい新人賞です。これは学校好きの小説家志望には、何年かかってもとりたい勲くん章しようでした。

　私は学校がかなり好きでした。と言っても、勉強が大好きだったわけではありません。むしろ苦手で、廊ろう下かに成績順が張り出されていたりすると、「人権侵しん害がいだ」と騒さわいでいた一派です。クラス全員がお友達、というような聖人でもありませんでした。部活動も面めん倒どう臭くさくて一年と続きませんでしたし、掃そう除じ当番も面倒臭くて二日と続きませんでした。校則で禁止されているアルバイトに精を出し始めた時、「バイトがバレたやつが担任に半殺しにされた」という噂うわさを聞き、そっと撤てつ退たいを決めたり。毎日飽あきもせず学校に通っていたのは、そうやって何だかんだと騒いでいるのが好きだったからかもしれません。




　そんな、平へい凡ぼんな日々の面白さを描えがけたらいいなあ、と思い、この物語を書きました。結局は、それほど平凡な日々ではなかったような感じですが、気に入って頂けましたら、この上なく幸いです。




　では、ここからお礼のコーナーです。

　まず、この作品を選んで下さった、編集部の皆みなさまに心よりお礼申し上げます。与あたえて頂いたチャンスを無む駄だにしないよう、これからも頑がん張ばります。

　初めての担当の野崎さん、現在の担当の主藤さん、未熟でド素人しろうとの私のために、色々とご指導ありがとうございました。編集者さんの力は偉い大だいだと、ことあるごとに痛感しています。実際は、私が思っている以上にご迷めい惑わくをおかけしているような気がして、夜も眠ねむれないようなことがなくもないのですが、今後もよろしくお願いします。

　イラストレーターの原田たけひとさん。原田さんの絵は何というかもう、キャラクターが可愛かわいらしくて色づかいが抜ばつ群ぐんに綺き麗れいで、見ているとこの時代に生まれてきて良かったなあ、という気分になります。この作品の登場人物に関しても、色々と細かい点でご迷惑をおかけ致いたしました。そして、ありがとうございました。

　お目にかかれておりませんが、この本の制作に係かかわって下さった全すべての方々にも、お礼申し上げます。




　何だか周囲の人に迷惑ばかりかけています。次からはもっとすんなりと仕事が進むように、精しよう進じんしたいと思います。




　引き続き、お礼です。個人的ですが、私がノートに小説もどきを書いていた頃ころから読んでくれていた、友人の方々。あなた方が言ってくれた「面白いんじゃないの」という言葉に支えられて、ここまでやって来られました。深く深く感謝です。

　最近まで私の所持品で最高高値を誇ほこっていたワープロ「樫かし山やまさん」。そう、ワープロです。私は昨年の夏、初めてワープロを買いまして、それで応おう募ぼ作を書きました。他ほかに仕事をしているので、手書きで書いている時間がないから、というのが理由です。周囲の人の十人中十人に「ワープロを買うならパソコンを買った方がいい」と言われましたが、電器屋の隅すみにひっそりと現品限りで佇たたずんでいる樫山さんを見た瞬しゆん間かん、何だか知らないけれど、もう店員を呼んでいました。樫山さんがいなければ、本当に賞を取るどころか応募すらできませんでした。どうもありがとう。

　そして、この本を読んで下さった、あるいは手にとって下さった読者の皆さま。

　面白かったとか、面白くなかったとか、面白そうだとか、面白くなさそうだからやっぱり買わないだとか、感想はそれぞれかと思われます。それでも、デビューしたばかりの新人作家にとっては、一瞬でも、自分の書いた本が知らない誰だれかの目に留まった、という状じよう況きようだけで、非常に嬉しい限りです。ありがとうございました。




　長くなりましたが、今回はこれにて失礼致します。事が順調に運べば、三月くらいに、またお目にかかれるという噂です。そんなわけで、今日もまた、頑張ってゆこうと思います。





椎野美由貴　　









　解説





角川スニーカー文庫編集部　　






　本人はまったく望んでいないのに、次々と喧けん嘩かに巻き込まれ、あまつさえ格かく闘とう技ぎにめっぽう強い。さらに妹には「永久凍とう土どの心を持つ男」と名付けられるくらいのクールなキャラ・一いち条じよう京きよう介すけ（双ふた子ご兄）。

　ぱっと見、美少女。しかしその外見とは裏腹に、ウソかマコトかわからない涙なみだで校内の男どもを手玉に。兄・京介を顎あごで使い、さらに兄妹きようだい二人に支し払はらわれた報ほう酬しゆうの分け方では、「京介のものはあたしのもの、あたしのものはあたしのもの」という、わがままぶり爆ばく発はつの一条豊ゆた花か（双子妹、でも兄貴のことがホントは大好きなんだけどね）。

「矯きよう正せい術使い」の双子が、校内では不良学生、校外では組関係の方々を叩たたきのめし、さらに邪じや気きから発生する化け物退治などなどで大活かつ躍やくする学生魔ま法ほう使いバトル『バイトでウィザード』。１巻目、いかがでしたでしょうか？

　角川学園小説大賞〈大賞〉を受賞したこの作品（応おう募ぼ時のタイトル「光の魔法使い」）を選考会で読んだとき、選考スタッフはすでにこの小説の大ファンになっていました。

　とにかく登場するキャラ、登場するキャラがこの小説ではとっても魅み力りよく的。主役の二人のほかにも、数学の授業で使う大きな三角定規と虫取り網あみで、校則違い反はんの兄妹をおいかける風紀委員たち。日本の古代の巫女みこがつくった矯正術を会得し、二人をピンチから助ける黒マントのアメリカ人女性。そして今回の裏主役である女性の執しゆう念ねん深さ（これ以上書いたらネタばらしになるけど）などなど。

　大地に埋うまった精せい霊れいの欠片かけらをメインテナンスし世の中を清める「矯正術者」、さらにそれに仇あだなす存在も……という設定でこれからのストーリーの広がりも期待できるうえに、これら無敵のキャラクター造形を見せつけられたら、これはもう最終選考で文句なしにこの作品を〈大賞〉とすることに決定しました。




　非常にノリとテンポの良いこの小説ですが、著者である椎しい野のさん自身のキャラクターもこの登場キャラたちに負けないくらいの、天てん真しん爛らん漫まんな魅力にあふれています。

　担当編集者として初めて紹しよう介かいされることになったあの日。別室に控ひかえているという椎野さんを訪おとずれる時に、初めての担当編集者に会うということで彼女は緊きん張ちようしているかも、やさしい言葉のひとつもかけようかと思いきや、扉とびらをあければ別の編集者と、彼女の趣しゆ味みであるお馬さんがいっぱい走るスポーツ（Ｊ○Ａ主しゆ催さいの）のことで盛り上がっており、すっかりリラックスしきった彼女の姿がそこにありました。

　その一方で、非常に粘ねばり強い努力家の面も。彼女が初めて小説賞というものに応募したのが第２回の角川学園小説大賞。そのときには二次選考で玉ぎよく砕さい（別ペンネームで）。ただ、どうしても学園小説大賞で小説を発表したいという想おもいが募つのり、臥が薪しん嘗しよう胆たん、今回見事〈大賞〉受賞となったのです。

　また彼女の本領が発揮されたのは改かい稿こう作業においてもでした。〈大賞〉を受賞したくらいですから原稿の完成度はとても高かったのですが、編集者との協議と彼女の粘り強い推すい敲こうの結果、面おも白しろさにさらにミガキがかかったのです。こちらの無理難題にも明るく笑え顔がおで「全然ＯＫです～。一いつ緒しよにがんばりましょうよ」と逆に励はげまされる始末（椎野さん、あの時とあの時はムリを言ってホントにゴメンなさい！）。

　椎野さん自身の、そして京介＆豊花の活躍はこれから破竹の勢いで進んでいく予定です。この一冊目を皮切りに、ザ・スニーカーでは２００３年２月号（12月28日発売予定）より『バイトでウィザード』の連れん載さい開始。さらに３月予定で文庫のシリーズ２巻目が登場します。

　長編作品の文庫と、短編発表のザ・スニーカー。二つをまたにかけた、椎野美み由ゆ貴きさんと京介＆豊花の活躍をお楽しみに！
















本書は、第六回角川学園小説大賞（二〇〇二年八月発表）の自由部門大賞受賞作「光の魔法使い」を改題し、加筆・修正したものです。
















本文中に、今日の状況に照らして不当・不適切と思われる語句や表現がありますが、作品発表当時の時代的背景を鑑み、底本のままとしております。
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